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平
成
27
年
度

ゐ
の
は
な
同
窓
会
総
会
開
催

総
会
挨
拶

│
会
長
退
任
挨
拶
を
か
ね
て
│

ゐ
の
は
な
同
窓
会
長
　
伊　

藤　

晴　

夫
（
昭
39
）

平
成
27
年
度
ゐ
の
は
な
同
窓
会
総
会
が
、
平
成
27
年

6
月
13
日
︵
土
︶
午
後
4
時
よ
り
、
銀
座
ア
ス
タ
ー

お
茶
の
水
賓
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

本
年
６
月
13
日
開
催
の
ゐ
の

は
な
同
窓
会
総
会
を
も
ち
ま
し

て
会
長
を
退
任
致
し
ま
し
た
。

会
員
諸
兄
姉
の
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
に
支
え
ら
れ
、
４
期
８
年
間

大
過
な
く
務
め
、
済
陽
高
穂
新

会
長
に
無
事
タ
ス
キ
を
繋
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
、
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

千
葉
大
学
医
学
部
創
立
１
３

５
周
年
記
念
事
業
が
一
応
の
完

了
を
み
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ

と
で
し
た
。
こ
の
事
業
は
築
後

60
数
年
を
経
て
、
老
朽
化
し
崩

壊
の
危
険
が
あ
る
同
窓
会
館
の

新
営
が
発
端
と
な
り
ま
し
た
。

学
生
か
ら
合
宿
も
出
来
る
同
窓

会
館
の
再
建
の
要
望
が
強
く
、

紙
面
紹
介

前
任
の
渡
辺
武
名
誉
会
長
が
早

期
の
実
現
を
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

時
あ
た
か
も
、
千
葉
大
学
医
学

部
が
創
立
85
周
年
を
盛
大
に
祝

し
た
記
念
講
堂
建
設
か
ら
50
年

が
経
過
し
て
い
ま
し
た
。
同
窓

会
に
加
え
、
後
援
会
な
ら
び
に

医
学
研
究
院
長
、
附
属
病
院
長
、

事
務
長
を
は
じ
め
と
す
る
教
職

員
の
皆
様
方
の
ご
協
力
も
得
て

事
業
会
の
発
足
に
至
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
１
０
０
年
に
１

度
と
云
わ
れ
る
世
界
的
大
不
況

の
時
に
始
ま
り
、
大
震
災
の
渦

中
に
も
拘
わ
ら
ず
皆
様
方
よ
り

多
大
な
ご
支
援
を
戴
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
新
同
窓
会
館
は
建
築
界

の
権
威
誌
「
新
建
築
」
に
お
い

て
も
大
き
く
紹
介
さ
れ
、
ま
た

第
21
回
千
葉
県
建
築
文
化
賞
を

受
け
る
な
ど
、
そ
の
斬
新
な
デ

ザ
イ
ン
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
窓
会
事
務
室
に
加
え
、
千
葉

北
川
定
謙

　

 （
㈶
日
本
公
衆
衛
生
協
会
名
誉

会
長
、
昭
31
）

　

 「
多
岐
に
わ
た
る
課
題
解
決
型

の
公
衆
衛
生
活
動
の
実
践
」

　

─
衛
生
行
政
の
現
場
か
ら
─

松
永
正
訓

　

 （
松
永
ク
リ
ニ
ッ
ク
小
児
科
・

小
児
外
科
、
昭
62
）

　

 「『
運
命
の
子
・
ト
リ
ソ
ミ

ー
』
の
出
版
と
障
害
児
の
受

容
を
め
ぐ
る
市
民
と
の
対
話
」

第
20
回
（
２０１５
年
度
）

ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞

受
賞
者
決
定

医
学
会
、
猪
之
鼻
奨
学
会
の
事

務
室
も
置
か
れ
相
互
の
よ
り
緊

密
な
連
携
も
進
ん
で
い
ま
す
。

緑
の
映
え
る
大
ホ
ー
ル
は
、
医

学
部
の
み
な
ら
ず
薬
学
部
、
看

護
学
部
の
皆
様
に
も
常
に
ご
利

用
頂
い
て
お
り
ま
す
。
和
風
の

談
話
室
は
サ
ー
ク
ル
な
ど
学
生

の
種
々
の
活
動
に
必
須
で
あ
り
、

教
職
員
・
先
輩
と
の
交
流
を
通

じ
た
人
間
形
成
の
場
と
し
て
も

大
い
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

事
業
の
も
う
一
つ
の
柱
で
あ
る

１
３
５
周
年
記
念
誌
も
立
派
な

も
の
が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
千
葉
大
学
医
学
部
理
念
の

言
語
化
や
シ
ン
ボ
ル
・
マ
ー
ク

も
素
晴
ら
し
い
も
の
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
。

記
念
事
業
の
他
に
も
、
ゐ
の

は
な
同
窓
会
報
の
内
容
充
実
を

図
る
と
共
に
、
全
面
的
に
カ
ラ

ー
化
し
清
新
な
装
い
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
動
画
も
取
り
込

ん
だ
オ
ン
ラ
イ
ン
会
報
の
充
実

は
若
い
会
員
の
同
窓
会
離
れ
を

防
ぐ
一
助
と
な
る
も
の
と
思
い

ま
す
。
白
衣
式
や
留
学
生
交
流

会
の
支
援
、
支
部
支
援
金
の
開

白
澤
浩
理
事
の
司
会
に
よ
り
、

伊
藤
晴
夫
会
長
か
ら
開
会
の
辞

が
述
べ
ら
れ
た
。
会
議
に
先
立

っ
て
、
物
故
者
１
０
８
名
の
冥

福
を
祈
り
黙
祷
を
捧
げ
た
。
伊

藤
会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
白

澤
理
事
よ
り
会
務
報
告
が
あ
っ

た
。
各
議
事
に
つ
い
て
は
鈴
木

信
夫
副
会
長
、
田
邊
政
裕
理
事
、

白
澤
理
事
、幡
野
雅
彦
理
事
か
ら

説
明
が
あ
り
審

議
承
認
さ
れ
た

（
議
事
要
旨
は

28
面
に
掲
載
）。

総
会
に
引
き

続
き
、
平
成
27

年
度
ゐ
の
は
な

同
窓
会
賞
（
関

連
記
事
は
11
面

に
掲
載
）、ゐ
の

は
な
同
窓
会
特

別
賞
の
表
彰
式

と
稲
葉
憲
之
獨

協
医
科
大
学
長

の
特
別
講
演
が

行
わ
れ
た
（
講

演
内
容
は
2
面

に
掲
載
）。

懇
親
会
で
は

平
成
26
年
秋
お

よ
び
27
年
春
の

叙
勲
者
を
祝
っ

た
。

　

功
労
賞

　

社
会
貢
献
賞

総
会
開
催 

1

総
会
挨
拶 

1
〜
2

特
別
講
演 

2

人
事
異
動 

2

就
任
挨
拶 

3
〜
8

叙
勲
感
想 

9
〜
10

同
窓
会
賞
受
賞 

11

各
地
ゐ
の
は
な
会 

12

ク
ラ
ス
会 

13
〜
18

追
悼
文 

19
〜
20

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム 

21
〜
22

研
修
医
だ
よ
り 

22
〜
23

学
内
情
報 

23

課
外
活
動
団
体
だ
よ
り 

24

会
員
か
ら 

24

著
書
紹
介 

25
〜
26

雑
文
雑
談 

26

議
事
要
旨 

27
〜
29

オ
ン
ラ
イ
ン
会
報 

30
〜
31

編
集
後
記 

32

千
葉
大
学
ゐ
の
は
な
同
窓
会
長
に

済わ
た 

陽よ
う

　
高た

か 

穂ほ
（
昭
45
）氏
　
就
任 次

面
に
つ
づ
く



ゐ　の　は　な　同　窓　会　報第170号 人 事 異 動  特 別 講 演 （2）

平
成
27
年　

春
の
叙
勲

　

旭
日
大
綬
章

　
　

唐
澤　

祥
人
（
昭
43
）

　

旭
日
双
光
章

　
　

青
木　
　

謹
（
昭
36
）

　
　

嶺
井　
　

進
（
昭
38
）

　

瑞
宝
中
綬
章

　
　

三
木　
　

亮
（
昭
38
）

叙　
　

勲

祝

　

瑞
宝
小
綬
章

　
　

鳥
羽　
　

剛
（
昭
38
）

　
　

竹
森　

利
忠
（
昭
46
）

　

正
四
位　

瑞
宝
中
綬
章

　
　

宮
治　
　

誠
（
昭
38
）

高
齢
者
叙
勲

　

瑞
宝
双
光
章

　
　

佐
野　
　

伸

 

（
昭
和
医
専
・
昭
26
）

教
授

腫
瘍
病
理
学

　

池
原　

譲

 

（
滋
賀
医
大
・
平
6
）

　
　
　

 

産
業
技
術
総
合
研
究
所
よ
り

准
教
授

感
染
生
体
防
御
学

　

野
呂
瀬　

一
美

 

（
信
州
大
・
昭
52
）

　
　
　

同
講
師
よ
り

始
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
の
内

容
と
選
考
基
準
の
見
直
し
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

最
近
の
若
手
会
員
を
中
心
と

し
た
今
後
の
改
革
に
向
け
た
検

討
も
進
み
、
済
陽
高
穂
新
会
長

の
も
と
、
同
窓
会
が
さ
ら
な
る

発
展
、
飛
躍
を
遂
げ
ま
す
こ
と

を
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

末
筆
で
す
が
、
あ
ら
た
め
ま

し
て
、
長
年
ご
指
導
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
し
た
副
会
長
の
大
井

利
夫
先
生
、
済
陽
高
穂
先
生
、

鈴
木
信
夫
先
生
、
常
任
理
事
、

理
事
、
評
議
員
を
は
じ
め
と
す

る
同
窓
会
員
の
皆
様
、
ま
た
常

に
支
え
と
な
っ
て
い
た
だ
い
た

事
務
方
の
皆
様
に
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
退
任
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

わ
が
国
に
お
け
る
Ｂ
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｂ
Ｖ
）
母
子
感

染
予
防
法
と
し
て
１
９
８
６
年

以
降
厚
生
省
方
式
が
広
く
実
施

さ
れ
て
き
た
。
同
時
期
に
開
発

さ
れ
た
千
葉
大
方
式
は
児
キ
ャ

リ
ア
化
阻
止
率
、
有
害
事
象
発

生
率
に
お
い
て
厚
生
省
方
式
に

同
等
で
あ
り
、
更
に
通
院
回
数
、

そ
れ
に
伴
う
キ
ャ
リ
ア
母
の
労

力
、
医
療
資
源
と
医
療
費
の
節

減
、
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
率
を
軽

減
す
る
方
式
で
あ
る
。

千
葉
大
方
式
の
溢
路
は
当
時

の
Ｈ
Ｂ
ワ
ク
チ
ン
（
Ｈ
Ｂ
ｖ
）

添
付
文
書
に
記
さ
れ
て
い
た

「
生
後
２
〜
３
か
月
に
接
種
」
の

記
載
で
あ
る
。
こ
れ
は
新
生
児

の
免
疫
応
答
能
や
安
全
性
に
基

づ
い
た
も
の
で
は
な
く
、
当
時

の
厚
生
省
方
式
に
沿
っ
た
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
二
年

後
に
出
さ
れ
た
米
国
Ｃ
Ｄ
Ｃ
方

式
（
１
９
８
８
）
に
よ
り
雲
散

霧
消
す
る
筈
で
あ
っ
た
が
、
事

実
は
必
ず
し
も
そ
の
通
り
に
は

展
開
し
な
か
っ
た
。
そ
の
為
に

予
想
も
し
な
か
っ
た
高
率
な

「
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
」
問
題
が
浮

上
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
稲
葉
ら
が
１
９
８
４

年
よ
り
開
発
し
て
き
た
、「
千
葉

大
方
式
」
は
Ｈ
Ｂ
Ｖ
母
子
感
染

の
「
自
然
史
」
と
「
新
生
児
の

免
疫
応
答
能
」
に
関
す
る
治
験

に
基
づ
い
た
独
自
の
方
式
で
あ

る
。
そ
の
骨
子
は
、
妊
婦

HBeAg

（

＋

）で
あ
れ
ば
出
生
後

24
時
間
内
に
Ｈ
Ｂ
Ｉ
Ｇ
筋
注
と

recombinant HBv

（rHBv

）

を
同
時
投
与
し
、
次
い
で
生
後

１
、
３
か
月
に
ワ
ク
チ
ン
追
加

接
種
の
み
を
行
う
。
獨
協
医
大

方
式
は
上
記
方
式
よ
り
生
後
３

か
月
の
追
加
接
種
が
省
か
れ
、

褥
婦
・
出
生
児
の
「
定
期
健
診
」

内
、
即
ち
分
娩
・
出
生
後
１
か

月
で
全
て
が
完
了
す
る
方
式
で

あ
る
。
両
方
式
と
も
妊
婦

ゐ
の
は
な
同
窓
会
総
会

特
別
講
演

﹁
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
母
子
感
染

 

対
策
の
推
移
と
更
な
る
工
夫
﹂

　
　
　
　
濁
協
医
科
大
学
長

稲　

葉　

憲　

之
（
昭
47
）

HBeAg

（

－

）で
あ
れ
ば
児
へ
の

Ｈ
Ｂ
Ｉ
Ｇ
投
与
は
不
要
で
あ
る
。

日
本
小
児
科
学
会
よ
り
「
Ｂ

型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の
添
付
文
書

改
訂
に
つ
い
て
の
要
望
」
書
が

厚
労
大
臣
宛
に
出
さ
れ
（
２
０

１
１
年
９
月
21
日
）、
そ
の
中

で
、「
国
際
的
に
広
く
採
用
さ
れ

て
い
る
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

変
更
す
る
こ
と
を
要
望
い
た
し
」

と
あ
る
。
私
た
ち
が
今
ま
で
主

張
し
て
き
た
こ
と
が
全
て
記
さ

れ
て
い
る
。
更
に
、
昨
年
３
月

23
日
の
「
未
承
認
薬
検
討
会
議
」

（
厚
労
省
、
堀
田
知
光
座
長
）
に

て
、
ヒ
ト
Ｈ
Ｂ
Ｉ
Ｇ
及
び
Ｈ
Ｂ

ｖ
の
生
後
12
時
間
内
の
使
用
が

認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ま
で
に
費

や
さ
れ
た
時
間
は
長
す
ぎ
た
か

な
と
思
う
が
、
関
係
各
位
の
賛

同
を
得
る
に
は
必
要
な
時
間
で

あ
っ
た
と
も
思
う
。
先
達
に
敬

意
を
払
い
、
関
係
各
位
に
感
謝

し
な
が
ら
発
表
さ
せ
て
戴
く
。

　
第
二
一
回
（
二
〇
一
六
年
度
）
ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
の
受
賞
候
補
者
を
左
記
に
よ
り

募
集
い
た
し
ま
す
。

一
、
受
賞
対
象
者

　

①
社
会
貢
献
賞　

 

本
会
員
で
、
医
療
活
動
の
顕
著
な
業
績
に
よ
り
、
社
会
に
高
い

貢
献
を
し
た
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
。

　

②
功
労
賞　
　
　

 

医
学
お
よ
び
広
く
文
化
の
各
領
域
に
お
い
て
、
千
葉
大
学
お
よ

び
千
葉
大
学
ゐ
の
は
な
同
窓
会
に
多
大
の
貢
献
を
し
た
者
。

二
、
表
彰

　

①
社
会
貢
献
賞　
（
三
件
以
内
）　 

盾
お
よ
び
賞
金
（
総
額
三
十
万
円
以
内
）
を
贈

呈
し
ま
す
。

　

②
功
労
賞　
　
　
（
一
件
以
内
）　

盾
お
よ
び
賞
金
十
万
円
を
贈
呈
し
ま
す
。

三
、
応
募
方
法

　

 　

 

所
定
の
申
請
用
紙
に
よ
り
、
二
〇
一
五
年
十
二
月
一
日
か
ら
二
〇
一
六
年
一
月

三
十
一
日
ま
で
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

四
、
受
賞
者
の
決
定

　
　

選
考
委
員
、
常
任
理
事
会
の
議
を
経
て
、
会
長
が
行
い
ま
す
。

　
　

 

審
査
結
果
は
二
〇
一
六
年
五
月
中
頃
ま
で
に
各
申
請
者
に
通
知
す
る
と
共
に
、

ゐ
の
は
な
同
窓
会
報
に
掲
載
し
ま
す

五
、
問
い
合
わ
せ
お
よ
び
申
請
用
紙
請
求
先

　
　

千
葉
大
学 

医
学
部
内
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会
事
務
室

 

申
請
用
紙
は
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。

ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
受
賞
候
補
者
募
集
要
項

人
事
異
動

他
大
学
教
授

昭
和
大
学

整
形
外
科
学

　

豊
根　

知
明
（
昭
60
）

東
京
女
子
医
科
大
学
八
千
代
医

療
セ
ン
タ
ー

小
児
科

　

高
梨　

潤
一
（
昭
63
）

東
京
医
科
大
学

分
子
病
理
学

　

真
村　

瑞
子
（
平
4
）

（
伊
藤
先
生
の
つ
づ
き
）

東
邦
大
学
医
療
セ
ン
タ
ー
佐
倉

病
院

内
科

　

熊
野　

浩
太
郎
（
平
4
）
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平
成
27
年
（
２
０
１
５
年
）

４
月
１
日
よ
り
山
浦
晶
前
学
長

の
後
任
と
し
て
千
葉
県
立
保
健

医
療
大
学
（
保
医
大
）
第
二
代

学
長
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。
保

医
大
は
平
成
21
年
（
２
０
０
９

年
）
に
千
葉
県
立
衛
生
短
期
大

学
（
衛
短
）
と
千
葉
県
医
療
技

術
大
学
校
（
医
技
大
）
が
整
備
・

統
合
さ
れ
て
誕
生
し
た
医
療
系

の
４
年
制
大
学
で
す
。
衛
短
は

昭
和
56
年
（
１
９
８
１
年
）
に

開
学
し
た
看
護
学
科
（
第
一
、

第
二
）、
栄
養
学
科
、
歯
科
衛
生

学
科
か
ら
な
る
短
期
大
学
で
、

千
葉
県
と
し
て
は
初
め
て
の
県

立
大
学
で
す
。
初
代
学
長
が
長

井
和
行
先
生
（
昭
24
）、
そ
の
後

佐
藤
壹
三
先
生
（
昭
21
）、
澤
田

勤
也
先
生
（
昭
28
）、
野
口
照
義

先
生
（
昭
32
）、
山
浦
晶
先
生

（
昭
40
）
と
同
窓
の
諸
先
輩
が
学

長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和

62
年
（
１
９
８
７
年
）
に
千
葉

平
成
27
年
４
月
１
日
付
け
で

着
任
い
た
し
ま
し
た
。

私
は
、
卒
後
約
20
年
間
心
臓

血
管
呼
吸
器
外
科
の
臨
床
に
従

事
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
厚
生

労
働
省
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ

る
国
立
医
療
・
病
院
管
理
研
究

所
（
現
保
健
医
療
科
学
院
）
医

療
政
策
研
究
部
に
、
２
０
０
１

年
10
月
に
医
療
安
全
研
究
を
行

う
主
任
研
究
官
ポ
ス
ト
が
新
設

さ
れ
、
公
募
採
用
さ
れ
た
の
を

機
に
本
領
域
を
専
攻
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
２

０
０
５
年
に
名
古
屋
大
学
医
学

部
附
属
病
院
医
療
の
質
・
安
全

管
理
部
准
教
授
、
２
０
０
９
年

に
東
京
医
科
大
学
医
療
安
全
管

理
学
講
座
主
任
教
授
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。

医
療
安
全
は
世
界
中
で
ほ
ぼ

同
時
期
に
注
目
さ
れ
て
き
た
歴

史
が
あ
り
、
１
９
９
９
年
に

Institute Of M
edicine

（
米

国
医
学
院
）
がTo Err Is Hu-

man

（
人
は
過
つ
も
の
）
と
い

う
報
告
書
を
出
し
て
か
ら
、
我

県
保
健
婦
助
産
婦
専
門
学
院
と

千
葉
県
衛
生
専
門
学
院
が
統
合

さ
れ
て
千
葉
県
看
護
大
学
校
が

開
設
さ
れ
、
平
成
２
年
（
１
９

９
０
年
）
に
理
学
療
法
学
科
、

作
業
療
法
学
科
の
新
設
に
伴
い
、

千
葉
県
医
療
技
術
大
学
校
と
名

称
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
衛
短
、

医
技
大
か
ら
の
歴
史
を
辿
る
と

保
医
大
ま
で
に
30
年
以
上
の
道

の
り
を
歩
ん
で
き
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

本
学
の
使
命
は
、「
高
い
倫
理

観
と
豊
か
な
人
間
性
、
優
れ
た

専
門
的
知
識
と
技
術
を
身
に
つ

け
、
国
際
化
に
も
対
応
で
き
る

人
材
の
育
成
と
保
健
・
医
療
の

政
策
課
題
に
関
す
る
実
践
的
研

究
に
よ
り
県
民
の
健
康
づ
く
り

に
貢
献
す
る
」
こ
と
で
す
。
こ

の
基
本
理
念
の
も
と
に
、
優
秀

な
看
護
職
、
管
理
栄
養
士
、
歯

科
衛
生
士
、
理
学
療
法
士
、
作

業
療
法
士
、
す
な
わ
ち
保
健
・

医
療
専
門
職
と
し
て
の
「
健
康

づ
く
り
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
（
プ
ロ
）」
を
育
成
し
ま
す
。

我
が
国
は
高
齢
化
が
急
速
に

進
ん
で
い
ま
す
。
団
塊
の
世
代

が
75
歳
に
な
る
10
年
後
の
２
０

が
国
で
も
医
療
安
全
に
関
す
る

制
度
設
計
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め

ら
れ
、
私
は
そ
の
裏
方
と
し
て

関
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
。
ま
た

医
療
事
故
を
ど
の
よ
う
に
原
因

究
明
し
て
再
発
防
止
に
繋
げ
る

か
と
い
う
課
題
は
連
綿
と
し
て

続
い
て
お
り
、
診
療
関
連
死
モ

デ
ル
事
業
に
も
立
ち
上
げ
当
初

か
ら
参
画
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
一
方
、
善
意
を
持
っ
て

働
い
て
い
る
現
場
の
医
療
者
が

萎
縮
し
て
し
ま
う
よ
う
な
事
態

に
陥
り
か
ね
な
い
こ
と
は
、
臨

床
医
を
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
と

す
る
私
に
と
っ
て
も
看
過
で
き

な
い
こ
と
で
あ
り
、
こ
う
し
た

政
策
が
単
な
る
締
め
付
け
の
よ

う
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
の

が
私
の
任
務
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
た
だ
し
メ
モ
書
き

程
度
し
か
な
い
診
療
録
を
発
見

し
て
、
暗
然
と
し
た
気
持
ち
に

さ
せ
ら
れ
た
医
療
安
全
管
理
者

は
数
知
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
か

つ
て
医
療
と
は
施
せ
ば
良
い
も

の
で
し
た
。
現
代
医
療
で
は
私

た
ち
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
は

説
明
責
任
を
果
た
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
医
療
の
結
果
は

昔
も
今
も
こ
れ
か
ら
も
不
確
実

な
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
私
た

ち
は
提
供
し
た
医
療
を
「
自
ら
」

振
り
返
り
、
質
の
改
善
を
心
が

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

２
０
１
１
年
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世

界
保
健
機
関
）
は
、
患
者
安
全

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ
ド
多
職
種

版
と
い
う
世
界
標
準
の
教
科
書

を
公
に
し
て
、
医
療
安
全
が
学

問
と
し
て
は
じ
め
て
体
系
化
さ

れ
ま
し
た
。
本
ガ
イ
ド
の
日
本

語
版
は
、
私
が
東
京
医
科
大
学

に
奉
職
中
に
翻
訳
し
、
同
大
学

の
医
学
教
育
学
講
座
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
無
料
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
私
は
本
ガ
イ
ド
を
普
及

す
べ
く
活
動
を
続
け
て
お
り
ま

す
が
、
横
須
賀
收
先
生
が
大
会

長
を
務
め
ら
れ
た
第
45
回
日
本

医
学
教
育
学
会
大
会
の
教
育
セ

ミ
ナ
ー
で
も
、
ご
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
て
、
ご
縁
を
感

じ
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
４
月
１
日
を
も
ち

ま
し
て
千
葉
大
学
予
防
医
学
セ

ン
タ
ー
教
授
を
拝
命
い
た
し
ま

し
た
。
就
任
に
際
し
ま
し
て
、

た
く
さ
ん
の
先
生
方
か
ら
お
祝

い
や
激
励
の
言
葉
を
頂
き
ま
し

た
。
こ
の
場
を
拝
借
い
た
し
ま

し
て
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
皆
様
か
ら
頂
き
ま
し
た
ご

厚
意
に
は
、
自
身
が
千
葉
大
学

の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な

仕
事
を
し
て
お
応
え
で
き
る
よ

う
に
い
た
し
た
い
と
考
え
て
い

る
次
第
で
す
。

就　

任　

挨　

拶

千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院

　
　

医
療
安
全
管
理
部　

教
授

相　

馬　

孝　

博
（
新
潟
大
・
昭
57
）

千
葉
県
立
保
健
医
療
大
学
学
長

田　

邊　

政　

裕
（
昭
49
）

千
葉
大
学
予
防
医
学
セ
ン
タ
ー

　
　

運
動
器
疼
痛
疾
患
学　

教
授

佐　

粧　

孝　

久
（
平
元
）

折
し
も
千
葉
大
学
は
、
文
部

科
学
省
に
よ
る
『
ス
ー
パ
ー
グ

ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援
』
に

選
定
さ
れ
、
世
界
レ
ベ
ル
の
教

育
研
究
と
と
も
に
グ
ロ
ー
バ
ル

化
を
牽
引
す
る
役
目
を
担
う
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

医
療
安
全
分
野
で
も
何
ら
か
の

発
信
が
出
来
る
よ
う
精
進
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
医
療

安
全
は
一
言
で
言
え
ば
組
織
管

理
で
あ
り
、
今
後
の
医
療
者
に

と
っ
て
必
須
の
ス
キ
ル
の
一
つ

で
す
。
本
学
の
人
材
育
成
の
一

環
に
本
領
域
も
加
え
て
頂
き
、

本
学
出
身
者
が
医
療
界
を
牽
引

で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
存

じ
ま
す
。
新
設
の
部
門
で
は
あ

り
ま
す
が
、
同
窓
会
の
皆
さ
ま

に
は
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
賜
り
た

く
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

２
５
年
に
は
、
75
歳
以
上
の
後

期
高
齢
者
が
人
口
の
５
分
の
１

を
占
め
る
よ
う
に
な
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
高
齢
社
会
で
は
、

複
数
の
慢
性
疾
患
を
抱
え
る
患

者
を
地
域
や
在
宅
で
見
守
る
医

療
と
重
症
化
し
た
難
治
性
の
患

者
を
治
療
す
る
病
院
で
の
高
度

先
進
医
療
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

本
学
の
卒
業
生
は
、全
員
が「
健

康
づ
く
り
の
プ
ロ
」
と
し
て
い

ず
れ
の
医
療
に
も
対
応
で
き
る

基
本
的
な
実
践
力
を
し
っ
か
り

身
に
付
け
て
卒
業
で
き
る
よ
う

に
、
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て

教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

衛
短
か
ら
保
医
大
へ
と
同
窓

の
先
生
方
が
学
長
を
務
め
ら
れ

て
き
た
こ
と
で
、
千
葉
大
学
医

学
部
の
伝
統
で
あ
る
「
地
域
医

療
へ
の
貢
献
」
が
保
医
大
に
も

継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
千
葉
県

の
基
本
政
策
で
あ
る
「
健
康
で

長
生
き
で
き
る
社
会
づ
く
り
」

に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
に

努
め
ま
す
。
本
学
は
開
学
し
て

７
年
と
未
だ
発
展
途
上
に
あ
る

大
学
で
、
取
組
む
べ
き
課
題
が

多
々
あ
り
ま
す
。
そ
の
課
題
解

決
に
向
け
て
千
葉
大
学
医
学
部
、

同
窓
会
の
諸
先
生
方
の
ご
支
援
、

ご
指
導
を
今
後
と
も
承
れ
れ
ば

幸
い
で
す
。
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ゐ
の
は
な
同
窓
会
の
諸
先
生

に
は
初
め
て
ご
挨
拶
申
し
上
げ

ま
す
。
本
学
平
成
５
年
卒
業
の

横
須
賀
忠
と
申
し
ま
す
。
本
年

４
月
１
日
付
け
を
も
ち
ま
し
て
、

東
京
医
科
大
学
免
疫
学
分
野
主

任
教
授
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

誌
面
を
お
借
り
し
、
同
窓
の
先

生
に
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
本
学
卒
業
後
、
当
時
故

山
口
豊
教
授
が
主
宰
し
て
お
ら

れ
ま
し
た
千
葉
大
学
肺
癌
研
究

施
設
外
科
に
入
局
し
、
９
年
間
、

呼
吸
器
外
科
医
と
し
て
の
臨
床

研
鑚
を
積
み
ま
し
た
。
大
学
院

入
学
を
機
に
、
旧
高
次
機
能
研

究
所
遺
伝
子
制
御
学
講
座
の
齊

藤
隆
教
授
に
師
事
し
、
平
成
14

年
、
免
疫
学
教
室
前
教
授
谷
口

克
先
生
が
設
立
に
ご
尽
力
さ
れ

た
理
化
学
研
究
所
免
疫
・
ア
レ

ル
ギ
ー
科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ

ー
の
発
足
と
共
に
、
研
究
者
と

し
て
免
疫
学
の
基
礎
研
究
に
専

当
時
）
か
ら
肺
癌
の
画
像
診
断

と
化
学
療
法
を
中
心
に
医
師
と

し
て
薫
陶
を
受
け
ま
し
た
。
ま

た
、
佐
々
木
康
綱
先
生
（
現
昭

和
大
学
医
学
部
腫
瘍
内
科
学
教

授
）
率
い
る
化
学
療
法
科
に
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
し
た
と
き
に
は
、

新
入
院
が
あ
る
た
び
にDeVita

臨
床
腫
瘍
学
の
教
科
書
を
読
み

耽
り
、
前
日
に
仕
入
れ
た
知
識

を
あ
た
か
も
自
分
の
経
験
の
よ

う
な
ふ
り
を
し
て
患
者
さ
ん
に

説
明
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
９
年
に
西
條
長
宏
先
生

（
現
日
本
臨
床
腫
瘍
学
会
特
別
顧

問
）
か
ら
お
誘
い
を
受
け
、
国

立
が
ん
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院
呼

吸
器
内
科
に
異
動
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
の
主
要
研
究
テ
ー
マ
は

局
所
進
行
肺
癌
に
対
す
る
化
学

放
射
線
療
法
で
、
今
ま
で
に
Ⅲ

期
非
小
細
胞
肺
癌
患
者
を
対
象

に
交
互
交
代
療
法
、
新
規
抗
が

ん
剤
の
導
入
、
化
学
放
射
線
療

法
後
の
地
固
め
療
法
、3D-CRT

を
用
い
た
高
線
量
化
学
放
射
線

療
法
な
ど
の
臨
床
試
験
を
行
い

ま
し
た
。
現
在
は
限
局
型
小
細

胞
肺
癌
に
対
す
る
化
学
放
射
線

療
法
に
引
き
続
く
Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
療

法
と
Ａ
Ｐ
療
法
の
ラ
ン
ダ
ム
化

第
Ⅱ
相
試
験
（JCOG study 

1011

）
を
施
行
中
で
す
。
ま
た

中
央
病
院
在
籍
中
にUniver-

sity of Texas South west-
ern M

edical Center at Dal-
las

に
留
学
し
、John D. M

in  na

教
授
の
指
導
の
下
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
マ

イ
ク
ロ
ア
レ
イ
を
用
い
た
抗
が

ん
剤
耐
性
に
関
与
す
る
遺
伝
子

発
現
の
研
究
を
行
う
機
会
を
得

ま
し
た
。

平
成
23
年
か
ら
３
年
間
の
千

葉
大
学
在
職
中
は
、
臨
床
腫
瘍

部
滝
口
裕
一
教
授
の
ご
指
導
の

下
、
頭
頸
部
癌
、
皮
膚
癌
、
婦

人
科
癌
、
消
化
器
癌
、
泌
尿
器

癌
、
乳
癌
、
非
ホ
ジ
キ
ン
リ
ン

パ
腫
お
よ
び
原
発
不
明
癌
な
ど

の
診
断
・
治
療
を
経
験
し
ま
し

た
。
そ
の
後
千
葉
県
が
ん
セ
ン

タ
ー
で
田
川
雅
敏
先
生
（
研
究

所
が
ん
治
療
開
発
部
長
、
昭
54
）

の
ご
指
導
で
悪
性
中
皮
腫
細
胞

株
を
用
い
た
ペ
メ
ト
レ
キ
セ
ド

耐
性
遺
伝
子
に
つ
い
て
研
究
を

続
け
、
山
口
武
人
先
生
（
副
院

長
、
昭
56
）
か
ら
は
病
院
組
織

に
お
け
る
倫
理
に
つ
い
て
教
え

を
受
け
ま
し
た
。

筑
波
大
学
は
、
昭
和
48
年
に

東
京
教
育
大
学
の
移
転
を
契
機

に
総
合
大
学
と
し
て
発
足
し
ま

し
た
。
医
学
医
療
系
と
附
属
病

院
の
設
立
に
当
た
っ
て
は
多
く

の
ゐ
の
は
な
同
窓
会
の
先
生
方

の
ご
尽
力
が
あ
り
、
今
も
膠
原

病
・
リ
ウ
マ
チ
・
ア
レ
ル
ギ
ー

内
科
住
田
孝
之
教
授
（
昭
54
）

と
整
形
外
科
山
崎
正
志
教
授

（
昭
58
）
が
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。
私
は
臨
床
腫
瘍
学
や
腫
瘍

内
科
の
在
り
方
を
模
索
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
地
域
の
診
療
所
や
病
院
の

先
生
方
と
の
信
頼
関
係
も
大
切

東
京
医
科
大
学

　
　

免
疫
学
分
野　

主
任
教
授

横
須
賀　

忠
（
平
5
）

念
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
国
際
的
に

も
有
数
な
免
疫
学
研
究
の
拠
点

と
し
て
当
時
の
免
疫
学
を
牽
引

し
、
私
も
国
内
外
の
一
流
研
究

者
の
方
々
と
協
力
的
に
仕
事
を

す
る
環
境
に
身
を
置
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
免
疫
細

胞
の
活
性
化
シ
グ
ナ
ル
ユ
ニ
ッ

ト
「
マ
イ
ク
ロ
ク
ラ
ス
タ
ー
」

を
発
見
す
る
に
至
り
、
現
在
も

「
Ｔ
細
胞
シ
グ
ナ
ル
を
可
視
化
す

る
」
と
い
う
独
創
的
か
つ
先
端

的
な
見
地
か
ら
、
免
疫
系
の
高

次
機
能
解
明
に
挑
ん
で
お
り
ま

す
。
免
疫
学
研
究
を
指
導
し
て

く
だ
さ
っ
た
先
生
は
元
よ
り
、

外
科
医
か
ら
突
然
研
究
者
に
な

る
と
い
う
無
謀
な
申
し
入
れ
に

対
し
て
も
快
く
送
り
出
し
て
く

だ
さ
っ
た
呼
吸
器
外
科
前
教
授

藤
澤
武
彦
先
生
、
現
教
授
吉
野

一
郎
先
生
、
ま
た
当
時
か
ら
臓

器
別
研
究
を
前
提
と
し
た
包
括

的
な
学
問
体
系
を
ご
教
示
い
た

だ
け
た
呼
吸
器
内
科
教
授
巽
浩

一
郎
先
生
に
は
大
変
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

東
京
医
科
大
学
は
来
年
創
立

１
０
０
周
年
を
迎
え
、
副
都
心

に
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
ゐ
の

は
な
同
窓
会
の
先
生
方
に
は
今

平
成
27
年
４
月
１
日
付
で
筑

波
大
学
に
赴
任
し
、
臨
床
腫
瘍

学
教
室
と
診
療
科
と
し
て
の
腫

瘍
内
科
を
立
ち
上
げ
る
任
を
仰

せ
つ
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま

す
と
と
も
に
、
大
変
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
平
成
元
年
に
千
葉
大
学

医
学
部
を
卒
業
し
、
栗
山
喬
之

教
授
（
当
時
）
の
主
宰
す
る
呼

吸
器
内
科
に
入
局
し
ま
し
た
。

平
成
４
年
に
は
国
立
が
ん
セ
ン

タ
ー
東
病
院
の
呼
吸
器
科
第
１

期
レ
ジ
デ
ン
ト
に
な
り
、
西
脇

裕
先
生
（
呼
吸
器
内
科
部
長
、

筑
波
大
学
医
学
医
療
系

　
　

臨
床
腫
瘍
学　

教
授関　

根　

郁　

夫
（
平
元
）

私
は
平
成
元
年
に
千
葉
大
学

医
学
部
を
卒
業
し
、
守
屋
秀
繁

先
生
が
主
宰
さ
れ
て
い
た
整
形

外
科
学
教
室
に
入
局
い
た
し
ま

し
た
。
同
期
で
入
局
し
た
の
は

20
名
で
す
。
１
年
間
、
大
学
病

院
で
大
勢
の
同
期
と
賑
や
か
に

初
期
研
修
時
代
を
過
ご
し
ま
し

た
。
私
自
身
は
人
の
中
に
埋
も

れ
て
い
る
こ
と
の
ほ
う
が
居
心

地
よ
く
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
、

多
く
の
同
僚
と
共
に
過
ご
せ
た

時
間
は
大
変
に
良
い
思
い
出
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き

２
年
間
の
関
連
病
院
で
の
研
修

を
経
て
大
学
院
に
入
学
い
た
し

ま
し
た
。
大
学
院
で
は
高
次
機

能
制
御
研
究
セ
ン
タ
ー
・
免
疫

機
能
分
野
の
谷
口
克
先
生
に
師

事
い
た
し
ま
し
た
。
谷
口
先
生

か
ら
は
分
子
生
物
学
的
な
研
究

手
法
や
科
学
的
な
物
事
の
見
方

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

多
面
的
に
物
事
を
考
え
る
こ
と

は
、
そ
の
後
の
あ
ら
ゆ
る
場
面

で
大
き
な
助
け
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
谷
口
先
生
の
教
室
に
４

年
間
在
籍
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

後
に
学
位
を
取
得
し
、
整
形
外

科
医
と
し
て
本
格
的
に
ス
タ
ー

ト
を
切
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

進
む
べ
き
道
と
し
て
選
択
し

ま
し
た
の
は
膝
関
節
外
科
で
し

た
が
、
関
連
病
院
で
の
１
年
間

の
勤
務
を
経
て
、
大
学
へ
戻
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
守
屋
教

授
か
ら
直
接
ご
指
導
頂
け
る
よ

う
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
守
屋

先
生
は
当
時
の
日
本
の
膝
関
節

外
科
を
牽
引
す
る
リ
ー
ダ
ー
で

あ
り
、
非
常
に
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
ー
の
高
い
先
生
で
し
た
の
で
、

大
変
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
ま

た
守
屋
先
生
が
お
持
ち
の
機
転

力
、
人
を
引
き
つ
け
る
力
に
は

常
に
驚
か
さ
れ
続
け
ま
し
た
。

結
局
は
守
屋
先
生
が
退
任
な
さ

れ
る
ま
で
10
数
年
、
一
緒
に
働

か
せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
守
屋
先
生
は
今
で
は
私
に

と
っ
て
父
親
的
存
在
と
も
い
え

る
方
で
す
。

平
成
19
年
に
整
形
外
科
学
教

室
は
高
橋
和
久
教
授
が
主
催
す

る
教
室
と
な
り
ま
し
た
。
高
橋

教
授
か
ら
は
業
績
を
上
げ
る
よ

う
に
と
叱
咤
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

お
尻
を
叩
か
れ
た
お
か
げ
で
、

膝
関
節
外
科
の
進
歩
に
寄
与
で

き
る
よ
う
な
仕
事
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
仕
事
は
現
在
進

行
形
で
も
あ
り
ま
す
。

私
は
平
成
25
年
か
ら
整
形
外

科
の
准
教
授
を
２
年
間
務
め
、

こ
の
た
び
予
防
医
学
セ
ン
タ
ー

へ
異
動
と
な
り
ま
し
た
。
予
防

医
学
セ
ン
タ
ー
は
平
成
28
年
開

講
予
定
の
千
葉
大
学
大
学
院
医

学
薬
学
府
先
進
予
防
医
学
共
同

専
攻
の
核
と
な
り
ま
す
。
近
々
、

大
学
院
生
を
募
集
す
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
が
立
ち
上
が
り
ま
す
が
、

す
で
に
募
集
定
員
を
超
え
る
ほ

ど
の
勢
い
が
あ
り
ま
す
。
３
名

の
師
が
私
を
育
て
て
く
だ
さ
っ

た
御
恩
を
肝
に
銘
じ
、
新
た
に

得
た
活
動
の
場
で
恩
返
し
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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平
成
27
年
４
月
１
日
よ
り
、

山
岸
文
雄
先
生
（
現
名
誉
院
長
）

の
後
任
と
し
て
千
葉
東
病
院
院

長
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。
当
院

は
千
葉
県
に
４
つ
あ
る
国
立
病

院
機
構
（
Ｎ
Ｈ
Ｏ
）
病
院
の
一

つ
で
、
４
２
７
床
（
収
容
可
能

病
床
３
７
８
床
）
を
有
し
て
い

ま
す
。
平
成
16
年
３
月
に
国
立

佐
倉
病
院
（
明
治
７
年
創
設
の

東
京
鎮
台
佐
倉
営
所
病
院
が
母

体
）
と
国
立
療
養
所
千
葉
東
病

院
（
昭
和
13
年
創
設
の
傷
痍
軍

人
千
葉
療
養
所
が
母
体
）
が
統

合
し
、
国
立
千
葉
東
病
院
と
し

て
発
足
。
翌
４
月
に
独
立
行
政

法
人
国
立
病
院
機
構
千
葉
東
病

院
に
移
行
し
、
今
年
が
12
年
目

（
独
法
）国
立
病
院
機
構

千
葉
東
病
院　
院
長

　

新　

井　

公　

人
（
金
沢
大
・
昭
55
）

に
あ
る
大
学
病
院
の
建
て
替
え

な
ど
記
念
事
業
に
向
け
た
取
り

組
み
で
活
気
に
湧
い
て
お
り
ま

す
。
東
京
医
学
専
門
学
校
（
東

京
医
科
大
学
の
前
身
）
の
創
立

に
は
、
学
校
側
と
対
立
し
、
日

本
医
学
専
門
学
校
（
日
本
医
科

大
学
の
前
身
）
を
同
盟
退
学
し

た
学
生
４
５
０
人
が
、
理
想
と

す
る
学
び
の
場
を
自
ら
の
手
で

作
り
上
げ
た
、
と
い
う
劇
的
な

歴
史
秘
話
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ま

た
、
昨
今
の
医
学
部
人
気
と
地

の
利
の
良
さ
か
ら
入
学
し
て
来

る
学
生
の
質
も
急
上
昇
し
、
建

学
の
精
神
「
自
主
自
学
」
の
下
、

学
生
は
自
由
な
雰
囲
気
の
中
で

文
武
両
道
の
学
生
生
活
を
謳
歌

し
て
お
り
ま
す
。
狭
い
運
動
場

で
夜
の
９
時
ま
で
タ
イ
ト
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
廻
し
な
が
ら
部

活
動
に
励
む
彼
ら
の
掛
け
声
は

ビ
ル
の
谷
間
で
反
響
し
、
私
の

学
生
時
代
の
ゐ
の
は
な
山
を
懐

古
さ
せ
ま
す
。
高
層
ビ
ル
の
向

こ
う
に
は
今
だ
高
き
ゐ
の
は
な

山
が
あ
る
こ
と
を
思
い
出
し
な

が
ら
、
純
粋
な
彼
ら
学
生
の
教

育
を
行
う
と
同
時
に
、
生
命
科

学
の
核
心
に
迫
れ
る
よ
う
な
サ

イ
エ
ン
ス
を
、
ま
た
臨
床
応
用

に
繋
が
る
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な

研
究
を
展
開
で
き
る
よ
う
誠
心

努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
御
礼
と
共
に
、
こ
れ
か

ら
の
同
窓
の
諸
先
生
の
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
心
よ
り
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

に
な
り
ま
す
。
千
葉
市
の
東
南

部
に
位
置
し
、
敷
地
は
約
12
万

㎡
（
東
京
ド
ー
ム
の
２
・
６
倍
）

あ
り
閑
静
な
環
境
で
す
。

全
国
に
１
４
３
あ
る
Ｎ
Ｈ
Ｏ

病
院
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院

が
そ
の
特
性
に
応
じ
た
医
療
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
千
葉
東
病

院
は
、
内
科
、
小
児
科
、
外
科
、

泌
尿
器
科
、
病
理
診
断
科
、
等

の
連
携
に
よ
る
透
析
・
移
植
を

含
む
腎
疾
患
の
総
合
的
な
治
療

の
ほ
か
、
内
科
系
で
は
結
核
を

含
む
呼
吸
器
疾
患
、
糖
尿
病
・

内
分
泌
代
謝
疾
患
、
ア
レ
ル
ギ

ー
・
膠
原
病
・
リ
ウ
マ
チ
を
、

外
科
系
で
は
肝
胆
膵
・
消
化
器

外
科
、
整
形
外
科
、
眼
科
、
形

成
外
科
な
ど
の
診
療
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
他
の
設
立
主
体

で
は
対
応
が
困
難
な
神
経
難
病

（
神
経
内
科
）、
重
症
心
身
障
害

に
対
し
て
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
の
基
幹
病
院
と
し
て
の
機
能

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

病
床
機
能
と
し
て
は
、
急
性

期
50
床
、
回
復
期
98
床
、
慢
性

期
２
３
０
床
（
結
核
25
床
、
重

心
１
２
０
床
含
む
）
で
運
用
し

て
お
り
、
地
域
医
療
連
携
室
を

中
心
に
（
高
度
）
急
性
期
機
能

病
院
と
連
携
を
深
め
て
ま
い
り

ま
す
。
紹
介
率
は
60
％
、
逆
紹

介
率
は
80
％
で
す
。
在
宅
医
療

で
は
、重
症
心
身
障
害
児（
者
）、

神
経
難
病
等
の
在
宅
療
養
患
者

の
支
援
の
た
め
の
一
時
的
入
院

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

帝
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院

　
　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科　

教
授　

　

緒　

方　

直　

史
（
平
４
）

平
成
26
年
７
月
１
日
付
け
に

て
帝
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
以
下

リ
ハ
ビ
リ
）
科
教
授
に
就
任
致

し
ま
し
た
。

私
は
、
平
成
４
年
（
１
９
９

２
年
）
に
千
葉
大
学
医
学
部
を

卒
業
致
し
ま
し
た
が
、
学
生
時

代
に
競
技
ス
キ
ー
で
下
腿
骨
折

を
受
傷
し
た
事
が
縁
で
整
形
外

科
を
志
す
よ
う
に
な
り
、
卒
業

と
同
時
に
東
京
大
学
医
学
部
整

形
外
科
に
入
局
し
、
研
修
を
開

始
し
ま
し
た
。
そ
の
後
い
く
つ

か
の
関
連
病
院
を
回
っ
て
、
整

形
外
科
医
と
し
て
研
鑽
し
て
お

り
ま
し
た
。
脊
椎
外
科
に
興
味

が
あ
り
、
東
大
の
脊
髄
診
に
も

所
属
し
な
が
ら
脊
椎
手
術
に
明

け
暮
れ
て
い
た
時
、
当
時
、
東

大
で
は
後
縦
靱
帯
骨
化
症
の
原

因
遺
伝
子
の
解
析
が
始
ま
っ
て

お
り
、
３
０
０
人
ほ
ど
の
サ
ン

プ
ル
を
集
め
た
と
こ
ろ
で
そ
の

解
析
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
以
降
東
大
の
大
学
院
に

進
み
研
究
生
活
を
開
始
し
ま
し

た
。
後
縦
靱
帯
骨
化
症
の
研
究

だ
け
で
は
な
く
、
骨
・
軟
骨
代

謝
の
研
究
が
東
大
整
形
外
科
は

得
意
で
し
た
の
で
、
骨
代
謝
に

関
連
し
た
分
子
生
物
学
も
面
白

く
な
り
、
骨
代
謝
学
、
な
か
で

も
骨
芽
細
胞
を
中
心
と
し
た
研

究
を
進
め
て
い
く
よ
う
に
な
り
、

特
に
副
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
の
骨

形
成
作
用
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ

い
て
基
礎
研
究
生
活
を
送
っ
て

お
り
ま
し
た
。
し
か
し
臨
床
も

捨
て
が
た
く
、
当
時
の
教
授
に

相
談
し
た
上
で
、
リ
ハ
ビ
リ
を

兼
ね
て
東
大
リ
ハ
ビ
リ
科
に
平

成
20
年
よ
り
就
任
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
最
初
は
リ
ハ
ビ

リ
科
に
移
っ
て
脳
梗
塞
な
ど
脳

疾
患
を
診
る
た
び
、
慣
れ
な
い

診
療
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

リ
ハ
ビ
リ
医
療
に
足
を
踏
み
入

れ
て
以
降
、
リ
ハ
ビ
リ
医
療
の

必
要
性
や
、
ま
だ
ま
だ
や
る
べ

き
事
の
多
さ
、
可
能
性
を
多
く

秘
め
た
分
野
で
あ
る
こ
と
に
惹

か
れ
、
リ
ハ
ビ
リ
医
を
目
指
す

よ
う
に
な
り
、
東
大
で
リ
ハ
ビ

リ
医
と
し
て
の
研
鑽
を
積
ん
だ

後
に
、
縁
あ
っ
て
平
成
26
年
７

月
よ
り
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま

す
。帝

京
大
学
リ
ハ
ビ
リ
科
は
同

大
整
形
外
科
に
着
任
さ
れ
た
岩

倉
博
光
先
生
が
昭
和
52
年
に
リ

ハ
ビ
リ
部
教
授
に
就
任
さ
れ
、

独
立
し
た
診
療
業
務
を
行
う
よ

う
に
な
っ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

昭
和
57
年
に
リ
ハ
ビ
リ
科
が
正

式
に
開
設
さ
れ
、
岩
倉
教
授
が

初
代
教
授
に
、
平
成
２
年
か
ら

三
上
真
弘
教
授
、
平
成
20
年
か

ら
は
栢
森
良
二
教
授
に
引
き
継

が
れ
、
私
で
４
代
目
に
な
り
ま

す
。
現
在
５
名
の
リ
ハ
ビ
リ
医
、

23
名
の
理
学
療
法
士
と
７
名
の

作
業
療
法
士
で
急
性
期
リ
ハ
ビ

リ
に
対
応
す
べ
く
日
々
奮
闘
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
伝
統
と

歴
史
の
あ
る
リ
ハ
ビ
リ
科
で
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
の
名
に
恥
じ

な
い
よ
う
邁
進
し
て
参
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

各
科
で
の
入
院
患
者
さ
ん
の

リ
ハ
ビ
リ
の
依
頼
に
対
応
し
て

お
り
ま
す
が
、
急
性
期
病
院
で

の
リ
ハ
ビ
リ
対
応
で
あ
る
性
質

上
リ
ハ
ビ
リ
科
と
し
て
の
病
床

は
持
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
主
に

他
科
か
ら
の
リ
ハ
ビ
リ
依
頼
が

概
ね
週
６
、
70
件
ほ
ど
あ
り
、

そ
れ
を
日
々
適
応
も
含
め
て
振

り
分
け
て
お
り
ま
す
が
、
最
近

で
は
、
周
術
期
早
期
に
リ
ハ
ビ

リ
を
行
っ
て
退
院
を
目
指
す
と

い
う
流
れ
に
な
っ
て
お
り
、
帝

京
大
学
で
も
多
く
の
科
か
ら
リ

ハ
ビ
リ
依
頼
が
出
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
整
形
外
科
・
神
経

内
科
・
脳
外
科
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
呼
吸
器
外
科
、
泌
尿
器

科
、
形
成
外
科
な
ど
か
ら
も
積

極
的
に
術
前
か
ら
の
リ
ハ
ビ
リ

依
頼
が
出
る
よ
う
に
な
り
、
術

前
の
元
気
な
時
、
あ
る
い
は
早

い
内
に
リ
ハ
ビ
リ
依
頼
を
出
し

て
欲
し
い
と
言
っ
て
も
な
か
な

か
周
知
さ
れ
て
い
な
い
急
性
期

病
院
が
多
い
中
、
帝
京
大
学
は

周
術
期
で
の
リ
ハ
ビ
リ
の
取
り

組
み
に
積
極
的
で
就
任
早
々
驚

い
て
い
ま
す
。

現
在
、
専
門
医
の
数
で
割
る

と
圧
倒
的
に
医
師
が
足
り
な
い

の
は
、
リ
ハ
ビ
リ
医
と
救
急
医

と
言
わ
れ
て
お
り
、
実
際
ど
こ

の
リ
ハ
ビ
リ
病
院
に
聞
い
て
も

医
師
が
足
り
な
い
と
の
話
が
絶

え
ま
せ
ん
。
リ
ハ
ビ
リ
そ
の
も

の
の
認
知
度
の
向
上
と
必
要
性

か
ら
、
リ
ハ
ビ
リ
医
を
目
指
す

若
者
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
も

思
い
ま
す
し
、
加
え
て
女
性
医

師
の
増
加
に
伴
い
、
リ
ハ
ビ
リ

に
興
味
を
持
っ
て
下
さ
る
方
が

少
し
で
も
増
え
る
よ
う
色
々
と

活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

大
変
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
当
科
で
も
転
倒
予
防
や
骨

折
予
防
な
ど
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
、
帝
京
大
学
リ
ハ

ビ
リ
科
の
特
色
を
出
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
同
窓
会
の
皆
様
の
ご

指
導
、
ご
支
援
の
ほ
ど
、
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
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千
葉
市
立

青
葉
病
院　
院
長

　
　
　

山　

本　

恭　

平
（
昭
57
）

平
成
27
年
４
月
１
日
付
け
を

持
ち
ま
し
て
、
千
葉
市
立
青
葉

病
院
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
ゐ
の
は
な
同
窓
会
の
皆
様
に

慎
ん
で
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
昭
和
57
年
に
千
葉
大

学
医
学
部
を
卒
業
し
、
第
２
内

科
（
現
在
の
細
胞
治
療
内
科
学
）

に
入
局
後
、
千
葉
大
学
病
院
、

君
津
中
央
病
院
で
研
修
を
積
み
、

内
分
泌
研
究
室
に
入
り
ま
し
た
。

吉
田
尚
教
授
、
田
村
泰
先
生
、

平
井
愛
山
先
生
の
ご
指
導
の
も

と
学
位
を
取
得
し
、
平
成
元
年

か
ら
４
年
ま
で
米
国
ノ
ー
ス
カ

ロ
ラ
イ
ナ
大
学
に
留
学
し
、
細

胞
増
殖
とPI3K
に
つ
い
て
研
究

を
行
い
ま
し
た
。
帰
国
後
、
１

年
間
国
吉
病
院
（
現
い
す
み
医

療
セ
ン
タ
ー
）
に
勤
務
し
、
大

学
に
て
内
分
泌
学
の
臨
床
及
び

研
究
を
続
け
ま
し
た
。
そ
の
後

平
成
７
年
よ
り
君
津
中
央
病
院

内
分
泌
代
謝
科
に
勤
務
、
さ
ら

に
平
成
14
年
に
旧
千
葉
市
立
病

院
に
異
動
し
、
平
成
15
年
に
青

葉
病
院
へ
の
移
転
、
開
院
に
伴

い
、
青
葉
病
院
に
移
り
ま
し
た
。

青
葉
病
院
で
は
平
成
18
年
よ
り

内
科
部
長
と
し
て
内
科
全
体
の

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
行
い
、
ま

た
臨
床
研
修
委
員
長
と
し
て
初

期
研
修
医
、
後
期
研
修
医
の
教

育
に
尽
力
し
ま
し
た
。

青
葉
病
院
は
、
千
葉
市
の
地

域
中
核
病
院
で
あ
り
、
年
間
救

急
車
受
入
台
数
が
約
４
０
０
０

台
と
市
民
の
救
急
医
療
を
担
う

病
院
で
す
。
今
年
の
10
月
に
は

新
救
急
棟
も
完
成
予
定
で
あ
り
、

さ
ら
に
充
実
し
た
医
療
を
提
供

で
き
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
他
、
県
内
有
数
の
骨

髄
移
植
数
を
誇
る
血
液
内
科
、

身
体
疾
患
を
持
つ
精
神
科
患
者

の
受
入
を
行
う
精
神
科
、
ま
た

県
内
で
も
教
少
な
い
児
童
精
神

科
病
床
な
ど
を
有
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
特
色
を
生
か
し
て
千

葉
市
民
の
皆
様
に
貢
献
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
第
３
期
千
葉
市
立
病

院
改
革
プ
ラ
ン
を
実
行
中
で
あ

り
、
齋
藤
康
病
院
事
業
管
理
者

の
も
と
「
市
民
が
必
要
と
す
る

安
全
、
安
心
な
医
療
を
一
人
で

も
多
く
の
市
民
に
提
供
す
る
」

た
め
に
職
員
一
丸
と
な
っ
て
頑

張
っ
て
お
り
ま
す
。

ゐ
の
は
な
同
窓
会
の
皆
様
に

お
い
て
は
今
後
と
も
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
ろ
で
す
。
も
と
よ
り
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
医
療
を

守
る
べ
く
誠
心
誠
意
努
力
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
ゐ
の
は

な
同
窓
会
の
諸
先
生
方
か
ら
は

以
前
よ
り
温
か
い
お
言
葉
、
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
を

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後

と
も
引
き
続
き
ご
指
導
、
ご
支

援
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

急
性
増
悪
時
に
い
つ
で
も
対
応

で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

ま
た
難
病
支
援
セ
ン
タ
ー
、
療

育
指
導
室
を
活
用
し
て
種
々
の

相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

当
院
の
特
長
の
一
つ
に
臨
床

研
究
部
の
併
設
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
Ｎ
Ｈ
Ｏ
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ

ッ
ト
を
活
か
し
た
多
施
設
共
同

研
究
、
各
種
治
験
（
平
成
26
年

度
契
約
額
約
１
・
５
億
円
）
の

ほ
か
、
マ
ウ
ス
、
ラ
ッ
ト
、
イ

ヌ
な
ど
を
用
い
た
動
物
実
験
、

細
胞
や
遺
伝
子
を
扱
う
分
子
生

物
学
的
基
礎
研
究
を
行
っ
て
い

ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｏ
病
院
の
中
で
常

に
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
業
績
を
維

持
し
成
果
を
国
民
に
還
元
し
て

い
ま
す
。

質
の
高
い
医
療
を
継
続
す
る

た
め
に
は
、
臨
床
・
研
究
の
ほ

か
に
、医
療
従
事
者
の
育
成（
教

育
）
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
千
葉

県
の
Ｎ
Ｈ
Ｏ
４
病
院
で
は
本
年

度
か
ら
初
期
臨
床
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て
４
病
院
連
合
臨
床

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
ち
上
げ
、

１
期
生
が
研
修
を
始
め
て
お
り

ま
す
。
そ
の
他
、
当
院
主
催
の

腎
疾
患
研
修
会
や
摂
食
機
能
向

上
研
修
会
は
毎
年
全
国
か
ら
多

数
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。

経
済
学
者
の
宇
沢
弘
文
先
生

は
、「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
誓
い
の

も
と
医
療
を
行
っ
た
と
き
、
医

学
的
最
適
性
と
経
済
的
最
適
性

の
両
立
は
可
能
か
？
」
と
い
う

難
し
い
問
い
を
出
さ
れ
て
い
ま

し
て
い
ま
す
が
、
社
会
的
共
通

資
本
と
し
て
の
医
療
を
守
り
、

次
世
代
に
伝
え
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
27
年
４
月
１
日
付
け
で

い
す
み
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院
長

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
ゐ
の

は
な
同
窓
会
の
諸
先
生
方
に
は

日
頃
よ
り
ご
指
導
い
た
だ
き
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
昭
和
58
年
に
旭
川
医
科

大
学
医
学
部
を
卒
業
し
、
当
時

の
千
葉
大
学
医
学
部
第
二
内
科

学
教
室
（
故
吉
田
尚
教
授
）
に

入
局
い
た
し
ま
し
た
。
千
葉
大

学
附
属
病
院
、
国
立
柏
病
院
で

の
研
修
後
大
学
の
教
室
に
戻
り
、

当
時
田
村
泰
先
生
の
主
宰
す
る

内
分
泌
研
究
室
に
入
り
、代
謝
・

内
分
泌
の
臨
床
の
研
鑽
を
積
む

と
同
時
に
基
礎
的
研
究
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
平
井
愛

山
先
生
指
導
の
下
、
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
の
細
胞
内
転
送
蛋
白
の

一
つ
で
あ
るsterol carrier 

protein2

の
動
脈
硬
化
に
お
よ

ぼ
す
役
割
の
研
究
に
て
学
位
を

取
得
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後

米
国
国
立
衛
生
研
究
所
のKohn

先
生
の
研
究
室
へ
留
学
し
、
甲

状
腺
刺
激
ホ
ル
モ
ン
（
Ｔ
Ｓ
Ｈ
）

受
容
体
の
構
造
に
関
す
る
研
究

を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
縁
で
、

甲
状
腺
の
臨
床
・
研
究
が
私
の

生
涯
の
テ
ー
マ
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

平
成
７
年
よ
り
い
す
み
医
療

セ
ン
タ
ー
の
前
身
で
あ
る
国
保

国
吉
病
院
へ
勤
務
、
平
成
９
年

よ
り
姫
野
雄
司
前
院
長
の
下
で

副
院
長
と
し
て
働
い
て
ま
い
り

ま
し
た
。

い
す
み
医
療
セ
ン
タ
ー
は
昭

和
24
年
に
国
吉
町
外
５
ヶ
村
国

保
組
合
立
国
吉
病
院
と
し
て
い

す
み
市
（
旧
夷
隅
町
）
に
開
設

さ
れ
ま
し
た
。
当
時
は
結
核
を

は
じ
め
と
す
る
感
染
症
の
診
療

が
主
体
で
あ
っ
た
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。
平
成
21
年
に
新
病
院

へ
の
移
転
に
伴
い
名
称
を
「
い

す
み
医
療
セ
ン
タ
ー
」
と
改
め
、

一
般
病
床
92
床
、
感
染
病
床
４

床
、
療
養
病
床
48
床
の
構
成
と

国
保
国
吉
病
院
組
合

い
す
み
医
療
セ
ン
タ
ー　
病
院
長

　

伴　
　

俊　

明
（
旭
川
医
大
・
昭
58
）

な
っ
て
お
り
ま
す
。
時
代
と
と

も
に
疾
病
構
造
も
変
化
し
、
現

在
は
高
血
圧
・
糖
尿
病
と
い
っ

た
生
活
習
慣
病
の
患
者
さ
ん
が

多
く
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

現
在
の
当
院
は
い
す
み
市
・

大
多
喜
町
・
御
宿
町
の
１
市
２

町
よ
り
な
る
組
合
立
の
病
院
で

す
。
構
成
市
町
は
千
葉
県
内
で

も
最
も
少
子
高
齢
化
の
進
ん
だ

地
域
の
一
つ
で
あ
り
、
医
療
面

で
も
そ
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

当
院
の
特
徴
で
あ
る
急
性
期
病

棟
・
療
養
病
棟
・
介
護
老
健
施

設
そ
し
て
訪
問
診
療
を
有
機
的

に
結
ぶ
、
地
域
包
括
型
の
医
療

の
実
践
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な

り
ま
す
。
し
か
し
医
師
不
足
の

深
刻
な
外
房
地
区
に
あ
っ
て
当

院
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

慢
性
的
な
常
勤
医
師
不
足
・
看

護
師
不
足
が
続
い
て
お
り
ま
す

が
、
近
年
そ
の
傾
向
は
特
に
顕

著
と
な
っ
て
お
り
、
以
前
か
ら

ご
支
援
い
た
だ
い
て
い
る
千
葉

大
学
医
学
部
・
東
邦
大
学
医
療

セ
ン
タ
ー
佐
倉
病
院
・
日
本
医

科
大
学
に
加
え
、
最
近
は
近
隣

の
千
葉
県
循
環
器
病
セ
ン
タ

ー
・
亀
田
総
合
病
院
・
塩
田
病

院
か
ら
専
門
医
師
の
派
遣
支
援

を
受
け
、
日
常
の
診
療
を
維
持

し
て
お
り
ま
す
。今
後
も
医
師
・

看
護
師
の
確
保
が
最
重
要
課
題

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、

ど
の
よ
う
な
対
策
で
地
域
医
療

を
守
る
か
を
模
索
し
て
い
る
と

す
。
持
続
可
能
な
形
で
医
療
を

提
供
す
る
た
め
に
は
健
全
な
経

営
が
必
要
で
す
。
医
療
を
取
り

巻
く
状
況
は
日
々
厳
し
さ
を
増

千葉大学校友会総会のお知らせ
日時：平成27年11月21日（土）
　　　14時20分から（予定）
場所：千葉大学けやき会館大ホール
　　　（千葉大学西千葉キャンパス）
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同
窓
の
先
生
方
、
本
来
な
ら

ば
就
任
の
挨
拶
と
し
て
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
く
べ
き
と
こ
ろ
、

私
の
怠
惰
に
て
時
間
が
経
過
し

ま
し
た
ゆ
え
、
近
況
報
告
と
な

り
ま
し
た
こ
と
を
ま
ず
は
お
詫

び
申
し
あ
げ
ま
す
。

私
が
勤
務
い
た
し
ま
す
東
京

大
学
医
科
学
研
究
所
（
医
科
研
）

は
、
北
里
柴
三
郎
に
よ
り
伝
染

病
研
究
所
と
し
て
設
立
さ
れ
、

本
郷
、
駒
場
、
柏
キ
ャ
ン
パ
ス

と
は
別
に
港
区
白
金
台
に
位
置

し
て
い
ま
す
。
が
ん
、
感
染
症

等
の
難
治
性
疾
患
を
対
象
と
し

た
最
先
端
の
研
究
と
医
療
を
進

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
附
属

病
院
を
有
す
る
我
が
国
最
大
規

模
の
生
命
科
学
研
究
所
と
し
て

の
位
置
づ
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

医
科
研
に
は
旧
第
一
内
科
血
液

グ
ル
ー
プ
の
先
生
方
を
始
め
、

多
く
の
先
生
が
勤
務
さ
れ
た
こ

と
が
あ
り
昔
か
ら
深
い
関
係
が

あ
り
ま
す
。
医
科
研
の
研
究
室

近
況
報
告

東
京
大
学
医
科
学
研
究
所

先
端
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　

先
端
医
療
開
発
推
進
分
野　

教
授

長　

村　

文　

孝
（
平
元
）

は
講
座
制
で
は
な
く
、
そ
の

時
々
の
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
て
研

究
者
を
招
聘
し
、
研
究
者
の
退

官
等
に
よ
り
そ
の
研
究
室
は
閉

鎖
と
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
の

運
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。
近
年
、

医
薬
品
・
医
療
機
器
等
の
開
発

対
象
候
補
（
シ
ー
ズ
）
を
大
学

等
の
ア
カ
デ
ミ
ア
に
求
め
る
よ

う
に
な
っ
て
お
り
、
国
は
基
礎

研
究
か
ら
承
認
あ
る
い
は
医
療

技
術
と
し
て
の
定
着
ま
で
の
全

過
程
を
通
じ
た
支
援
を
行
う
拠

点
形
成
を
進
め
て
い
ま
す
。
医

科
研
は
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ

ル
リ
サ
ー
チ
推
進
の
拠
点
と
し

て
、
シ
ー
ズ
の
発
掘
と
開
発
支

援
を
積
極
的
に
進
め
て
お
り
ま

す
。
シ
ー
ズ
開
発
支
援
に
は
各

種
法
規
・
規
制
と
実
際
の
現
場

と
の
調
和
を
進
め
る
レ
ギ
ュ
ラ

ト
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
を
推
進
し
シ

ー
ズ
開
発
を
促
進
す
る
こ
と
を

目
的
に
先
端
医
療
開
発
推
進
分

野
が
設
置
さ
れ
、
平
成
23
年
12

月
に
教
授
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、
治
験
と
ト
ラ
ン
ス

レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ
実
施

支
援
と
管
理
を
目
的
と
す
る
Ｔ

Ｒ
・
治
験
セ
ン
タ
ー
長
を
兼
務

し
て
お
り
ま
す
。

私
は
平
成
元
年
に
千
葉
大
学

医
学
部
を
卒
業
後
、
第
一
内
科

（
当
時
、
大
藤
正
雄
教
授
）
に
入

局
し
、
内
科
ロ
ー
テ
ー
ト
研
修
、

栃
木
県
厚
生
連
石
橋
総
合
病
院

勤
務
を
経
て
第
一
内
科
血
液
グ

ル
ー
プ
で
血
液
疾
患
診
療
に
携

わ
り
ま
し
た
。
平
成
６
年
か
ら

は
医
科
研
の
病
態
薬
理
研
究
部

（
当
時
、
浅
野
茂
隆
教
授
）
で
血

液
診
療
と
レ
チ
ノ
イ
ド
と
白
血

病
細
胞
の
レ
セ
プ
タ
ー
の
機
能

及
び
分
化
に
関
す
る
基
礎
研
究

を
行
い
、
平
成
８
年
か
ら
は
千

葉
大
学
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー

（
当
時
、
長
尾
啓
一
教
授
）
助
手

と
し
て
勤
務
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
臨
床
研
究
へ
の
興
味

か
ら
東
京
大
学
生
物
統
計
学
教

室
（
当
時
、
大
橋
靖
雄
教
授
）

に
出
入
り
し
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
10
年
よ
り
米
国
食
品
医
薬

品
局
（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）
に
留
学
い
た

し
ま
し
た
。
Ｆ
Ｄ
Ａ
で
は
抗
が

ん
剤
部
で
医
系
審
査
官
と
し
て

治
験
や
承
認
の
審
査
業
務
を
担

当
す
る
と
と
も
に
、
抗
が
ん
剤

第
一
相
試
験
デ
ザ
イ
ン
検
討
と

抗
が
ん
剤
承
認
根
拠
解
析
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
、
審
査

資
料
等
を
取
り
纏
め
る
機
会
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。
２
年
半
の
留

学
の
後
、
医
科
研
に
戻
り
、
帰

国
後
間
も
な
く
先
端
医
療
開
発

を
安
全
に
進
め
る
た
め
に
設
立

さ
れ
た
医
療
安
全
管
理
部
の
所

属
と
な
り
ま
し
た
。
名
称
通
り

「
医
療
安
全
」
に
も
携
わ
る
こ
と

に
な
り
、
平
成
26
年
に
Ｔ
Ｒ
・

治
験
セ
ン
タ
ー
と
医
療
安
全
管

理
部
に
分
離
さ
れ
る
ま
で
医
療

安
全
業
務
も
担
当
し
て
お
り
ま

し
た
。

現
在
支
援
を
行
っ
て
い
る
シ

ー
ズ
に
は
、
再
生
医
療
、
腫
瘍

溶
解
ウ
イ
ル
ス
療
法
、
遺
伝
子

治
療
、
核
酸
医
薬
等
新
規
の
も

の
が
多
く
、
参
考
と
す
る
べ
き

資
料
が
乏
し
い
状
況
で
苦
労
が

耐
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
知
的
財

産
権
、
非
臨
床
試
験
、
医
薬
品

等
製
造
、
研
究
倫
理
、
利
益
相

反
管
理
、
個
人
情
報
保
護
等
関

連
す
る
項
目
は
年
々
増
加
す
る

一
方
で
す
。
千
葉
大
学
医
学
部

附
属
病
院
は
臨
床
研
究
中
核
病

院
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
医
科

研
同
様
シ
ー
ズ
開
発
に
力
を
い

れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
臨
床
試
験

部
長
の
花
岡
教
授
は
彼
が
研
修

医
と
し
て
ロ
ー
テ
ー
ト
し
て
き

た
時
に
私
が
オ
ー
ベ
ン
で
あ
っ

た
関
係
も
あ
り
、
千
葉
大
学
に

災害医療フォーラムin福島
病院からの全患者避難：経験から学ぶ

日　　　　時：平成27年11月29日（日）13：30〜16：30
場　　　　所：ザ・セレクトン福島西館3階「安達太良」
講　　　　師：（予定、演題名未定）
　　　　　　　 福島県立医科大学　横山斉先生　東日本大震災での福島県の経験 

陸前高田病院　石木幹人先生　　東日本大震災での病院被災経験 
高橋病院　高橋玲比古先生　　　阪神淡路大震災の火災からの病院避難経験 
小千谷病院元看護部長　佐藤和美先生　中越大震災での病院被災経験 
新潟大学　田村圭子先生ハリケーンサンディでのニューヨーク市の避難 
司会　弘前大学　福田幾夫先生

　　　　　　　総合討論・司会　兵庫県災害医療センター顧問　鵜飼卓先生

参　 加 　費：無料
対　　　　象：医療関係者
申 込 方 法：WEBにて事前申し込みをお願いします。
　　　　　　　http://www.setsunan-t.com/sip_project/sys/forum_fukushima/

問い合わせ先
〒036-8562 青森県弘前市在府町5
弘前大学大学院医学研究科胸部心臓血管外科
福田幾夫　Tel 0172-39-5074　Fax 0172-37-8340
E-mail：geka1@hirosaki-u.ac.jp

来
る
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ

て
お
り
、
今
後
益
々
の
協
力
関

係
を
築
い
て
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
回

の
報
告
に
つ
き
ま
し
て
ゐ
の
は

な
同
窓
会
事
務
局
に
ご
連
絡
の

労
を
と
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

加
藤
直
也
先
生
（
昭
和
61
年
卒

旧
第
一
内
科
先
輩
、
現
医
科
研

先
端
ゲ
ノ
ム
医
学
分
野
）
に
深

謝
い
た
し
ま
す
。
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「
長
野
縣
猪
鼻
会
」
と
称
さ
れ

て
い
た
昭
和
60
年
ご
ろ
、
松
本

で
元
会
長
で
あ
る
百
瀬
孝
男
先

生
（
昭
6
）
に
お
会
い
し
た
時

の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

当
時
の
長
野
縣
猪
鼻
会
は
毎
年

開
催
さ
れ
て
お
り
、
活
発
に
活

動
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
い
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た

百
瀬
先
生
は
玄
人
は
だ
し
の

「
手
品
師
」
で
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
63
年
に
熊
谷
信

夫
先
生
（
昭
28
）
が
会
長
に
就

任
さ
れ
、
平
成
24
年
ま
で
の
長

き
に
わ
た
り
会
の
維
持
・
発
展

に
尽
力
さ
れ
、
平
成
12
年
に
会

の
名
称
は
「
信
州
ゐ
の
は
な
会
」

に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

平
成
24
年
内
藤
威
先
生
（
昭
48
）

が
会
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
が

体
調
を
崩
さ
れ
、
今
年
３
月
私

が
会
長
職
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

先
日
、
北
陸
ゐ
の
は
な
同
窓

会
の
会
長
役
を
辻
陽
雄
先
生
よ

り
仰
せ
つ
か
り
、
少
々
慌
て
て

い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
故
片

山
喬
先
生
の
あ
と
辻
先
生
が
引

き
継
が
れ
て
お
り
、
小
生
の
よ

う
な
小
物
が
出
る
番
で
は
な
い

の
で
す
が
、
順
番
と
か
、
住
所

と
か
で
そ
の
よ
う
に
な
っ
た
の

だ
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

小
生
が
富
山
医
科
薬
科
大
学

へ
来
た
の
は
83
年
で
、
今
は
聖

隷
佐
倉
市
民
病
院
と
変
わ
り
ま

し
た
が
、
当
時
の
国
立
佐
倉
病

院
か
ら
移
っ
て
き
ま
し
た
。
富

山
で
驚
い
た
の
は
、
地
方
都
市

と
は
い
え
、
か
な
り
の
規
模
の

ゐ
の
は
な
同
窓
会
が
あ
る
こ
と

で
し
た
。
何
と
、
小
生
の
同
級

生
が
二
名
も
お
り
（
今
田
屋
章

先
生
、
舘
﨑
慎
一
郎
先
生
）、
非

常
に
心
強
く
思
い
ま
し
た
。
ま

た
、
元
第
二
内
科
教
授
の
熊
谷

朗
先
生
が
副
学
長
・
病
院
長
を

務
め
ら
れ
て
お
り
、
い
ろ
い
ろ

私
は
昭
和
42
年
卒
で
、
１
年

間
の
イ
ン
タ
ー
ン
の
後
、
整
形

外
科
に
入
局
し
ま
し
た
。
当
時

の
整
形
外
科
は
今
ほ
ど
に
専
門

分
化
し
て
は
お
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
脊
椎
外
科
を
専
攻
し
、

井
上
駿
一
教
授
（
昭
32
）
の
も

と
で
14
年
間
研
鑚
に
励
み
ま
し

た
。
そ
し
て
、
昭
和
57
年
長
野

県
立
須
坂
病
院
に
就
職
し
ま
し

た
。
大
学
で
の
診
療
と
異
な
り
、

脊
椎
も
関
節
も
手
の
外
科
も
外

傷
も
全
て
一
人
で
こ
な
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
ス
ト
レ
ス

が
大
き
か
っ
た
の
で
す
が
、
手

の
外
傷
、
特
に
切
断
指
の
再
接

着
で
は
、
小
さ
な
２
〜
３
歳
の

子
ど
も
の
切
断
指
（
収
穫
し
た

ア
ス
パ
ラ
を
切
り
そ
ろ
え
る
器

械
で
指
先
を
切
断
）
再
接
合
に

成
功
し
た
時
は
、
大
学
時
代
に

マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
を
身

に
つ
け
て
い
た
自
分
に
感
謝
し

ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
自
ら
選
ん
で
就

職
し
た
須
坂
病
院
で
定
年
ま
で

働
く
つ
も
り
で
し
た
が
、
平
成

15
年
、
県
の
指
令
で
県
立
木
曽

病
院
に
転
勤
す
る
こ
と
に
な
り

助
け
て
頂
き
ま
し
た
。

赴
任
後
最
初
の
数
年
は
同
窓

会
を
開
く
と
、
以
前
よ
り
富
山

に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
す
ば
ら
し

い
先
生
方
を
含
め
30
人
以
上
の

宴
会
と
な
り
、
富
山
の
温
泉
宿

や
宴
会
場
で
開
催
す
る
の
で
す

が
、
そ
れ
は
賑
や
か
な
も
の
で

し
た
。
当
時
の
会
員
に
は
富
山

医
科
薬
科
大
学
（
２
０
０
５
年

よ
り
富
山
大
学
）
創
生
期
の
個

性
豊
か
な
強
者
が
何
人
も
い
ら

っ
し
ゃ
り
、
非
常
に
活
気
が
あ

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
大
学
を

創
設
す
る
際
の
幹
事
校
４
大
学

ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
木
曽
地
域

は
電
車
で
通
過
す
る
こ
と
は
あ

っ
て
も
、
立
ち
寄
っ
た
こ
と
も
、

住
ん
だ
こ
と
も
な
く
、
知
人
も

友
人
も
い
な
い
全
く
初
め
て
の

地
で
し
た
。
院
長
と
し
て
赴
任

し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
地
域
の

病
院
に
挨
拶
周
り
を
し
た
の
で

す
が
、
そ
の
時
、
木
曽
地
域
で

一
人
、
松
本
地
域
で
一
人
、
同

窓
の
先
輩
の
先
生
に
お
会
い
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
お
付
き
合
い
し
て
い
た
こ

と
も
な
い
方
々
で
し
た
が
、
お

会
い
し
た
時
は
素
直
に
ほ
の
か

な
ぬ
く
も
り
が
こ
み
上
げ
て
き

ま
し
た
し
、
長
い
間
留
守
に
し

て
い
た
実
家
に
帰
っ
て
き
て
両

親
に
会
っ
た
時
の
よ
う
な
安
堵

感
が
漂
い
、
安
心
し
て
会
話
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

が
、
学
生
時
代
か
ら
社
会
人
に

至
る
ま
で
、
ゐ
の
は
な
の
台
地

で
知
ら
ず
知
ら
ず
に
紡
が
れ
て

い
た
、
目
に
は
見
え
な
い
大
切

な
絆
な
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
至

り
ま
し
た
。

先
輩
の
先
生
方
が
築
き
あ
げ

て
き
た
「
信
州
ゐ
の
は
な
会
」

も
世
の
流
れ
と
同
様
高
齢
化
の

波
が
及
ん
で
お
り
ま
す
が
、
会

誌
の
発
刊
な
ど
情
報
交
換
を
通

じ
て
お
互
い
の
意
思
疎
通
を
図

り
親
睦
を
深
め
る
こ
と
で
、
何

時
ま
で
も
若
々
し
さ
を
維
持
し

絆
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

に
千
葉
大
が
入
っ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
千
葉
大
か
ら
来
ら
れ

た
教
授
ク
ラ
ス
の
先
生
方
（
前

記
の
片
山
先
生
、
辻
先
生
の
他

に
、
窪
田
靖
夫
先
生
、
寺
澤
捷

年
先
生
）
の
す
ご
い
活
躍
は
目

を
見
張
る
も
の
で
し
た
。

そ
の
後
世
代
が
変
わ
り
、
千

葉
大
出
身
者
数
が
減
少
の
一
途

を
た
ど
り
、
一
時
は
同
窓
会
を

開
い
て
も
６
〜
７
名
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、
医

学
部
看
護
学
科
が
で
き
た
こ
と

か
ら
、
看
護
学
で
は
圧
倒
的
に

強
い
千
葉
大
出
身
者
、
特
に
女

性
が
徐
々
に
集
ま
る
よ
う
に
な

り
、
今
後
も
増
加
し
て
い
く
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
往
時
の
輝

き
が
戻
る
よ
う
、
小
生
も
さ
ら

に
努
力
致
し
ま
す
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
星
山
圭
鉱
（
昭
44
）、
辻

陽
雄
（
昭
33
）、

布
施
秀
樹
（
昭

51
）、浜
崎
智
仁

（
昭
46
）、
小
宮

顕
（
平
４
）

後
列
：
山
田
均

（
昭
48
）、
田
村

須
賀
子
（
千
葉

大
看
）、長
谷
川

と
も
み
（
千
葉

大
看
）、稲
葉
英

夫
（
昭
54
）、
加

藤
智
規
（
平

13
）

信
州
ゐ
の
は
な
会
長
を
引
き
受
け
て

　
　
信
州
ゐ
の
は
な
会 

新
会
長
　
宮　

坂　
　
　

斉
（
昭
42
）

北
陸
ゐ
の
は
な
同
窓
会
の

　
　

会
長
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た

　
　
北
陸
ゐ
の
は
な
同
窓
会 

新
会
長
　
浜　

崎　

智　

仁
（
昭
46
）

ゐ
の
は
な
同
窓
会
各
地
区
会
長
挨
拶

北陸ゐのはな同窓会と布施秀樹教授の退官記念の会（3月20日）
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昭
和
32
年
の
本
土
渡
航
時
、
昭

和
46
年
の
帰
沖
時
は
パ
ス
ポ
ー

ト
を
要
し
ま
し
た
が
、
翌
年
昭

和
47
年
５
月
に
日
本
復
帰
と
な

り
パ
ス
ポ
ー
ト
は
不
要
で
円
経

済
と
な
り
ま
し
た
。

当
時
沖
縄
県
に
脳
神
経
外
科

は
な
く
、
昭
和
46
年
11
月
に
救

急
患
者
が
最
も
多
い
県
立
中
部

病
院
に
脳
神
経
外
科
を
開
設
し
、

診
療
を
開
始
し
ま
し
た
。
イ
ン

タ
ー
ン
、
レ
ジ
デ
ン
ト
は
院
内

に
住
込
ん
で
夜
間
の
急
患
に
対

応
し
て
く
れ
ま
し
た
。
当
時
は

ま
だ
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
普
及
し

て
お
ら
ず
、
診
断
に
自
信
が
持

て
ず
不
安
感
を
抱
き
な
が
ら
続

け
た
５
年
間
の
診
療
は
不
自
由

で
し
た
。
そ
の
後
、
自
分
の
目

指
す
診
療
を
行
う
た
め
念
願
の

Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
導
入
し
浦
添

市
で
開
業
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
頃
か
ら
現
在
も
悩
ま
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
人
材
不
足
で
す
。

医
師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、
放

射
線
技
師
、
理
学
療
法
士
、
介

護
士
等
ほ
と
ん
ど
全
て
の
分
野

で
人
材
不
足
で
、
医
療
人
材
の

養
成
に
つ
い
て
行
政
の
見
通
し

は
充
分
で
は
な
い
よ
う
に
思
い

ま
す
。

現
在
、
高
齢
社
会
を
迎
え
、

私
は
救
急
医
療
か
ら
高
齢
者
の

医
療
や
リ
ハ
ビ
リ
に
仕
事
を
シ

フ
ト
し
、
年
金
が
今
後
厳
し
く

な
り
つ
つ
あ
る
の
で
経
済
の
事

も
勉
強
し
、
将
来
に
備
え
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら

平
成
27
年
４
月
29
日
図
ら
ず

も
旭
日
大
綬
章
受
章
の
栄
に
浴

し
ま
し
た
。
５
月
８
日
家
内
を

伴
っ
て
皇
居
に
参
内
し
、
宮
殿

松
の
間
の
親
授
式
に
お
い
て
、

天
皇
陛
下
、
御
自
ら
旭
日
大
綬

章
を
賜
り
、
安
倍
内
閣
総
理
大

臣
よ
り
勲
記
を
拝
受
し
ま
し
た
。

次
い
で
大
綬
章
を
佩
用
し
、
天

皇
陛
下
に
拝
謁
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
栄
誉
は
、
今
日
の
医
療

界
に
お
い
て
臨
床
、
教
育
、
研

修
、
研
究
、
医
政
な
ど
に
日
夜

心
血
を
注
が
れ
る
全
て
の
方
々

の
御
顕
彰
で
あ
る
こ
と
を
肝
に

銘
じ
て
お
り
ま
す
。

千
葉
大
学
医
学
部
を
昭
和
43

年
に
卒
業
後
、
社
会
福
祉
法
人

同
愛
記
念
病
院
内
科
に
研
修
目

的
で
赴
任
し
ま
し
た
。
昭
和
48

年
、
日
本
大
学
に
ご
縁
が
有
り

第
二
解
剖
学
教
室
に
研
究
生
と

し
て
入
学
し
ま
し
た
。
昭
和
52

年
秋
医
学
博
士
の
学
位
を
頂
き
、

54
年
日
本
大
学
兼
任
講
師
を
、57

年
に
司
法
保
護
司
を
拝
命
し
更

生
保
護
事
業
に
参
加
し
ま
し
た
。

昭
和
49
年
春
、
地
元
の
社
団

法
人
墨
田
区
医
師
会
の
理
事
に

招
聘
さ
れ
、
感
染
症
対
策
、
大

規
模
事
故
・
災
害
対
策
、
環
境

問
題
、
公
衆
衛
生
事
業
な
ど
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
平
成
４
年

に
墨
田
区
医
師
会
長
を
拝
命
し

ま
し
た
。
区
防
災
会
議
、
保
健

所
運
営
協
議
会
等
に
参
画
し
ま

し
た
。
東
京
都
医
師
会
の
地
域

医
療
推
進
委
員
会
委
員
に
就
任

し
ま
し
た
。
平
成
７
年
、
社
団

法
人
東
京
都
医
師
会
の
理
事
に

就
任
し
、
東
京
都
と
医
療
行
政

の
推
進
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

政
策
提
言
を
行
い
、
具
現
化
を

目
指
す
都
医
師
会
事
業
の
重
要

性
を
痛
感
し
ま
し
た
。
平
成
５

年
日
本
医
師
会
生
涯
教
育
委
員

会
、
産
業
保
健
委
員
会
、
社
会

保
険
研
究
委
員
会
、
日
医
年
金

委
員
会
な
ど
に
参
画
し
ま
し
た
。

平
成
15
年
４
月
に
東
京
都
医

師
会
長
を
拝
命
し
、
都
医
療
審

議
会
、
社
会
福
祉
審
議
会
、
東

京
マ
ラ
ソ
ン
組
織
委
員
会
な
ど

に
参
画
し
ま
し
た
。
ま
た
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
設
置
推
進
と
重
大
事
故
や

自
然
災
害
に
対
応
す
る
東
京
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
は
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
と
も
に

各
地
で
目
を
見
張
る
活
躍
を
重

ね
て
い
ま
す
。
今
後
も
医
師
会

は
医
学
医
療
の
専
門
団
体
と
し

て
政
策
提
言
、
実
現
し
て
い
く

こ
と
が
最
重
要
な
責
務
と
考
え

ま
し
た
。

平
成
18
年
４
月
に
日
本
医
師

会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
当
時

は
全
国
的
に
高
難
度
の
医
療
を

担
う
医
師
が
意
欲
を
失
い
、
地

域
の
医
療
が
後
退
し
、
医
療
崩

壊
、
医
療
危
機
な
ど
と
言
わ
れ
、

社
会
問
題
化
し
ま
し
た
。
ま
た

受
章
の
挨
拶

旭
日
大
綬
章

旭
日
大
綬
章
を
受
章
し
て

唐　

澤　

祥　

人
（
昭
43
）

旭
日
双
光
章

旭
日
双
光
章
を
受
章
し
て

青　

木　
　
　

謹
（
昭
36
）

開
業
し
ま
し
た
。

昭
和
55
年
か
ら
平
成
14
年
迄
、

安
房
医
療
圏
の
医
師
会
役
員
と

し
て
地
域
医
療
の
充
実
向
上
に

努
め
、
特
に
平
成
元
年
10
月
実

施
さ
れ
た
第
一
回
千
葉
県
医
療

実
態
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
、

安
房
郡
市
の
救
急
医
療
提
供
体

制
の
問
題
点
（
１
１
９
番
通
報

か
ら
30
分
以
内
に
医
療
機
関
に

収
容
さ
れ
る
ま
で
の
割
合
が

55
・
４
％
で
県
下
最
低
、
千
葉

県
平
均
は
82
・
８
％
）
に
着
目

し
、
安
房
医
師
会
長
、
安
房
地

域
保
健
医
療
協
議
会
会
長
と
し

て
、
そ
の
改
善
策
を
盛
り
込
ん

だ
安
房
地
域
保
健
医
療
計
画
を

策
定
し
、
老
朽
化
し
た
安
房
医

師
会
病
院
の
移
転
新
築
、
救
急

告
示
病
院
と
し
て
発
足
の
た
め
、

国
・
県
並
び
に
地
域
か
ら
の
多

大
な
補
助
金
獲
得
に
奔
走
。
又
、

ゐ
の
は
な
同
窓
会
会
員
で
あ
る

私
の
要
請
に
応
じ
、
当
時
の
大

藤
正
雄
教
授
、
稲
垣
義
明
教
授
、

奥
井
勝
二
教
授
の
全
面
的
な
御

援
助
に
よ
り
、
内
科
・
外
科
の

常
勤
医
の
倍
増
。
学
生
時
代
か

ら
の
友
人
で
あ
る
守
屋
秀
繁
教

授
、
伊
藤
晴
夫
教
授
の
強
力
な

御
支
援
に
よ
る
、
整
形
外
科
・

泌
尿
器
科
の
新
設
で
、
常
勤
医

20
名
態
勢
で
発
足
出
来
、
内
外

か
ら
高
い
評
価
を
戴
き
ま
し
た
。

関
係
し
た
皆
様
に
衷
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
（
残
念
な
が

平
成
27
年
春
の
叙
勲
に
旭
日

双
光
章
を
受
章
さ
せ
て
頂
き
、

こ
れ
ま
で
育
て
て
下
さ
っ
た
千

葉
大
学
医
学
部
は
じ
め
、
お
世

話
に
な
っ
た
方
々
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
受
章
は
全
く
思
い
が

け
な
い
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
私

す
で
に
医
療
財
源
も
逼
迫
す
る

事
態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
事
態
の
打
開
に

取
り
組
み
、
国
の
社
会
保
障
国

民
会
議
、
医
道
審
議
会
、
他
の

審
議
会
、
委
員
会
に
参
画
し
ま

し
た
。
以
上
が
今
日
ま
で
の
あ

ら
ま
し
で
す
が
、
こ
こ
に
改
め

て
、
掉
尾
と
な
り
ま
す
が
長
年

ご
支
援
、
ご
指
導
頂
い
た
各
位

に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
、
千

葉
大
学
医
学
部
関
係
各
位
、
ゐ

の
は
な
同
窓
会
の
皆
様
の
限
り

な
い
盛
栄
を
祈
念
致
し
ま
す
。

こ
の
た
び
の
春
の
叙
勲
で
、

旭
日
双
光
章
を
拝
受
致
し
ま
し

た
。
千
葉
大
学
を
昭
和
36
年
に

卒
業
、
国
府
台
病
院
で
の
イ
ン

タ
ー
ン
を
経
て
、
昭
和
37
年
４

月
千
葉
大
学
産
科
婦
人
科
教
室

（
御
園
生
雄
三
教
授
）
に
入
局

し
、
高
見
澤
裕
吉
先
生
（
当
時

講
師
）
の
ご
指
導
を
戴
き
ま
し

た
。
千
葉
県
立
佐
原
病
院
を
最

後
に
、
昭
和
44
年
安
房
郡
丸
山

町
（
現
南
房
総
市
）
に
帰
り
、

旭
日
双
光
章

叙
勲
に
よ
せ
て

嶺　

井　
　
　

進
（
昭
38
）

は
叙
勲
に
値
す
る
事
を
し
た
記

憶
は
な
く
、
日
常
の
診
療
を
続

け
た
だ
け
だ
と
い
う
思
い
で
す
。

昭
和
32
年
４
月
、
沖
縄
県
の

復
帰
前
で
米
軍
の
統
治
下
で
あ

っ
た
ド
ル
経
済
時
代
に
、
第
二

次
世
界
大
戦
で
失
わ
れ
た
人
材

を
補
充
す
べ
く
琉
球
政
府
派
遣

の
国
費
留
学
生
と
し
て
、
私
は

千
葉
大
学
医
学
部
に
入
学
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
牧
豊
筑
波
大

学
元
教
授
の
薫
陶
を
受
け
昭
和

46
年
９
月
日
本
脳
神
経
外
科
認

定
医
と
し
て
帰
沖
し
ま
し
た
。

ら
私
が
退
任
し
て
か
ら
、
様
々

な
軋
轢
か
ら
同
病
院
は
安
房
地

域
医
療
セ
ン
タ
ー
と
な
り
ま
し

た
が
、
救
急
医
療
は
堅
持
）。
併

せ
て
、
千
葉
県
医
師
会
代
議
員

会
議
長
と
し
て
平
成
14
年
か
ら

８
年
間
在
位
し
た
こ
と
も
評
価

さ
れ
、
今
回
の
受
章
に
至
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

今
後
は
、
今
回
の
受
章
の
対

象
に
も
な
っ
た
学
校
保
健
の
分

野
で
、
県
医
師
会
及
び
安
房
医

師
会
学
校
保
健
委
員
と
し
て
、

子
供
た
ち
の
健
康
教
育
と
そ
の

実
践
に
尽
力
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
宜
し

く
ご
指
導
ご
鞭
撻
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。
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こ
の
度
、
私
は
千
葉
県
病
院

局
の
ご
推
挙
を
受
け
、
本
年
春

の
叙
勲
で
瑞
宝
小
綬
章
を
賜
り

ま
し
た
。
５
月
12
日
、
厚
労
省

に
お
い
て
勲
記
・
勲
章
の
伝
達

を
受
け
た
の
ち
皇
居
豊
明
殿
に

お
い
て
天
皇
陛
下
の
ご
拝
謁
を

賜
り
ま
し
た
。
受
章
の
最
大
の

事
由
は
、
平
成
11
〜
16
年
の
５

年
間
、
私
が
千
葉
県
こ
ど
も
病

院
長
を
大
過
な
く
勤
め
終
え
た

事
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

は
偏
に
、
当
時
の
千
葉
県
こ
ど

も
病
院
の
医
療
職
・
事
務
職
ほ

か
全
職
員
の
地
道
な
努
力
に
支

え
ら
れ
て
得
た
充
実
の
５
年
間

の
賜
物
で
す
。

申
す
ま
で
も
な
く
こ
ど
も
病

院
は
、
小
児
専
門
の
総
合
病
院

と
し
て
特
殊
で
高
度
な
小
児
医

療
を
提
供
す
る
事
が
最
大
の
使

命
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
目
的
の

た
め
千
葉
大
学
小
児
科
学
教
室

は
勿
論
、
こ
ど
も
の
外
科
系
諸

は
微
力
な
が
ら
今
ま
で
お
世
話

に
な
っ
た
方
々
に
恩
返
し
い
た

診
療
科
を
支
え
て
下
さ
っ
た
千

葉
大
学
の
各
教
室
、
さ
ら
に
は

東
京
女
子
医
科
大
学
・
昭
和
大

学
ほ
か
千
葉
大
学
で
は
充
分
対

応
し
き
れ
な
か
っ
た
幾
つ
か
の

部
門
に
つ
き
ご
支
援
頂
き
ま
し

た
。
こ
れ
ら
を
考
え
る
と
き
、

昭
和
63
年
に
開
院
し
て
11
〜
15

年
目
の
、
ひ
と
で
言
う
と
思
春

期
の
前
半
に
あ
た
る
成
熟
過
程

の
良
い
時
期
に
院
長
職
に
あ
っ

た
事
は
、
私
に
と
り
ま
し
て
幸

い
で
し
た
。

私
は
、
昭
和
38
年
に
千
葉
大

学
を
卒
業
し
、
イ
ン
タ
ー
ン
を

終
え
て
翌
39
年
、
久
保
政
次
教

授
（
昭
13
）
の
小
児
科
学
教
室

（
大
学
院
）
に
進
み
ま
し
た
。
教

室
で
は
、
吉
田
亮
講
師
（
元
千

葉
大
学
学
長
、
昭
23
）
の
ア
レ

ル
ギ
ー
研
究
班
に
所
属
し
、
２

年
後
に
千
葉
市
で
行
わ
れ
た
久

保
教
授
会
頭
の
東
日
本
小
児
科

学
会
に
て
吉
田
先
生
の
な
さ
る

特
別
講
演
の
お
仕
事
の
一
部
を

担
う
事
に
な
り
、
そ
の
時
に
与

え
ら
れ
た
テ
ー
マ
「
小
児
の
Ｉ

ｇ
Ｇ
代
謝
」
が
私
の
学
位
論
文

に
な
り
ま
し
た
。
小
児
科
学
教

室
で
は
13
年
間
過
ご
し
ま
し
た

が
、
昭
和
52
年
、
久
保
教
授
の

定
年
に
伴
い
、
先
生
と
共
に
当

時
計
画
の
進
む
千
葉
市
立
海
浜

病
院
（
昭
和
58
年
開
院
、
村
上

和
院
長
、
昭
32
）
の
小
児
科
設

立
の
た
め
大
学
を
辞
し
千
葉
市

に
移
り
ま
し
た
。
海
浜
病
院
で

は
、
そ
の
建
設
理
念
で
あ
る
病

診
連
携
、
オ
ー
プ
ン
シ
ス
テ
ム
、

公
開
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
現
在

ま
で
２
３
０
回
）
の
基
礎
づ
く

り
に
邁
進
し
ま
し
た
。

副
院
長
と
し
て
そ
れ
ら
の
仕

事
の
途
上
、
こ
ど
も
病
院
の
診

療
部
長
佐
々
木
望
君
（
都
立
文

京
高
校
の
後
輩
、
昭
41
）
が
埼

玉
医
大
小
児
科
教
授
と
し
て
栄

転
さ
れ
、
私
は
そ
の
後
任
に
新

美
仁
男
教
授
（
昭
33
）
の
ご
推

挙
を
頂
い
て
転
任
い
た
し
ま
し

瑞
宝
小
綬
章

瑞
宝
小
綬
章
を
受
章
し
て

鳥　

羽　
　
　

剛
（
昭
38
）

し
た
い
所
存
で
す
。

た
。
そ
し
て
平
成
16
年
３
月
の

定
年
ま
で
、
病
院
機
能
の
拡
充

（
全
国
の
小
児
専
門
総
合
17
病
院

で
初
め
て
機
能
評
価
に
合
格
）、

日
本
小
児
科
学
会
理
事
（
広
報

担
当
、
総
務
担
当
理
事
な
ど
各

２
年
）
等
々
、
個
人
的
に
も
充

実
し
た
11
年
を
送
り
、
こ
の
度

の
叙
勲
の
栄
に
浴
す
る
事
が
で

き
ま
し
た
。

こ
れ
こ
そ
皆
様
の
ご
指
導
・

ご
支
援
の
賜
物
と
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

現
在
は
、
千
葉
市
稲
毛
区
の

翆
明
会
山
王
病
院
（
谷
嶋
つ
ね

院
長
、
昭
35
）
に
て
小
児
科
部

長
と
し
て
外
来
診
療
に
従
事
し
、

病
児
と
の
関
わ
り
を
大
切
に

日
々
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
幸
い
に
も
理
化
学
研
究

所
で
研
究
室
を
持
ち
、
若
い
人

た
ち
と
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

国
立
感
染
症
研
究
所
（
感
染
研
）

か
ら
叙
勲
推
薦
の
お
話
が
あ
っ

た
時
に
は
、
自
分
の
年
に
驚
愕

し
、
躊
躇
し
ま
し
た
が
、
一
生

に
一
度
と
あ
り
が
た
く
お
受
け

い
た
し
ま
し
た
。

私
は
卒
業
後
、
研
修
医
と
し

て
白
血
病
治
療
に
携
わ
り
、
病

気
の
本
態
を
知
ろ
う
と
基
礎
に

進
み
ま
し
た
。
し
か
し
黎
明
期

の
免
疫
学
に
惹
か
れ
多
田
富
雄

先
生
の
大
学
院
生
と
な
り
卒
業
、

Klaus Rajewsky

教
授
が
率

い
る
西
ド
イ
ツ
ケ
ル
ン
大
学
附

属
遺
伝
学
研
究
所
で
研
究
員
の

瑞
宝
小
綬
章

叙
勲
を
受
け
て

竹　

森　

利　

忠
（
昭
46
）

職
を
得
て
６
年
半
過
ご
し
ま
し

た
。
研
究
室
は
優
れ
た
同
僚
と

自
由
に
あ
ふ
れ
、
芸
術
的
環
境

は
身
近
に
あ
り
忘
れ
が
た
い
時

代
で
し
た
が
、
谷
口
克
先
生
よ

り
自
由
な
研
究
を
し
て
良
い
と

のoff er

を
い
た
だ
き
希
望
に
燃

え
て
帰
国
。
Ｂ
リ
ン
パ
球
分
化

の
責
任
遺
伝
子
の
同
定
を
目
指

し
、
低
温
度
で
幼
若
Ｂ
細
胞
を

ガ
ン
化
増
殖
さ
せ
る
が
高
温
度

で
脱
腫
瘍
化
、
再
分
化
を
許
容

す
る
温
度
感
受
性A

belson 
M

urine Leukemia virus

変

異
株
を
初
め
て
獲
得
し
、
研
究

開
始
の
弾
み
と
な
り
ま
し
た
。

感
染
研
（
当
時
国
立
予
防
衛

生
研
究
所
）
へ
は
レ
ト
ロ
ウ
イ

ル
ス
研
究
手
技
を
ご
教
授
い
た

だ
い
た
吉
倉
廣
先
生
の
お
勧
め

で
応
募
、
免
疫
部
長
と
し
て
長

年
在
籍
し
ま
し
た
。
入
所
後
、

新
興
再
興
感
染
症
の
勃
発
と
時

代
の
要
請
か
ら
、
研
究
所
は
Ｃ

Ｄ
Ｃ
を
念
頭
に
置
い
た
運
営
に

転
換
し
、
研
究
部
の
舵
取
り
と

成
果
の
積
み
重
ね
に
苦
労
し
、

自
身
の
研
究
も
Ｂ
リ
ン
パ
球
分

化
か
ら
ワ
ク
チ
ン
の
基
礎
で
あ

る
免
疫
記
憶
の
研
究
に
シ
フ
ト

し
ま
し
た
。
他
所
ヘ
の
お
誘
い

が
何
度
か
あ
り
ま
し
た
が
、
社

会
に
必
要
と
さ
れ
る
感
染
研
の

業
務
は
や
り
が
い
が
あ
り
ま
し

た
。定

年
退
官
後
、
理
化
学
研
究

所
免
疫
ア
レ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

（
谷
ロ
克
セ
ン
タ
ー
長
）
で
免
疫

記
憶
研
究
室
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
と
し
て
７
年
間
研
究

を
続
け
る
幸
運
に
恵
ま
れ
、
２

０
１
３
年
よ
り
改
組
後
の
統
合

生
命
医
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー

（
小
安
重
夫
セ
ン
タ
ー
長
）
で
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
と
も
に
創

薬
抗
体
基
盤
ユ
ニ
ッ
ト
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
急
性
骨
髄
性
白

血
病
の
治
療
を
目
的
と
し
た
抗

体
医
薬
の
開
発
研
究
を
行
っ
て

い
ま
す
。
多
く
の
若
い
方
が
白

血
病
で
亡
く
な
ら
れ
無
念
の
思

い
を
し
て
か
ら
何
十
年
後
、
原

点
に
戻
り
ま
し
た
。

新
ゐ
の
は
な
同
窓
会
館

寄
附
者
ご
芳
名

昭
39

坪
井　

秀
一
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深
い
疑
問
を
抱
き
ま
し
た
。

【
２
０
１
１
年
の
13
ト
リ
ソ
ミ
ー
】

開
業
医
に
な
っ
て
い
た
私
に

総
合
病
院
か
ら
連
絡
が
来
ま
す
。

多
発
奇
形
を
伴
う
13
ト
リ
ソ
ミ

ー
の
乳
児
が
在
宅
に
移
行
す
る

の
で
、
地
元
の
主
治
医
に
な
っ

て
欲
し
い
と
い
う
依
頼
で
し
た
。

両
親
は
愛
情
深
く
我
が
子
に

接
し
て
い
ま
し
た
が
、
重
度
障

害
児
を
授
か
っ
た
こ
と
の
意
味

を
は
か
り
か
ね
て
い
ま
し
た
。

私
は
自
宅
へ
の
訪
問
を
く
り
返

し
、
さ
ら
に
、
そ
の
他
の
い
く

つ
か
の
障
害
児
の
家
庭
も
訪
問

し
て
、
障
害
児
を
受
容
す
る
こ

と
の
意
味
を
突
き
詰
め
て
い
き

ま
し
た
。

【
２
０
１
３
年
の
運
命
の
子
】

そ
の
乳
児
は
予
期
に
反
し
て

成
長
を
見
せ
る
よ
う
に
な
り
、

や
が
て
２
歳
に
な
り
ま
す
。
母

親
は
、「
こ
の
子
は
幸
せ
の
意
味

を
教
え
る
た
め
に
生
ま
れ
て
来

て
く
れ
た
」
と
誇
ら
し
げ
に
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
短
命
の
定

め
に
あ
る
子
を
授
か
っ
た
意
味

を
、
母
親
な
り
に
理
解
で
き
た

瞬
間
に
私
は
立
ち
会
う
こ
と
と

な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
子
が
生

き
た
記
録
を
本
と
し
て
上
梓
し

ま
し
た
。

【
２
０
１
４
年
の
市
民
と
の
交

流
】５

つ
の
勉
強
会
や
市
民
公
開

講
座
に
呼
ば
れ
て
講
演
を
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
講

演
会
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら
多

【
は
じ
め
に
】

千
葉
大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、

小
児
外
科
教
室
に
入
局
し
、
19

年
間
に
わ
た
っ
て
約
１
８
０
０

人
の
子
ど
も
に
外
科
治
療
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。
ま
た
２
０
３

人
の
小
児
が
ん
の
家
族
と
共
に

闘
病
し
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま

し
た
が
、
40
歳
の
時
に
大
病
を

患
い
退
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

２
０
０
６
年
に
開
業
医
と
な
り

ま
し
た
。「
運
命
の
子
・
ト
リ
ソ

ミ
ー
」
と
い
う
作
品
で
第
20
回

小
学
館
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
大

賞
を
頂
き
、
こ
の
本
を
き
っ
か

け
に
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
の

会
と
交
流
を
持
つ
こ
と
に
な
り

ま
す
。

【
１
９
８
８
年
の
腹
壁
破
裂
】

研
修
医
の
時
に
、
腹
壁
破
裂

の
新
生
児
の
治
療
に
加
わ
り
ま

し
た
。
根
治
手
術
の
終
了
後
、

家
族
は
そ
の
赤
ち
ゃ
ん
を
受
容

し
よ
う
と
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

奇
形
の
子
は
育
て
ら
れ
な
い
と

い
う
の
が
理
由
で
し
た
。
私
に

と
っ
て
、
生
命
倫
理
に
つ
い
て

考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。

【
１
９
９
３
年
の
食
道
閉
鎖
】

新
生
児
科
か
ら
の
要
請
で
、

食
道
閉
鎖
の
赤
ち
ゃ
ん
に
食

道
・
食
道
吻
合
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。
後
日
、
染
色
体
検
査
で

18
ト
リ
ソ
ミ
ー
と
診
断
さ
れ
、

短
命
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
治

療
は
一
切
し
な
い
と
い
う
方
針

に
な
り
ま
す
。
そ
の
赤
ち
ゃ
ん

は
術
後
一
カ
月
で
亡
く
な
り
、

こ
の
た
び
は
、
ゐ
の
は
な
同

窓
会
賞
功
労
賞
を
い
た
だ
く
光

栄
に
浴
し
、
同
窓
の
皆
様
、
特

に
選
考
に
当
ら
れ
た
ご
関
係
の

皆
様
の
ご
厚
意
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

表
彰
の
銘
は
「
多
岐
に
わ
た

る
課
題
解
決
型
の
公
衆
衛
生
活

動
の
実
践
─
衛
生
行
政
の
現
場

か
ら
─
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

私
に
と
っ
て
は
ま
っ
た
く
思

い
も
か
け
な
い
名
誉
な
こ
と
で
、

た
だ
た
だ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
と
い
う
一
言
に
つ
き
ま

す
。
今
回
の
受
賞
は
公
衆
衛
生

特
に
衛
生
行
政
の
分
野
で
の
仕

事
に
光
を
あ
て
て
い
た
だ
い
た

こ
と
で
、
私
の
み
な
ら
ず
、
こ

の
分
野
で
仕
事
を
し
て
い
る
同

僚
諸
君
に
と
っ
て
も
大
変
好
ま

し
い
こ
と
で
あ
る
と
思
う
も
の

で
す
。

医
学
部
を
卒
業
す
る
と
臨
床

の
道
を
選
ぶ
、
あ
る
い
は
研
究

に
関
心
を
持
ち
、
ま
た
実
力
が

あ
る
人
は
研
究
の
道
を
選
ぶ
と

い
う
こ
と
が
一
般
で
あ
る
中
で
、

私
は
学
生
時
代
に
社
会
医
学
研

究
会
に
在
籍
し
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
卒
業
時
に
柳
澤
利
喜
雄
教

授
の
お
奨
め
が
あ
っ
て
、
衛
生

行
政
の
道
を
選
ぶ
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
衛
生
行
政
は
一
言
で

云
え
ば
、
広
い
意
味
で
の
保
健

医
療
全
般
に
か
か
る
行
政
の
分

野
で
す
。
中
央
で
云
え
ば
現
厚

生
労
働
省
が
そ
の
中
心
で
、
今

日
で
は
約
40
以
上
の
大
学
か
ら

２
０
０
人
を
超
え
る
医
師
で
あ

る
行
政
官
が
そ
の
分
野
で
課
題

を
発
掘
し
、
政
治
に
ア
ピ
ー
ル

し
財
政
当
局
を
説
得
し
事
業
の

具
体
化
を
は
か
る
と
い
う
よ
う

な
仕
事
を
し
て
お
り
ま
す
。

昭
和
20
年
、
敗
戦
に
よ
り
連

合
国
軍
の
占
領
下
で
厚
生
省
の

技
術
行
政
が
大
き
く
飛
躍
し
ま

し
た
。

Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
関
係
部
局
の
ト
ッ

プ
は
サ
ム
ス
大
佐
（
医
師
、
後

に
准
将
）
で
、
日
本
の
衛
生
分

野
に
お
け
る
技
術
行
政
の
改
革

に
大
き
な
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。

日
本
側
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト

は
勝
俣
稔
（「
日
本
公
衆
衛
生
の

父
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
）

を
中
心
と
す
る
技
官
集
団
で
し

た
。
日
本
の
衛
生
行
政
の
専
門

性
が
低
い
こ
と
を
指
摘
し
て
、

大
改
革
を
進
め
、
衛
生
３
局
の

ト
ッ
プ
に
医
師
を
据
え
る
よ
う

に
し
た
の
で
す
。

例
え
ば
結
核
に
し
て
も
、
そ

の
他
の
感
染
症
に
し
て
も
、
筋

ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
や
Ａ
Ｌ
Ｓ
な

ど
の
難
治
性
疾
患
対
策
に
し
て

も
、
さ
ら
に
は
、
が
ん
や
循
環

器
疾
患
な
ど
の
生
活
習
慣
病
や

精
神
神
経
疾
患
に
し
て
も
、
す

べ
て
組
織
的
大
規
模
な
研
究
と

そ
の
成
果
を
社
会
に
適
用
し
て

い
く
う
え
で
、
行
政
の
力
は
不

可
欠
で
す
。
大
学
や
医
師
会
な

ど
の
専
門
機
能
と
の
連
携
は
当

然
の
こ
と
で
す
。

２
０
０
４
年
こ
ろ
、
本
学
の

学
生
諸
君
の
取
材
を
受
け
る
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。
学
生
諸
君

が
、
各
研
究
室
な
ど
を
回
っ
て

取
材
し
た
結
果
を
『
Ｉ
ｎ
ｏ
ｈ

ａ
ｎ
ａ
２
０
０
４
〜
２
０
０
５
』

と
い
う
冊
子
に
ま
と
め
て
お
ら

れ
ま
す
。
そ
の
時
の
取
材
者
の

お
一
人
、
松
本
晴
樹
君
（
平
18
）

は
現
在
、
厚
生
労
働
省
医
政
局

で
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

全
国
の
大
学
の
中
で
も
千
葉

は
ま
だ
こ
れ
か
ら
と
い
う
環
境

に
あ
り
ま
す
。
大
学
全
体
と
し

て
、
ま
た
個
々
の
医
療
人
と
し

㈶
日
本
公
衆
衛
生
協
会

名
誉
会
長　

北　

川　

定　

謙
（
昭
31
）

功　

労　

賞

ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞

受
賞
に
よ
せ
て

て
、
衛
生
行
政
に
目
を
向
け
て

い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
と

思
い
ま
す
。

私
が
在
職
中
に
担
当
し
、
印

象
に
残
っ
て
い
る
仕
事
で
あ
る

「
対
が
ん
10
カ
年
総
合
戦
略
」
の

背
景
・
内
容
に
つ
い
て
は
、
柳

田
邦
男
著「
ガ
ン
回
廊
の
炎（
講

談
社
・
１
９
９
２
年
第
12
刷
）」

に
詳
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

柳
田
邦
男
著
「
ガ
ン
回
廊
の
朝

（
講
談
社
・
１
９
７
９
年
第
９

刷
）」
に
は
、
市
川
平
三
郎
先
生

（
昭
23
）
チ
ー
ム
に
よ
る
『
Ｘ
線

二
重
造
影
法
の
研
究
』
に
つ
い

て
詳
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
関
心
の
あ
る
方
は
両
方

共
々
お
読
み
く
だ
さ
い
。

松
永
ク
リ
ニ
ッ
ク
小
児
科
・
小
児
外
科

院
長　

松　

永　

正　

訓
（
昭
62
）

社
会
貢
献
賞

数
の
ご
意
見
を
伺
う
と
い
う
対

話
型
に
な
り
ま
し
た
。
宮
崎
市

の
自
立
障
害
者
が
主
催
の
講
演

会
で
は
、
会
の
前
日
か
ら
障
害

当
事
者
の
方
々
と
長
時
間
に
わ

た
っ
て
意
見
交
換
が
で
き
ま
し

た
。
東
京
・
練
馬
で
の
講
演
は
、

生
命
の
尊
厳
と
倫
理
を
考
え
る

市
民
グ
ル
ー
プ
の
立
ち
上
げ
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。

【
現
在
】

障
害
胎
児
の
生
命
の
選
別
が

加
速
し
て
い
ま
す
。
そ
の
倫
理

性
を
論
じ
る
た
め
に
は
、
障
害

児
の
受
容
に
つ
い
て
考
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
受
容
の
道
の

り
と
は
い
か
な
る
も
の
か
を
理

解
し
、
命
の
多
様
性
を
ど
う
尊

重
し
て
い
く
か
は
、
医
療
従
事

者
に
限
ら
ず
、
誰
に
と
っ
て
も

極
め
て
大
切
な
こ
と
で
す
。

【
未
来
】

夢
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

ふ
た
た
び
教
官
と
な
っ
て
ど
こ

か
の
大
学
の
教
壇
に
立
つ
こ
と

で
す
。
一
般
教
養
を
学
ぶ
若
い

学
生
を
相
手
に
「
命
と
倫
理
の

授
業
」
を
し
て
み
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
あ
り
、
そ
う
し
た
日

が
来
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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松
戸
ゐ
の
は
な
会

平
成
26
年
度
松
戸
ゐ
の
は
な

会
は
、
平
成
27
年
３
月
14
日

（
土
）
聖
徳
大
学
10
号
館
12
階
セ

レ
ネ
（
懇
親
会
は
13
階
レ
ス
ト

ラ
ン
・
ス
パ
ン
カ
）
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
千
葉
大
学
大
学

院
医
学
研
究
院
小
児
病
態
学
教

授
の
下
条
直
樹
先
生
を
お
招
き

し
、「
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
つ
い

て
の
最
近
の
話
題　

─
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
を
中
心
に
─
」
と
題

す
る
講
演
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

座
長
を
林
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長
の
林
龍
哉
先
生
に
お
願
い

し
ま
し
た
。

ア
レ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
最
近

の
知
見
に
つ
い
て
理
解
し
や
す

く
解
説
を
し
て
い
た
だ
き
、
会

員
か
ら
は
次

の
よ
う
な
感

想
が
あ
り
ま

し
た
。
経
皮

感
作
に
よ
る

食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
の
あ
る

こ
と
を
知
り
、

乳
児
の
湿
疹

の
ケ
ア
に
つ

い
て
よ
り
前

向
き
に
取
り

組
も
う
と
思

っ
た
。
ア
レ

ル
ギ
ー
の
背

景
因
子
と
し

て
腸
内
細
菌

叢
の
関
与
が

大
き
い
と
考

え
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
聞

き
、
き
ち
ん

と
し
た
排
便

習
慣
を
つ
け

便
性
を
整
え

る
こ
と
が
ア

レ
ル
ギ
ー
防
止
の
観
点
か
ら
も
、

よ
り
大
切
で
あ
る
と
感
じ
た
。

ス
ギ
花
粉
に
よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー

性
鼻
炎
の
舌
下
免
疫
療
法
の
治

験
が
進
行
中
と
の
こ
と
、
お
お

い
に
期
待
し
た
い
。

下
条
直
樹
教
授
は
本
学
部
卒

業
翌
年
の
昭
和
55
年
４
月
よ
り

１
年
間
、
松
戸
市
立
病
院
小
児

科
で
研
修
さ
れ
ま
し
た
。
当
時

は
ス
ト
レ
ー
ト
研
修
の
た
め
小

児
科
の
病
棟
と
外
来
に
い
ら
っ

し
ゃ
る
時
間
が
大
半
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
先
生
の
気

さ
く
な
お
人
柄
の
た
め
か
院
内

の
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
に
そ
の
お

名
前
が
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

先
生
の
学
生
時
代
を
知
る
硬
式

庭
球
部
の
仲
間
か
ら
は
意
外
な

裏
話
も
披
露
さ
れ
、
楽
し
く
和

や
か
な
懇
親
会
に
な
り
ま
し
た
。

千
葉
県
下
随
一
の
小
児
セ
ン

タ
ー
を
擁
す
る
松
戸
市
立
病
院

と
本
学
部
と
が
一
層
の
連
携
を

と
り
、
小
児
医
療
だ
け
で
な
く

成
人
医
療
・
救
急
医
療
・
周
産

期
医
療
な
ど
が
、
よ
り
充
実
す

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
小
野
元
子
（
昭
51
）、
林

龍
哉
（
昭
42
）、
小
林
伸
行
（
昭

41
）、
植
村
研
一
（
昭
34
）、
下

条
直
樹
教
授
（
昭
54
）、
塩
川
喜

之
（
昭
34
）、
武
井
孝
達
（
昭

41
）、
小
野
和
則
（
昭
51
）

後
列
：
藤
村
尚
代（
山
梨
医
大
・

平
８
）、
澁
谷
潔
（
富
山
医
薬

大
・
昭
61
）、
堂
垂
伸
治
（
昭

60
）、
山
口
卓
秀
（
昭
57
）、
岩

井
直
路
（
昭
57
）、
木
村
亮
（
昭

57
）、
宮
本
茂
樹
（
昭
51
）、
小

森
功
夫
（
昭
57
）、
渡
辺
寛
（
昭

41
）、
鈴
木
一
広
（
平
４
）、
藤

塚
光
慶
（
昭
43
）、
上
瀧
邦
雄

（
山
梨
医
大
・
昭
61
）、
石
島
秀

紀
（
昭
60
）、
島
田
薫
（
昭
57
）、

田
代
淳
（
昭
60
）、
青
木
俊
郎

（
昭
63
）

 

（
小
野
和
則
）

　

君
津
木
更
津 

 

ゐ
の
は
な
同
窓
会　

平
成
27
年
５
月
26
日
木
更
津

市
の
東
京
ベ
イ
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

で
地
区
同
窓
会
の
年
次
総
会
が

開
催
さ
れ
た
。
当
地
区
は
１
０

３
名
の
会
員
を
数
え
る
が
、
今

回
は
47
名
の
出
席
を
み
た
。
ま

ず
会
長
の
松
清
央
先
生
（
昭
43
）

か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
三

枝
一
雄
先
生
（
昭
32
）
よ
り
千

葉
県
ゐ
の
は
な
会
の
現
況
報
告

が
あ
っ
た
。
事
業
報
告
、
会
計

報
告
、
会
員
の
動
向
報
告
（
入

会
６
名
退
会
７
名
）、
執
行
部
人

事
の
承
認
が
な
さ
れ
た
。

講
演
会
に
は
眼
科
学
の
教
授

で
病
院
長
と
し
て
も
ご
活
躍
さ

れ
て
い
る
山
本
修
一
教
授
に
お

い
で
い
た
だ
き
、『
加
齢
の
眼
疾

患
と
千
葉
大
学
病
院
の
将
来
構

想
』
と
の
御
講
演
を
頂
い
た
。

参
加
者
も
加
齢
に
伴
う
眼
疾
患

の
話
に
は
身
に
つ
ま
さ
れ
る
方

各
地
ゐ
のだ
はよ
なり
会

が
多
か
っ
た
。
ま
た
大
学
病
院

の
未
来
で
は
、
世
界
最
高
水
準

の
大
学
病
院
を
目
指
し
て
い
る

熱
意
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
そ
れ

と
と
も
に
付
け
加
え
て
頂
い
た

地
域
医
療
体
制
の
再
編
構
想
に

対
し
て
、
当
地
域
と
し
て
の
要

望
、
意
見
が
出
さ
れ
た
。
懇
親

会
は
、
研
修
医
や
若
い
医
師
に

も
た
く
さ
ん
参
加
し
て
頂
き
、

君
津
中
央
病
院
名
誉
院
長
の
唐

木
清
一
先
生
（
昭
28
）
の
乾
杯

で
和
や
か
に
行
わ
れ
た
。
最
後

は
木
更
津
の
街
に
繰
り
出
し
夜

更
け
ま
で
飲
み
明
か
し
交
歓
の

場
を
持
っ
た
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
土
屋
俊
一
（
金
沢
大
・

昭
51
）、
田
中
正
（
昭
49
）、
青

柳
博
（
昭
49
）、
福
山
悦
男
（
昭

36
）、
三
枝
一
雄
（
昭
32
）、
山

本
修
一
教
授
（
昭
58
）、
松
清
央

（
昭
43
）、
唐
木
清
一
（
昭
28
）、

田
中
弘
一
（
昭
42
）、
片
海
七
郎

（
東
邦
大
・
昭
40
）、
田
中
寿
一

（
昭
43
）

２
列
目
：
木
村
博
昭
（
滋
賀
医

大
・
昭
58
）、
三
枝
奈
芳
紀
（
信

州
大
・
昭
57
）、
永
嶌
薫
（
昭

56
）、
岡
陽
一
（
昭
56
）、
竹
内

修
（
東
海
大
・
昭
61
）、
鮎
澤
溶

一
（
北
里
大
・
平
元
）、
山
本
健

介
（
昭
44
）、
山
内
大
輔
、
秋
葉

龍
太
郎

３
列
目
：
河
木
潤（
島
根
医
大
・

平
３
）、
海
保
隆
（
昭
57
）、
若

山
美
紀
（
順
天
大
・
平
11
）、
北

村
伸
哉
（
平
元
）、
加
藤
大
介

（
昭
62
）、山
口
敏
広（
北
里
大
・

昭
54
）、
平
田
貴
（
昭
59
）、
須

藤
義
夫
（
昭
55
）、
畦
元
亮
作

（
昭
58
）、
李
元
浩
（
昭
53
）

４
列
目
：
孫
莉
玲
（
平
３
）、
浅

海
紀
子
（
平
７
）、
山
田
慎
一

（
平
７
）、
清
水
弘
則
（
平
４
）、

古
谷
雄
三
（
昭
61
）、
山
田
博
之

（
平
９
）、
渡
部
良
夫
（
昭
63
）、

永
嶌
（
学
部
生
）

最
後
列
：
飯
島
雄
太
（
平
27
）、

柴
田
裕
輔
（
平
27
）、
諏
訪
部
信

一
（
平
３
）、
柳
澤
真
司
（
昭

60
）、
戸
ケ
崎
賢
太
郎
（
平
27
）

 

（
岡
陽
一
）
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出
席
（
ご
夫
人
２
名
を
含
む
）

と
な
り
、
各
人
が
懐
古
談
や
現

況
の
報
告
な
ど
で
２
時
間
半
の

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
お
く
り
ま

し
た
。

来
ら
れ
な
か
っ
た
18
名
か
ら

近
況
を
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、

遠
方
の
か
た
は
べ
つ
と
し
て
、

足
腰
の
不
自
由
の
た
め
が
目
に

つ
き
、
残
念
で
し
た
。

締
め
く
く
り
は
千
葉
医
科
大

爾
久
会
（
昭
29
）

年
１
回
開
催
し
て
い
る
同
級

会
は
、
快
晴
の
平
成
27
年
６
月

21
日
、
飯
田
橋
の
ホ
テ
ル
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
ド
モ
ン
ド
に
お

い
て
開
催
し
ま
し
た
。
14
名
の

学
女
医
第
一
号
の
窪
田
叔
子
先

生
で
、
来
年
も
ま
た
会
お
う
と

な
り
ま
し
た
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
鈴
木
日
出
和
、
福
島
通

夫
、
富
岡
正
光
、
島
﨑
淳
、
窪

田
叔
子
、
野
ロ
晃
平
、
佐
野
迪

雄
、
東
振
栄

後
列
：
中
野
夫
人
、
若
菜
夫
人
、

和
田
房
治
、
佐
藤
忠
夫
、
中
山

宗
春

＊ 

中
島
哲
二
先
生
は
撮
影
後
に

参
加
し
ま
し
た
。

 

（
島
﨑
淳
）

五
五
会
（
昭
30
）

私
達
は
１
９
５
１
年
（
昭
和

26
年
）
に
医
学
部
に
入
学
し
た
、

新
制
度
の
第
一
回
生
で
す
。
入

学
当
時
、
校
門
の
両
側
に
は

夫
々
千
葉
大
学
医
学
部
と
千
葉

医
科
大
学
の
看
板
が
か
か
っ
て

い
ま
し
た
。
戦
後
６
年
、
未
だ

連
合
軍
の
占
領
下
に
あ
り
、
こ

の
年
の
９
月
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
講
和
条
約
が
調
印
さ
れ
、
翌

年
や
っ
と
独
立
と
な
っ
た
そ
ん

な
時
代
で
す
。

か
つ
て
東
洋
一
と
い
わ
れ
た

大
学
附
属
病
院
は
威
容
を
誇
っ

て
い
ま
し
た
が
、
一
方
基
礎
講

座
の
方
は
、
多
く
が
戦
災
後
の

粗
末
な
木
造
の
教
室
で
し
た
。

教
授
方
の
多
く
が
東
大
出
身
で
、

夫
々
独
特
の
風
貌
、
風
格
を
も

っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
講
義
も

試
験
も
至
極
厳
し
い
も
の
、
の

ん
び
り
と
し
た
も
の
と
様
々
で

あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

社
会
面
で
は
、
プ
ロ
野
球
で

赤
バ
ッ
ト
の
川
上
哲
治
、
青
バ

ッ
ト
の
大
下
弘
が
活
躍
し
、
映

画
も
全
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
し

た
。「
羅
生
門
」
が
ベ
ニ
ス
映
画

祭
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
た

の
が
こ
の
年
で
す
。

１
９
５
５
年
の
卒
業
の
頃
に

な
る
と
、
テ
レ
ビ
を
は
じ
め
電

化
製
品
の
普
及
が
世
の
中
の
生

活
を
大
き
く
変
え
て
い
き
ま
し

た
。「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」

が
流
行
語
に
な
っ
た
の
は
翌
年

で
す
。

卒
業
後
、
１
９
６
８
年
に
な

っ
て
、
第
１
回
の
集
ま
り
を
東

京
・
柴
又
の
川
甚
で
開
催
し
、

30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
１
９

５
５
年
卒
だ
か
ら
五
五
会
と
そ

の
ま
ま
に
名
付
け
た
の
で
す
が
、

当
時
ゴ
ー
ゴ
ー
ダ
ン
ス
が
流
行

り
、
コ
ン
ト
55
号
も
テ
レ
ビ
を

賑
わ
し
て
い
た
の
が
思
い
出
さ

れ
ま
す
。

そ
の
後
は
、
千
葉
、
東
京
を

中
心
に
、
時
に
は
級
友
の
い
る

地
方
に
も
出
か
け
て
毎
年
継
続

し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
30
周
年
、

50
周
年
に
は
結
構
立
派
な
記
念

誌
を
発
行
し
、
最
近
で
は
、
会

の
開
催
に
あ
わ
せ
て
近
況
報
告

を
掲
載
し
た
会
報
も
配
布
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
歳
月
の
重
み

は
年
々
増
し
て
、
30
周
年
の
時

点
で
物
故
者
10
名
、
50
周
年
で

32
名
だ
っ
た
の
が
、
60
周
年
で

は
、
半
数
を
超
え
る
56
名
の
級

友
が
鬼
籍
に
入
っ
て
い
ま
す
。

（
消
息
不
明
は
２
名
）

今
年
も
、
６
月
21
日
（
日
）

正
午
か
ら
有
楽
町
の
帝
国
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
現
存

会
員
47
名
の
う
ち
出
席
者
は
20

名
、
夫
人
同
伴
３
名
で
し
た
。

開
会
に
先
立
ち
、
こ
の
１
年
間

に
亡
く
な
っ
た
淺
利
行
男
君
の

ご
冥
福
を
祈
っ
て
黙
祷
を
捧
げ

ま
し
た
。
乾
杯
の
あ
と
和
や
か

に
会
食
が
進
み
ま
し
た
が
、
昼

間
の
ア
ル
コ
ー
ル
は
辞
退
す
る

人
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
恒
例

の
近
況
報
告
で
は
、
お
目
出
度

い
話
題
は
余
り
無
く
、
や
は
り

自
ら
の
病
気
、
体
の
衰
え
に
つ

い
て
の
体
験
が
多
い
よ
う
で
、

80
台
も
半
ば
、
一
病
息
災
ど
こ

ろ
か
多
病
を
抱
え
て
、
お
互
い

健
康
長
寿
の
難
し
さ
を
共
感
し

ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
、
記
念
写
真

集
を
発
行
し
、
こ
れ
は
加
濃
君

が
苦
労
し
て
集
め
た
遠
い
昔
の

恩
師
や
学
生
時
代
の
皆
の
姿
を

再
現
し
、
ま
た
卒
業
後
の
長
い

五
五
会
の
歩
み
を
写
真
で
辿
っ

た
も
の
で
す
。

盛
況
の
２
時
間
は
余
り
に
も

短
く
、
２
次
会
を
予
定
し
て
い

た
の
が
、
当
日
ホ
テ
ル
内
は
盛

況
で
何
処
も
場
所
が
と
れ
ず
、

や
む
な
く
そ
の
ま
ま
解
散
と
な

り
ま
し
た
。

会
の
前
に
は
60
周
年
を
機
に

ク
ラ
ス
会

五
五
会
を
閉
じ
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
集
ま
っ

て
み
れ
ば
や
は
り
楽
し
く
、
こ

れ
か
ら
も
、
有
志
の
人
た
ち
だ

け
で
も
集
ま
り
た
い
と
の
希
望

が
多
く
、
そ
の
方
向
に
沿
っ
て

後
日
、
幹
事
会
で
具
体
的
に
検

討
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
野
本
和
男
、
永
野
夫
人
、

伊
藤
夫
人
、
伊
藤
敏
夫
、
永
野

俊
雄
、
滝
口
光
雄
、
滝
口
夫
人
、

中
野
政
雄
、
吉
原
一
郎

後
列
：
加
濃
正
明
、
藤
山
嘉
信
、

高
橋
康
、
浅
見
敦
、
秋
元
駿
一
、

新
井
多
喜
男
、
中
島
和
彦
、
伊

谷
昭
幸
、
村
瀬
靖
、
後
藤
澄
夫
、

清
水
良
平
、
志
村
昭
光
、
横
田

俊
二
、
小
林
富
久

 

（
藤
山
嘉
信
）
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こ
と
を
あ
ら
た
め
て
痛
感
し
た

次
第
で
あ
る
。
文
末
に
な
る
が
、

休
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
最
後
ま

で
お
世
話
頂
い
た
ゐ
の
は
な
同

窓
会
事
務
局
の
清
水
さ
ん
ほ
か

の
皆
さ
ん
に
厚
く
感
謝
申
し
上

げ
た
い
。

（
幹
事
：
三
橋
稔
、
成
田
静

子
、
増
田
善
昭
）

写
真
右
か
ら

前
列
：
三
橋
稔
、
佐
藤
重
明
、

貞
永
嘉
久

中
列
：
谷
嶋
つ
ね
、
成
田
静
子
、

舘
野
翠
、
嶋
田
裕
、
横
山
孝
一
、

佐
藤
甫
夫
、
海
保
允

後
列
：
佐
伯
陳
哉
、
高
橋
徹
、

藤
村
眞
示
、
神
田
敬
、
増
田
善

昭
、
永
田
一
郎
、
草
刈
隆

 

（
増
田
善
昭
）

規
模
に
び
っ
く
り
す
る
。
事
務

の
方
に
案
内
さ
れ
外
来
棟
と
東

病
棟
の
見
学
を
し
、
11
階
の
最

上
階
か
ら
変
貌
し
た
千
葉
市
内

を
眺
め
、
再
び
会
場
に
戻
る
。

多
く
の
新
設
の
建
物
や
設
備
に

混
じ
っ
て
、
医
学
部
研
究
棟
の

田
の
字
の
建
物
、
旧
精
神
科
病

棟
、
七
天
王
塚
、
野
球
揚
な
ど

懐
か
し
い
風
景
も
残
っ
て
お
り
、

感
懐
ひ
と
し
き
り
で
あ
っ
た
。

１
時
よ
り
幹
事
、
三
橋
稔
君

の
開
会
の
辞
に
始
ま
り
、
嶋
田

裕
君
（
千
葉
大
学
名
誉
教
授
）、

永
田
一
郎
君
（
防
衛
医
科
大
学

名
誉
教
授
）
の
叙
勲
を
記
念
し
、

ビ
ー
ル
で
祝
杯
を
挙
げ
た
後
、

宴
会
に
移
る
。
三
橋
君
よ
り
差

し
入
れ
の
日
本
酒
、
ビ
ー
ル
に

の
ど
を
潤
し
な
が
ら
、
み
ど
り

寿
司
の
出
前
料
理
に
舌
つ
づ
み

を
う
つ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
近
況
報

告
、
雑
談
に
ふ
け
る
間
に
予
定

の
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
、
桜
を
背
景
に
同
窓
会
館
の

テ
ラ
ス
で
記
念
写
真
を
撮
影
し
、

次
回
は
村
田
光
範
、
鈴
木
茂
君

が
幹
事
と
な
り
、
時
期
、
場
所

は
幹
事
一
任
と
決
定
し
た
。
出

席
者
の
全
員
が
元
気
で
現
在
何

ら
か
の
医
療
関
係
の
仕
事
を
し

て
お
り
、
約
半
数
は
週
五
日
働

い
て
い
る
と
い
う
。
戦
後
の
粗

食
に
耐
え
、
授
業
を
サ
ボ
っ
て

は
、
部
活
に
い
そ
し
む
日
々
を

送
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
卒
後
55

年
目
の
今
も
現
役
を
続
け
る
さ

ん
ご
会
の
原
点
に
な
っ
て
い
る

さ
ん
ご
会
（
昭
35
）

平
成
27
年
の
「
さ
ん
ご
会
」

は
習
志
野
市
、
千
葉
市
合
同
の

主
催
で
昨
年
に
引
き
続
き
医
学

部
同
窓
会
館
で
行
わ
れ
た
。
出

席
者
は
18
名
（
写
真
の
氏
名
に

加
え
、
早
退
し
た
堀
江
武
君
）

で
あ
る
。
昨
年
と
は
す
こ
し
趣

向
を
変
え
、
医
学
部
構
内
の
桜

を
見
な
が
ら
久
闊
を
温
め
る
べ

く
３
月
28
日
（
日
）
開
催
さ
れ

た
。
開
会
に
先
立
ち
医
学
部
構

内
の
見
学
を
行
っ
た
が
、
天
候

も
よ
く
、
連
絡
道
路
を
始
め
と

す
る
構
内
の
桜
も
七
分
咲
き
で
、

学
生
時
代
を
思
い
出
し
な
が
ら

カ
メ
ラ
に
お
さ
め
る
入
も
多
い
。

現
在
の
医
学
部
研
究
棟
の
古
い

建
物
で
臨
床
講
義
、
臨
床
実
習

か
ら
イ
ン
タ
ー
ン
、
各
医
局
で

医
師
と
し
て
の
教
育
を
受
け
た

ク
ラ
ス
で
あ
り
、
な
か
に
は
卒

後
初
め
て
大
学
を
訪
れ
た
と
い

う
人
も
い
て
、
現
在
の
医
学
部

附
属
病
院
の
各
棟
、
さ
ら
に
昨

年
五
月
竣
工
な
っ
た
外
来
棟
の

参
旧
会
（
昭
39
）

去
る
５
月
16
、
17
の
両
日
、

10
年
ぶ
り
に
千
葉
で
の
参
旧
会

（
第
51
回
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

16
日
（
土
）
午
後
は
、
新
築
さ

れ
た
ゐ
の
は
な
同
窓
会
館
と
附

属
病
院
外
来
棟
の
見
学
を
し
、

そ
の
合
間
に
は
、
旧
同
窓
会
館

跡
地
か
ら
記
念
講
堂
前
、
連
絡

道
路
を
散
策
し
ま
し
た
。
学
一

時
に
安
保
闘
争
、
学
三
時
に
は

東
医
体
開
催
を
体
験
し
た
我
が

ク
ラ
ス
に
と
っ
て
、
新
緑
の
眩

し
い
中
、
静
か
な
佇
ま
い
を
見

せ
て
い
る
現
看
護
学
部
教
室
の

辺
り
は
、
国
会
へ
の
デ
モ
の
起

点
で
も
あ
れ
ば
、
ま
た
熱
く
燃

え
た
東
医
体
開
催
時
の
様
々
な

思
い
出
の
場
所
で
も
あ
り
、
半

世
紀
前
の
青
春
の
旧
時
を
追
懐

し
ま
し
た
。

成
田
ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
に
会

場
を
移
し
て
の
懇
親
会
に
は
、

本
会
開
催
約
３
週
前
に
逝
去
さ

れ
た
冨
岡
容
子
さ
ん
が
遺
影
と

生
前
の
パ
ネ
ル
写
真
で
の
参
加

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
前

で
各
自
が
ご
冥
福
を
祈
り
ま
し

た
。
一
方
で
、
明
る
い
ニ
ュ
ー

ス
に
、
昨
秋
の
鈴
木
守
君
の
瑞

宝
重
光
章
受
章
が
あ
っ
た
の
で

す
が
、
ご
本
人
か
ら
は
受
章
を

決
断
す
る
に
至
る
葛
藤
の
一
部

（
本
会
報
前
号
１
６
９
号
に
既

報
）
が
披
瀝
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
の
参
加
者
は
、
人
生
の

伴
侶
７
名
を
含
め
、
34
名
で
し

た
が
、
各
自
の
近
況
の
紹
介
で

は
、
病
の
克
服
談
も
あ
れ
ば
、

現
在
闘
病
中
の
話
も
あ
り
、
ち

ょ
っ
と
笑
え
な
い
物
忘
れ
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
等
が
相
次
ぎ
、
参
加

者
一
同
、
健
や
か
な
日
常
の
重

要
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

翌
17
日
（
日
）
は
、
成
田
山

新
勝
寺
参
拝
や
少
し
元
気
な
者

は
成
田
山
公
園
の
散
策
後
、
バ

ス
で
香
取
市
に
移
動
し
、
伊
能

忠
敬
記
念
会
館
見
学
後
、
昼
食

に
う
な
重
を
食
し
、
千
葉
駅
に

戻
り
解
散
と
な
り
ま
し
た
。
来

年
は
鈴
木
君
ら
の
尽
力
で
群
馬

で
の
開
催
が
決
定
し
ま
し
た
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
遠
藤
毅
、
計
見
一
雄
、

塚
田
夫
人
、
重
松
夫
人
、
山
下

明
美
、
本
村
八
惠
子
、
冨
岡
玖

夫
、
永
山
恵
美
子
、
川
西
恭
子
、

木
内
政
寛
、
高
根
健
、
三
浦
夫

人後
列
：
崎
山
樹
、
飯
田
義
信
、

重
松
秀
一
、
碓
井
貞
仁
、
三
浦

徹
蔵
、
塚
田
正
男
、
林
學
、
山

下
武
広
、
河
野
守
正
、
滝
沢
和

彦
、
伊
藤
晴
夫
、
深
尾
立
、
上

原
朗
、
万
本
盛
三
、
鈴
木
守
、

大
塚
夫
人
、
高
根
夫
人
、
万
本

夫
人
、
碓
井
夫
人
、
大
塚
嘉
則

（
村
上
信
乃
、
今
野
貞
夫
は
都
合

に
よ
り
途
中
退
席
） （
崎
山
樹
）
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木
光
、
岡
田
信
道
、
野
本
一
夫
、

谷
合
明
、
福
山
悦
男
、
藤
塚
夫

人
、
宮
代
道
子
、
松
本

、
栗

原
正
明
、
桧

山
輝
男
、
前

嶋
夫
人

（
青
木
謹
）

雨
模
様
で
あ
っ
た
が
、
集
合
場

所
の
附
属
病
院
玄
関
を
日
曜
日

に
も
拘
ら
ず
、
我
々
の
為
に
病

院
総
務
課
職
員
の
方
が
早
々
に

開
け
て
下
さ
っ
た
の
で
、
先
ず

は
新
外
来
棟
の
見
学
。
写
真
の

よ
う
に
明
る
く
広
々
と
し
た
空

間
に
級
友
達
の
評
判
は
上
々
だ

っ
た
。
写
真
撮
影
後
、
桜
が
満

開
の
連
絡
道
路
で
お
花
見
。
満

開
の
桜
の
ア
ー
チ
を
く
ぐ
り
抜

け
、
医
学
部
長
・
横
須
賀
收
教

授
の
ご
高
配
に
よ
り
医
学
部
本

館
（
旧
病
院
）
の
後
側
か
ら
、

一
内
科
新
井
誠
人
医
局
長
の
ご

案
内
で
、
相
変
わ
ら
ず
重
厚
な

雰
囲
気
を
保
っ
て
い
る
旧
病
院

玄
関
へ
と
同
級
生
の
一
団
は
歩

を
進
め
た
。
一
部
級
友
達
は
玄

関
の
階
段
を
昇
り
降
り
し
、
往

時
を
懐
か
し
ん
で
い
た
。
し
か

し
、
何
故
か
新
同
窓
会
館
に
つ

い
て
は
、
外
観
を
見
る
だ
け
で

い
い
と
、
そ
の
ま
ま
用
意
さ
れ

た
タ
ク
シ
ー
で
会
場
の
京
成
ミ

ラ
マ
ー
レ
ヘ
向
か
っ
た
。
思
え

ば
私
た
ち
の
60
年
前
の
入
試
は
、

学
制
改
革
で
６
年
制
医
学
部
が

発
足
し
て
初
め
て
の
事
だ
っ
た

せ
い
か
、
記
録
的
な
入
試
志
望

者
の
た
め
競
争
率
は
、
36
・
３

倍
。
そ
の
難
関
を
突
破
し
た
戦

友
達
は
、
今
や
80
歳
前
後
。

会
場
の
京
成
ミ
ラ
マ
ー
レ
に

着
い
て
間
も
な
く
、
３
月
に
急

死
し
た
現
役
の
清
泉
女
学
院
大

学
学
長
吉
川
武
彦
君
（
国
立
精

神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
、

精
神
保
健
研
究
所
名
誉
所
長
）、

元
県
立
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
長

村
田
忠
雄
君
の
冥
福
を
祈
り
、

黙
祷
を
捧
げ
た
。

続
い
て
、
今
回
の
幹
事
団
千

葉
グ
ル
ー
プ
を
代
表
し
て
青
木

が
挨
拶
。
前
回
幹
事
長
だ
っ
た

吉
井
逸
郎
君
の
指
揮
で
ベ
ー
ト

ー
ベ
ン
第
九
の
「
歓
喜
の
う
た
」

の
合
唱
で
一
挙
に
お
祝
い
ム
ー

ド
と
な
っ
た
。
前
嶋
清
（
元
小

見
川
中
央
病
院
長
）
の
名
司
会

の
も
と
、
会
食
と
歓
談
で
会
は

順
調
に
進
行
し
た
。

楽
し
か
っ
た
一
日
は
、
関
幸

雄
元
川
鉄
病
院
長
の
閉
会
の
挨

拶
で
お
互
い
に
別
れ
を
惜
し
み

つ
つ
帰
途
に
つ
い
た
。
今
回
も

さ
ん
ろ
く
会
が
順
調
に
楽
し
く

開
け
た
の
も
、
案
内
状
等
す
べ

て
の
連
絡
を
一
手
に
引
き
受
け

て
く
れ
た
黒
田
健
昭
元
印
旛
郡

市
医
師
会
長
と
、
黒
田
内
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
ス
タ
ッ
フ
の
お
蔭
で

感
謝
、
感
謝
で
あ
る
。
尚
、
次

回
さ
ん
ろ
く
会
は
、
小
池
宏
之

君
の
幹
事
で
、
越
後
湯
沢
温
泉

の
紅
葉
の
時
期
（
来
年
）
を
考

え
て
い
る
。

（
幹
事
：
加
藤
昌
義
、
黒
田
健

昭
、
近
藤
省
三
、
齋
藤
利
隆
、

青
木
謹
、
関
幸
雄
、
長
谷
川
修

司
、
前
嶋
清
、
松
本
一
曉
）

写
真
右
か
ら

前
列
：
吉
井
逸
郎
、
諏
訪
部
博
、

松
本
一
曉
、
近
藤
省
三
、
青
木

謹
、
前
嶋
清
、
黒
田
健
昭
、
齋

藤
利
隆
、
加
藤
喜
市

二
列
目
：
小
池
宏
之
、
塚
原
夫

人
、
中
田
義
隆
、
三
宅
伊
豫
子
、

田
部
井
夫
人
、
野
尻
雅
美
、
副

島
訓
子
、
小
野
沢
君
夫
、
長
谷

川
修
司
、
鈴
木
伸
典
、
長
谷
川

幸
子
、
加
藤
昌
義

三
列
目
：
山
⻆
博
、
藤
塚
立
夫
、

横
山
健
郎
、
関
幸
雄
、
塚
原
重

雄
、
田
部
井
徹
、
谷
口
滋
、
鈴

附属病院新外来棟
連絡道路の桜並木

さ
ん
ろ
く
会
（
昭
36
）

今
年
の
さ
ん
ろ
く
会
は
、
母

校
見
学
、
連
絡
道
路
の
お
花
見
、

入
学
60
周
年
を
テ
ー
マ
に
、
平

成
27
年
４
月
５
日
（
日
）、
総
勢

35
名
（
内
、
夫
人
参
加
４
名
）

で
開
催
し
た
。
あ
い
に
く
の
小
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白
熱
し
た
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
、

い
つ
果
て
る
と
も
な
く
続
き
、

私
は
お
開
き
の
宣
言
を
３
回
も

し
た
程
で
あ
っ
た
が
、
ま
だ
ま

だ
皆
が
一
線
医
療
で
活
躍
し
て

い
る
事
を
実
感
し
た
。
来
年
は

伊
藤
君
が
幹
事
と
決
ま
っ
て
お

開
き
に
な
っ
た
。
翌
日
は
生
憎

の
雨
で
あ
っ
た
が
観
光
に
出
か

け
た
り
ゴ
ル
フ
に
興
じ
た
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
思
い
出
を
作
っ
て

帰
ら
れ
た
と
思
う
。
な
お
、
福

田
君
は
帰
宅
し
て
元
気
を
取
り

戻
さ
れ
て
い
た
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
安
田
耕
作
、
忍
頂
寺
紀

彰
、
関
三
千
代
、
比
嘉
英
麿
、

能
勢
晴
美
、
森
田
喜
崇
子
、
門

馬
公
経

後
列
：
中
島
克
巳
、
伊
藤
達
雄
、

更
科
廣
實
、
森
田
清
、
関
隆
郎

 

（
比
嘉
英
麿
）

写
真
右
か
ら

前
列
：
坂
庭
操
、
片
桐
博
子
、

大
内
美
南
、
徳
久
剛
史

中
列
：
早
乙
女
勇
、
矢
加
部
茂
、

安
野
憲
一
、
竹
中
正
治
、
木
村

42
─48
ク
ラ
ス
会

平
成
27
年
５
月
23
日
に
東
京

の
学
士
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

土
曜
日
開
催
の
た
め
、
現
役
で

働
い
て
い
る
同
窓
生
が
多
く
、

参
加
者
は
18
名
に
と
ど
ま
り
ま

し
た
。

徳
久
学
長
の
挨
拶
で
開
会
し

ま
し
た
。
現
在
の
病
院
、
医
学

部
の
動
向
が
紹
介
さ
れ
、
旧
病

院
や
医
学
部
の
移
転
、
改
修
な

ど
が
出
席
者
の
重
大
な
関
心
事

と
な
り
ま
し
た
。

三
本
の
指
の
会 

（
千
葉
大
学
医
学
部
昭
和
49
年
卒

 

と
そ
の
級
友
の
同
窓
会
）

平
成
27
年
３
月
21
日
春
分
の

日
に
「
千
葉
大
学
医
学
部
昭
和

49
年
卒
と
そ
の
級
友
の
同
窓
会
」

が
京
成
千
葉
中
央
駅
に
接
続
す

る
京
成
ホ
テ
ル
ミ
ラ
マ
ー
レ
６

階
ロ
ー
ズ
ル
ー
ム
に
於
い
て
ブ

席
者
全
員
の
近
況
報
告
と
な
っ

た
。
相
変
わ
ら
ず
豪
放
磊
落
な

更
科
君
か
ら
始
ま
っ
て
３
名
の

女
史
の
方
々
の
静
か
な
心
境
報

告
と
続
き
、
伊
藤
君
が
旅
先
で

ば
っ
た
り
級
友
に
出
会
っ
た
話
、

門
馬
君
は
今
も
海
外
を
旅
し
て

い
る
そ
う
で
ク
ラ
ス
会
の
翌
日

に
も
再
び
海
外
へ
出
か
け
る
と

の
事
で
あ
っ
た
。
い
つ
も
静
か

ち
よ
に
会
（
昭
42
）

今
年
の
ち
よ
に
会
は
４
月
11

日
（
土
）、
午
後
６
時
半
か
ら
那

覇
市
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
。

初
め
て
沖
縄
で
の
開
催
で
あ
り
、

遠
方
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
一

泊
二
日
の
ゆ
っ
た
り
し
た
日
程

で
あ
っ
た
。
例
年
は
６
月
の
初

旬
に
開
か
れ
る
が
、
沖
縄
で
は

そ
の
頃
は
梅
雨
の
時
期
で
あ
り
、

さ
ら
に
台
風
シ
ー
ズ
ン
や
猛
暑

等
を
考
慮
し
て
４
月
の
開
催
に

な
っ
た
。
学
会
な
ど
と
重
な
っ

た
せ
い
か
残
念
な
が
ら
参
加
者

は
13
人
と
少
な
く
、
そ
の
中
で

栃
木
の
福
田
君
は
病
を
押
し
て

来
て
く
れ
た
が
、
ホ
テ
ル
に
着

い
て
も
体
調
が
勝
れ
ず
、
心
配

し
て
付
き
添
っ
て
来
ら
れ
た
奥

さ
ん
と
医
師
の
お
嬢
さ
ん
に
ホ

テ
ル
の
部
屋
で
点
滴
治
療
等
を

受
け
る
事
に
な
り
、
参
加
者
全

員
で
ホ
テ
ル
の
部
屋
に
見
舞
い

に
行
っ
た
。
会
場
に
戻
っ
て
開

催
前
に
福
田
君
を
除
い
て
参
加

者
全
員
の
記
念
写
真
の
撮
影
が

行
わ
れ
、
そ
の
後
で
い
よ
い
よ

「
ち
よ
に
会
」
の
開
催
と
な
っ

た
。
初
め
に
、
安
田
君
が
沖
縄

の
激
戦
地
の
南
部
戦
跡
を
回
っ

て
来
て
感
じ
る
処
が
あ
っ
た
よ

う
で
、
全
員
で
黙
祷
を
し
た
後

で
乾
杯
を
し
て
会
が
始
ま
り
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
食
事

会
が
進
ん
で
行
き
、
し
ば
し
歓

談
の
後
で
何
時
も
の
よ
う
に
出

な
語
り
口
の
忍
頂
寺
君
、
最
近

は
ゴ
ル
フ
を
控
え
て
サ
イ
ク
リ

ン
グ
に
取
り
組
ん
で
い
る
森
田

君
、
日
々
の
診
療
を
通
し
て
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
る
安
田
君

の
話
が
あ
り
、
関
君
と
中
島
君

が
今
後
の
我
が
国
の
医
療
の
不

安
を
話
し
て
い
る
と
、
伊
藤
君

や
安
田
君
達
も
議
論
に
加
わ
っ

て
、
和
気
あ
い
あ
い
の
中
に
も

秀
樹
、
大
橋
教
良

後
列
：
南
昌
平
、
秋
葉
哲
生
、

川
上
義
、
梅
田
透
、
川
口
英
昭
、

灘
岡
壽
英
、
野
村
馨
、
山
本
義

一 

（
坂
庭
操
）

ッ
フ
ェ
形
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
２
年
ぶ
り
の
同
じ

会
場
で
の
開
催
で
、
前
回
よ
り

や
や
減
少
し
た
も
の
の
遠
く
は

北
海
道
か
ら
の
唐
澤
（
里
見
）

さ
ん
、
秋
田
県
か
ら
の
桜
庭
君

な
ど
出
席
42
名
の
に
ぎ
や
か
な

会
に
な
り
ま
し
た
。
受
付
で
前

回
と
同
様
に
く
じ
引
き
で
「
乾

杯
」「
ス
ピ
ー
チ
１
〜
４
」「
中
締

め
」
な
ど
を
指
名
し
た
う
え
で

午
後
１
時
30
分
か
ら
幹
事
（
伊

藤
、
有
田
）
の
挨
拶
と
、
次
第

説
明
で
始
ま
り
、
さ
っ
そ
く
西

野
（
郡
）
さ
ん
の
音
頭
で
乾
杯

を
行
い
ま
し
た
が
、
そ
の
あ
と

で
前
回
以
後
に
渡
辺
良
友
君

（
昭
44
）
が
逝
去
さ
れ
た
と
の
指

摘
が
あ
り
改
め
て
黙
と
う
を
さ

さ
げ
ま
し
た
。

次
に
浅
井
君
か
ら
本
会
の
名

称
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
ま
し

た
。
す
な
わ
ち
、
会
の
名
称
が

長
す
ぎ
て
使
い
に
く
い
こ
と
と
、

「
49
年
卒
」
の
文
言
に
違
和
感
を

覚
え
る
声
も
あ
り
、
故
山
下
道

隆
君
が
作
っ
て
皆
が
読
ん
で
い

た
ク
ラ
ス
会
誌
「
三
本
の
指
」

に
ち
な
ん
で
「
三
本
の
指
の
会
」

に
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
も
の

で
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
「
三

本
の
指
会
」
あ
る
い
は
「
三
本

指
の
会
」
と
い
っ
た
提
案
も
あ

り
ま
し
た
が
、
結
局
「
三
本
の

指
の
会
」
が
多
数
の
賛
成
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
く
じ
を
引
き
当
て
た

菅
野
君
、
小
出
義
雄
君
、
坪
井

君
、
弓
削
君
の
ス
ピ
ー
チ
が
続

き
ま
し
た
。
記
念
撮
影
は
あ
ら

か
じ
め
機
材
の
準
備
を
依
頼
し

て
あ
っ
た
菅
野
君
が
、
快
く
引

き
受
け
て
く
れ
ま
し
た
が
、
会

場
の
中
央
に
ブ
ッ
フ
ェ
の
た
め

の
大
き
な
島
状
の
テ
ー
ブ
ル
が

あ
り
、
菅
野
君
は
テ
ー
ブ
ル
の

上
に
三
脚
を
セ
ッ
ト
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
大
変
で
し
た
。
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平
成
ゼ
ロ
ヨ
ン
会 

 

（
平
成
４
）

昭
和
61
年
入
学
・
平
成
４
年

卒
業
の
学
年
で
は
あ
る
も
の
の
、

図
ら
ず
も
入
学
年
度
、
卒
業
年

度
が
異
な
っ
て
し
ま
っ
た
方
々

も
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

発
足
し
た
、
千
葉
大
学
医
学
部

平
成
ゼ
ロ
ヨ
ン
会
。
そ
の
２
回

目
の
同
窓
会
が
、
平
成
27
年
６

月
20
日
に
有
楽
町
の
国
際
フ
ォ

ー
ラ
ム
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
の
発
起
人
で
あ
る
、
千

葉
大
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
医
工
学

セ
ン
タ
ー
准
教
授
、
川
平
洋
君

の
開
会
の
挨
拶
と
、
千
葉
大
学

安
全
管
理
機
構
講
師
、潤
間（
渡

辺
）
励
子
さ
ん
の
乾
杯
の
掛
け

声
で
、37
名
の
級
友
と
稲
葉（
生

月
）
元
子
さ
ん
の
ご
令
嬢
１
名

を
加
え
た
38
名
で
、
会
が
始
ま

り
ま
し
た
。
懇
親
の
後
、
会
を

五
二
八
会
（
昭
58
）

ピ
ン
ク
レ
デ
ィ
が
カ
ル
メ
ン

77
を
歌
っ
て
い
た
昭
和
52
年
に

入
学
、
ま
た
は
東
京
デ
ィ
ズ
ニ

ー
ラ
ン
ド
が
開
園
し
た
昭
和
58

年
に
卒
業
、
そ
ん
な
時
代
に
亥

鼻
で
共
に
医
学
を
学
ん
だ
仲
間

が
集
ま
る
の
が
「
五
二
八
会
」

で
す
。
今
年
は
第
３
回
目
の
開

催
で
、
昨
年
附
属
病
院
長
に
就

任
し
た
山
本
修
一
君
、
現
在
千

葉
大
に
在
籍
し
て
頑
張
っ
て
い

る
、
岩
立
康
男
君
、
近
藤
克
則

君
、
滝
口
裕
一
君
の
音
頭
で
開

催
が
決
ま
り
、
34
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。

会
に
先
立
ち
、
昨
年
オ
ー
プ

ン
し
た
附
属
病
院
の
新
し
い
外

来
棟
の
見
学
会
が
催
さ
れ
ま
し

た
。我
々
が
実
習
し
た
病
棟「
に

し
棟
」
が
ま
だ
使
わ
れ
て
い
る

こ
と
に
ほ
っ
と
し
な
が
ら
も
、

最
新
の
医
療
を
安
心
し
て
受
け

ら
れ
る
環
境
が
、
ど
ん
ど
ん
整

備
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
、

こ
ん
な
病
院
で
働
い
て
み
た
か

っ
た
、
患
者
に
な
る
な
ら
こ
ん

な
病
院
に
通
院
し
て
み
た
い
、

な
ど
と
い
っ
た
感
想
が
多
数
聞

か
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
京
成
ホ
テ
ル
ミ
ラ

マ
ー
レ
に
移
動
し
、
山
本
君
か

ら
は
、
こ
れ
か
ら
の
亥
鼻
地
区

の
夢
溢
れ
る
構
想
に
つ
い
て
も

説
明
し
て
も
ら
い
、
母
校
が

益
々
発
展
し
て
い
き
そ
う
で
、

卒
業
生
と
し
て
、
誇
ら
し
い
気

持
ち
に
さ
せ
て
も
ら
え
ま
し
た
。

し
ば
し
昔
話
で
盛
り
上
が
っ
た

の
ち
、
参
加
者
の
近
況
報
告
が

始
ま
り
ま
し
た
。
第
１
回
目
の

「
五
二
八
会
」
で
は
、
持
病
の
話

を
延
々
す
る
者
が
続
出
し
て
時

間
が
足
り
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
経
験
が
あ
り
、
以
後
の
会
で

は
、「
病
気
自
慢
は
ご
法
度
」、

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
掟
の
お
か
げ
で
、
皆
か
ら

元
気
で
楽
し
い
話
を
た
く
さ
ん

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
年

齢
的
に
、
各
病
院
、
あ
る
い
は

医
師
会
で
責
任
の
あ
る
仕
事
を

し
て
い
る
話
、
子
供
が
研
修
医

に
な
っ
て
い
る
話
も
あ
り
ま
し

た
し
、
忙
し
い
中
に
も
、
趣
味

の
時
間
を
作
り
、
ま
だ
ま
だ
若

さ
を
保
っ
て
い
る
話
な
ど
、

色
々
な
近
況
を
聞
く
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
ま
た
、
星
野
和
彦

君
か
ら
は
、
入
学
当
時
定
期
的

に
発
行
し
、
教
授
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
な
ど
を
掲
載
し
て
い
た
瓦
版

（
77
Ｍ
新
聞
）
の
コ
ピ
ー
を
配
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
ワ
ー
プ
ロ

が
な
い
時
代
の
手
書
き
の
原
稿

で
あ
り
、
そ
ん
な
時
代
も
あ
っ

た
と
若
い
頃
を
思
い
出
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
ま
ま
、

大
多
数
の
参
加
者
が
２
次
会
に

な
だ
れ
込
み
、
話
は
尽
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
３
〜
４
年
後
、

多
く
の
仲
間
が
還
暦
を
迎
え
る

頃
に
再
会
し
よ
う
と
、
次
回
の

開
催
を
決
め
て
解
散
と
な
り
ま

し
た
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
中
村
貢
、
岩
立
康
男
、

中
川
宏
治
、
剣
持
敬
、
山
本
修

一
、
近
藤
克
則
、
中
郡
聡
夫
、

次
期
幹
事
は
長
谷
川
君
と
、

西
山
（
藤
原
）
さ
ん
が
引
き
受

け
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
な
り
、

話
の
輪
が
尽
き
な
い
中
、
午
後

３
時
半
過
ぎ
に
長
谷
川
君
の
中

締
め
の
あ
い
さ
つ
で
、
元
気
で

再
会
す
る
こ
と
を
期
し
て
別
れ

を
惜
し
み
つ
つ
散
会
し
ま
し
た
。

写
真
右
か
ら

最
前
列
：
小
出
義
雄
、
唐
澤
直

子
、
遠
藤
富
士
乗
、
坪
井
秀
一
、

西
野
薫
、
田
邊
政
裕
、
野
村
恭

子
、
西
山
眞
理
子
、
衣
川
直
子
、

菅
野
治
重

２
列
目
：
河
田
誠
、
木
村
道
雄
、

酒
巻
建
夫
、
小
出
博
義
、
斉
藤

万
比
古
、
保
坂
泰
昭
、
土
佐
純

一
、
佐
藤
茂
樹
、
入
江
澄
子
、

武
藤
高
明
、
小
林
裕
夫
、
伊
藤

国
明
、
安
東
昌
夫

３
列
目
：
桜
庭
庸
悦
、
大
塚
裕
、

石
神
博
昭
、
奥
村
俊
子
、
長
谷

川
純
、
増
村
道
雄
、
佐
藤
武
幸
、

青
柳
博
、
北
野
慎
一
郎
、
有
田

正
明

最
後
列
：
小
浜
知
美
、
弓
削
一

郎
、
片
桐
誠
、
五
月
女
直
樹
、

舘
野
純
生
、
高
原
善
治
、
山
口

英
明
、
浅
井
隆
善
、
入
江
氏
康

 

（
有
田
正
明
、
伊
藤
国
明
）

小
宮
山
伸
之
、
和
田
佑
一

二
列
目
：
森
明
子
、
山
﨑
俊
司
、

長
門
義
宣
、
中
島
弘
道
、
大
谷

地
直
樹
、
山
下
純
男
、
今
田
進
、

景
山
雄
介
、
西
村
元
伸
、
滝
口

裕
一

三
列
目
：
加
藤
雄
一
、
星
野
和

彦
、
日
野
剛
、
森
聖
二
郎
、
星

誠
一
郎
、
野
本
実
、
鈴
木
俊
英
、

桑
原
洋
一
、
佐
藤
好
範

最
後
列
：
後
藤
茂
正
、
森
田
昌

男
、
丸
山
浩
、
井
合
洋
、
田
島

和
幸
、
横
内
敬
二

 

（
佐
藤
好
範
、
西
村
元
伸
）
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盛
り
上
げ
る
べ
く
世
話
人
手
書

き
（
！
）
の
垂
れ
幕
を
バ
ッ
ク

に
、
４
人
の
教
授
就
任
お
祝
い

の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

渡
邉
博
幸
君

 （
千
葉
大
学
社
会
精
神
保
健
教

育
研
究
セ
ン
タ
ー　

治
療
社

会
復
帰
支
援
研
究
部
門　

特

任
教
授
）

緒
方
直
史
君

 （
帝
京
大
学
医
学
部
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科　

教
授
）

真
村
瑞
子
さ
ん

 （
東
京
医
科
大
学
分
子
病
理
学

教
授　

韓
国
国
立
慶
北
大
学

内
科
学　

兼
任
教
授
）

熊
野
浩
太
郎
君

 （
東
邦
大
学
医
療
セ
ン
タ
ー
佐

倉
病
院 

内
科　

臨
床
教
授
）

会
場
が
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
か

つ
発
表
者
が
教
授
陣
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
学
会
発
表
の
ご
と

く
ス
ラ
イ
ド
を
事
前
に
準
備
し

た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

渡
邉
博
幸
君
に
は
専
門
の
う
つ

病
に
関
し
て
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

て
の
発
表
を
、
緒
方
直
史
君
に

は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
と

整
形
外
科
の
違
い
に
関
し
て
の

発
表
を
、
真
村
瑞
子
さ
ん
に
は

東
京
医
科
大
学
と
韓
国
国
立
慶

北
大
学
の
比
較
に
つ
い
て
の
発

表
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
己
紹
介
・
教
室
紹
介
を
そ
れ

ぞ
れ
面
白
お
か
し
く
そ
し
て
熱

く
語
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

に
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

３
名
に
は
花
束
と
千
葉
大
学
校

章
入
り
の
ク
リ
ス
タ
ル
ト
ロ
フ

ィ
ー
を
記
念
品
と
し
て
贈
呈
し
、

３
名
と
も
ご
満
悦
の
ご
様
子
で

し
た
。
ま
た
、
世
話
人
の
失
態

で
発
注
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
、

熊
野
浩
太
郎
君
は
次
回
以
降
に

発
表
と
記
念
品
贈
呈
と
い
う
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

参
加
し
た
級
友
全
員
の
挨
拶
が

行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
仕
事
で
の

苦
労
話
や
趣
味
で
の
自
慢
話
に

花
が
咲
き
ま
し
た
。「
同
級
生
同

士
な
ん
だ
か
ら
、
吉
報
が
あ
れ

ば
何
で
も
褒
め
称
え
よ
う
！
」

と
の
精
神
で
、
自
動
車
レ
ー
ス

「
２
０
１
５
も
て
ぎ
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
Ｙ

ミ
ニ
耐
久
レ
ー
ス
」
で
３
位
に

入
賞
し
た
、
太
田
詔
君
に
も
控

え
め
な
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
記
念
品

と
し
て
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

２
次
会
は
新
東
京
ビ
ル
地
下

の
ワ
イ
ン
バ
ー
に
場
所
を
移
し
、

静
か
な
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の

バ
ー
に
も
か
か
わ
ら
ず
シ
ャ
ン

パ
ン
飲
み
放
題
の
た
め
些
か
飲

み
す
ぎ
る
ほ
ど
飲
み
、
別
の
意

味
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま

た
今
回
の
同
窓
会
の
残
金
の
一

部
を
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会
へ
寄

附
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

事
後
報
告
と
な
り
ま
す
が
、
同

級
生
の
皆
様
に
ご
了
承
い
た
だ

け
れ
ば
有
難
い
で
す
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
高
瀬
一
嘉
、
池
田
雄
次
、

潤
間
（
渡
辺
）
励
子
、
熊
野
浩

太
郎
、
真
村
瑞
子
、
渡
邉
博
幸
、

緒
方
直
史
、
川
平
洋
、
山
本
正

二
、
相
庭
温
臣

２
列
目
：
太
田
詔
、
中
澤
健
、

須
藤
英
文
、
中
澤
（
石
川
）
伸

子
、
三
田
（
寺
本
）
奈
津
子
、

澤
井
ま
ゆ
み
、
稲
葉
（
生
月
）

元
子
、
獅
子
原
（
藤
田
）
薫
子
、

山
崎
健
也

３
列
目
：
遠
藤
恒
宏
、
篠
藤
浩

一
、
白
石
博
一
、
山
本
雅
史
、

小
泉
健
一
、
鈴
木
一
広
、
櫻
井

健
一
、
木
村
真
二
郎

最
後
列
：
伊
藤
雄
一
、
亀
高
尚
、

川
名
浩
一
郎
、
矢
島
利
高
、
冨

田
和
宏
、
井
上
淳
、
谷
嶋
隆
之

服
部
祐
爾
、
加
藤
佳
瑞
紀
、
杉

田
達
哉

 

（
高
瀬
一
嘉
）

お
詫
び
と
訂
正

１
６
９
号

5
頁

人
事
異
動

教
授

予
防
医
学
セ
ン
タ
ー

　

佐
粧　

隆
久
→
佐
粧　

孝
久

33
頁

平
成
27
年
度
医
学
部
入
学
者

　

萩
野　

智
大
→
荻
野　

智
大

　

お
詫
び
し
て
訂
正
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

十
三
周
年
亥
鼻
祭
開
催
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　

亥
鼻
祭
実
行
委
員
会
委
員
長　

医
学
部
四
年　

梅
田　

開　

来
た
る
10
月
31
日
（
土
）、
11

月
１
日
（
日
）
の
二
日
間
に
渡

り
、
本
年
度
も
亥
鼻
祭
を
開
催

す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
亥

鼻
祭
と
は
千
葉
大
学
亥
鼻
キ
ャ

ン
パ
ス
に
お
い
て
行
わ
れ
て
お

り
ま
す
医
療
系
大
学
祭
で
、
医

学
部
・
看
護
学
部
・
薬
学
部
の

三
学
部
が
共
同
し
て
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
医
療
系
キ
ャ
ン
パ

ス
と
い
う
特
徴
を
活
か
し
て
、

医
療
系
ら
し
い
企
画
や
趣
向
を

凝
ら
し
行
っ
て
お
り
ま
す
。

例
え
ば
〝
身
体
ふ
し
ぎ
発
見
〟

と
い
う
企
画
で
は
血
圧
測
定
や

骨
密
度
測
定
、
実
際
の
豚
の
臓

器
に
触
れ
て
身
体
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
〝
看
護

の
す
す
め
〟
と
い
う
企
画
で
は
、

身
近
な
手
洗
い
の
仕
方
や
体
位

変
換
の
仕
方
、
車
い
す
を
実
際

に
用
い
て
そ
の
使
い
方
に
つ
い

て
学
べ
ま
す
。
さ
ら
に
千
葉
大

学
を
志
し
て
い
る
受
験
生
に
向

け
て
、
受
験
相
談
を
通
じ
亥
鼻

キ
ャ
ン
パ
ス
の
生
活
に
つ
い
て

興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
企
画
も

実
施
し
て
お
り
ま
す
し
、
医
療

系
有
名
人
講
演
会
と
い
う
企
画

で
は
医
療
者
の
方
に
講
演
を
行

っ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
今
年

度
は
前
回
好
評
だ
っ
た
生
坂
先

生
を
お
招
き
し
て
総
合
診
療
に

つ
い
て
、
地
域
の
方
向
け
に
お

話
し
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

こ
れ
ら
は
ほ
ん
の
一
例
で
す
が
、

是
非
と
も
当
日
ご
来
場
い
た
だ

き
、
様
々
な
企
画
を
周
っ
て
頂

け
れ
ば
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
本
年
度
の
亥
鼻
祭
の

テ
ー
マ
は
“beyond

”
で
す
。

今
年
度
は
十
三
周
年
目
、
と
い

う
こ
と
で
今
ま
で
の
十
二
年
間

を
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
超
え
て
い

き
、
学
園
祭
が
成
長
す
る
と
と

も
に
学
園
祭
に
参
加
し
て
い
る

学
生
一
人
一
人
も
成
長
で
き
る

よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
意
味
合

い
を
込
め
ま
し
た
。
こ
の
十
二

年
間
、
亥
鼻
祭
は
同
窓
会
の

方
々
を
始
め
、
地
域
の
方
々
や

保
護
者
の
方
々
の
ご
理
解
の
も

と
で
継
続
し
て
開
催
し
て
く
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
場

を
借
り
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
今
年
度
も
皆
様
と
の
出

会
い
や
関
わ
り
を
築
い
て
い
け

る
大
学
祭
を
亥
鼻
生
全
員
で
創

り
上
げ
る
事
が
で
き
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
の
で
、
ご
来
場
を

心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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本
年
、
平
成
27
年
３
月
14
日
、

東
京
女
子
医
科
大
学
名
誉
教

授
・
前
東
京
ゐ
の
は
な
会
長
の

小
幡
裕
先
生
が
87
歳
を
も
っ
て

旅
立
た
れ
ま
し
た
。
先
生
は
京

都
府
宮
津
の
お
生
ま
れ
で
、
旧

制
浦
和
高
等
学
校
か
ら
千
葉
大

学
医
学
部
に
進
ま
れ
、
昭
和
28

年
の
ご
卒
業
で
し
た
。
３
月
20

日
に
お
通
夜
、
同
21
日
に
し
め

や
か
に
営
ま
れ
た
告
別
式
で
は
、

３
名
が
弔
辞
を
読
ま
れ
、
ま
ず

郷
里
舞
鶴
中
学
で
の
同
級
生
の

方
が
幼
少
時
代
の
思
い
出
を
、

次
い
で
旧
制
浦
和
高
等
学
校
か

ら
千
葉
大
学
医
学
部
卒
業
ま
で

同
級
生
で
あ
っ
た
井
上
幸
万
前

大
宮
市
医
師
会
長
（
中
山
外
科
）

が
青
春
の
友
情
や
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
、
最
後
に
小
幡
先
生
の
消
化

器
病
セ
ン
タ
ー
内
科
後
継
者
で

あ
る
林
直
諒
東
京
女
子
医
科
大

学
名
誉
教
授
が
先
生
の
数
々
の

ご
偉
業
を
述
べ
、
永
年
の
ご
指

導
に
深
甚
な
る
感
謝
の
言
葉
を

捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

先
生
は
医
学
部
卒
業
後
第
一

内
科
に
入
局
、
都
立
豊
島
病
院

を
経
て
、
昭
和
44
年
に
先
輩
で

あ
る
名
尾
良
憲
先
生
が
東
京
女

子
医
大
客
員
教
授
に
就
任
さ
れ

る
際
、
ご
一
緒
に
消
化
器
病
セ

ン
タ
ー
内
科
講
師
に
着
任
さ
れ

ま
し
た
。
昭
和
40
年
に
中
山
恒

明
教
授
が
創
立
さ
れ
た
消
化
器

病
セ
ン
タ
ー
で
は
、
当
時
内
科

教
授
と
し
て
東
大
よ
り
来
ら
れ

た
近
藤
台
五
郎
先
生
や
内
視
鏡

の
大
家
・
竹
本
忠
良
先
生
が
活

躍
さ
れ
て
お
り
、
肝
臓
な
ど
の

実
質
臓
器
の
分
野
で
の
研
究
を

目
指
し
て
嘱
望
さ
れ
た
の
で
し

た
。
そ
の
方
面
で
は
、
病
態
生

理
研
究
班
で
あ
る
東
研
究
室
で

浜
野
恭
一
、
御
子
柴
幸
男
先
生

（
共
に
昭
和
33
年
卒
）
た
ち
と
連

日
深
夜
に
も
及
ぶ
議
論
、
そ
し

て
当
時
解
明
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
肝
炎
研
究
の
た
め
に
、
台
湾
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
ま

で
に
も
調
査
旅
行
を
さ
れ
ま
し

た
。昭

和
50
年
消
化
器
内
科
教
授
、

昭
和
54
年
同
主
任
教
授
に
就
任
、

平
成
５
年
に
退
任
さ
れ
る
ま
で

の
14
年
も
の
間
、
教
室
を
主
宰

さ
れ
、
数
々
の
業
績
を
挙
げ
ら

れ
後
進
の
指
導
に
当
た
ら
れ
ま

し
た
。
学
会
で
も
平
成
２
年
、

消
化
吸
収
学
会
や
肝
臓
学
会
東

部
会
、
平
成
４
年
に
は
日
本
消

化
器
病
学
会
教
育
講
演
会
な
ど

を
主
催
し
、
平
成
３
年
か
ら
３

年
間
、
難
病
中
の
難
病
で
あ
る

食
道
静
脈
瘤
を
対
象
と
し
た

『
門
脈
血
行
異
常
症
』
の
厚
生
省

特
定
疾
患
研
究
班
の
班
長
も
務

め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
肝
炎
・

肝
硬
変
・
肝
が
ん
を
中
心
と
し

た
幅
広
い
研
究
は
『
肝
が
ん
腫

瘍
マ
ー
カ
ー
』、『
Ｐ
Ｂ
Ｃ
肝
移

植
適
応
基
準
』、『
門
脈
圧
亢
進

症
の
免
疫
学
的
検
討
』
な
ど
の

難
関
解
明
へ
の
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

昭
和
63
年
東
京
女
子
医
大
理

事
に
就
任
さ
れ
て
か
ら
は
、
中

山
恒
明
、
榊
原
什
先
生
の
両
巨

頭
の
後
を
受
け
て
東
京
女
子
医

大
の
発
展
、
舵
取
り
に
大
き
な

足
跡
を
残
さ
れ
、
こ
れ
は
故
浜

野
恭
一
専
務
理
事
（
東
京
女
子

医
大
二
外
科
教
授
）
に
引
き
継

が
れ
ま
し
た
。
千
葉
勢
の
東
京
、

特
に
東
京
女
子
医
大
で
の
活
躍

の
橋
頭
堡
と
し
て
努
力
さ
れ
ま

し
た
。

東
京
ゐ
の
は
な
会
に
お
い
て

は
平
成
15
年
、
貫
洞
一
夫
先
生

の
あ
と
を
受
け
て
会
長
に
就
か

れ
、
在
任
４
年
間
に
洗
練
さ
れ

た
感
覚
で
会
員
を
牽
引
さ
れ
、

小
幡
裕
先
生
の
ご
逝
去
を
悼
む

ゐ
の
は
な
同
窓
会
長　

済　

陽　

高　

穂
（
昭
45
）

追　

悼

唐
澤
祥
人
日
本
医
師
会
長
実
現

に
も
ゐ
の
は
な
会
員
と
も
ど
も

一
丸
と
な
っ
て
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。先

生
と
の
ご
縁
は
私
が
昭
和

45
年
に
東
京
女
子
医
大
消
化
器

病
セ
ン
タ
ー
外
科
に
入
局
し
た

時
に
遡
り
ま
す
が
、
昭
和
49
年
、

社
会
保
険
山
梨
病
院
が
そ
の
運

営
全
般
を
消
化
器
病
セ
ン
タ
ー

に
依
頼
さ
れ
て
か
ら
、
私
も
外

科
要
員
と
し
て
１
年
間
出
張
、

小
幡
先
生
も
助
教
授
の
身
で
あ

り
な
が
ら
、
他
内
科
講
師
の
先

生
た
ち
と
３
カ
月
交
代
の
出
張

を
さ
れ
、
外
科
・
内
科
殆
ど
一

緒
に
協
力
体
制
で
日
夜
診
療
に

当
り
、
夕
暮
れ
時
と
な
る
と
甲

府
・
裏
春
日
の
巷
間
で
痛
飲
し
、

親
し
く
さ
せ
て
戴
い
た
の
が
は

じ
ま
り
で
す
。
山
梨
の
風
土
病

で
あ
る
〝
地
方
病
〟（
日
本
住
血

吸
虫
症
）
な
ど
の
解
説
を
拝
聴

し
、
ま
た
小
人
数
の
医
局
の
た

め
内
科
診
断
が
下
る
と
直
ち
に

外
科
の
出
番
で
、
数
多
く
の
手

術
を
経
験
で
き
た
の
も
、
小
幡

先
生
の
お
陰
で
し
た
。
消
化
器

病
セ
ン
タ
ー
で
は
『
済
陽
君
、

東
京
ゐ
の
は
な
会
に
出
て
来
て

く
れ
』
と
の
こ
と
で
、
浜
野
先

生
共
々
楽
し
く
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
会
合
準
備
の
お
手
伝

い
な
ど
を
す
る
う
ち
に
、
平
成

19
年
以
降
小
幡
先
生
の
後
任
と

し
て
微
力
を
尽
く
し
て
い
る
次

第
で
し
た
。
ま
た
私
が
平
成
20

年
に
西
台
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
引
き

継
い
だ
後
は
、
特
別
顧
問
と
し

て
毎
週
出
勤
さ
れ
、
大
所
高
所

か
ら
の
ご
指
導
を
賜
り
、
奥
さ

ま
共
々
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
運
営
に

お
力
添
え
を
頂
き
心
よ
り
感
謝

致
し
て
お
り
ま
す
。

先
生
は
名
尾
良
憲
、
貫
洞
一

夫
、
中
山
恒
明
先
生
な
ど
の
良

き
先
輩
、
ま
た
友
情
溢
れ
る
同

僚
、
優
れ
た
医
局
員
に
恵
ま
れ
、

す
ば
ら
し
い
人
生
を
送
ら
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
母
校
と
ゐ
の
は

な
同
窓
会
を
愛
し
、
ま
た
東
京

女
子
医
大
と
消
化
器
病
セ
ン
タ

ー
の
事
を
常
に
心
に
か
け
て
、

我
々
後
進
の
者
に
暖
か
い
眼
差

し
を
も
っ
て
激
励
さ
れ
た
の
で

す
。『願

わ
く
ば　

桜
の
も
と
に

春
死
な
ん
』
西
行
法
師
を
地
で

行
か
れ
ま
し
た
。
ゐ
の
は
な
会

の
重
鎮
を
失
っ
て
我
々
は
迷
え

る
羊
と
な
り
ま
し
た
。
も
う
し

ば
ら
く
、
御
一
緒
に
語
ら
い
、

お
酒
を
た
し
な
む
こ
と
が
で
き

た
な
ら
と
、
無
念
の
気
持
ち
で

す
。先

生
、
こ
れ
ま
で
ご
苦
労
さ

ま
で
し
た
。
天
上
で
ゆ
っ
く
り

お
休
み
に
な
る
と
同
時
に
、

我
々
を
い
つ
ま
で
も
お
見
守
り

く
だ
さ
い
。

小
幡
先
生　

さ
よ
う
な
ら

（
西
台
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

昨
年
10
月
の
ク
ラ
ス
会
に
は

出
席
し
元
気
だ
っ
た
と
聞
い
て

い
た
の
に
、
今
年
３
月
27
日
の

訃
報
「
吉
川
武
彦
氏
（
清
泉
女

子
大
学
学
長
、
国
立
精
神
・
神

経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
精
神
保

健
研
究
所
名
誉
所
長
）
21
日
心

不
全
の
た
め
死
去
。
79
歳
」
を

み
て
、
大
変
驚
き
ま
し
た
。
今

回
、
追
悼
文
の
依
頼
を
受
け
、

他
に
相
応
し
い
人
が
い
る
の
で

は
と
悩
み
ま
し
た
が
、
同
級
生

で
、
か
つ
同
じ
精
神
科
へ
入
局

し
た
仲
間
と
い
う
縁
も
あ
り
、

さ
ら
に
、
５
月
９
日
の
「
吉
川

武
彦
さ
ん
お
別
れ
会
」
で
、
彼

の
足
跡
に
改
め
て
触
れ
感
銘
を

深
く
し
ま
し
た
の
で
、
私
の
知

る
彼
の
一
端
で
も
お
伝
え
出
来

れ
ば
と
思
い
、
筆
を
と
り
ま
し

た
。学

生
時
代
、
吉
川
君
は
夏
に

な
る
と
千
葉
県
館
山
で
水
泳
に

明
け
暮
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い

ま
し
た
。
あ
る
夏
の
一
日
館
山

の
海
岸
で
、
同
級
生
と
一
緒
に

水
府
流
の
平
泳
ぎ
を
彼
か
ら
習

い
ま
し
た
の
も
懐
か
し
い
思
い

出
で
す
。

彼
が
琉
球
大
学
の
学
生
部
長

の
こ
ろ
、
医
学
部
創
設
に
尽
力

し
て
い
た
彼
を
訪
問
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
当
地
で
の
彼
の

精
力
的
な
活
動
に
目
を
見
張
り

ま
し
た
。
し
か
し
夕
食
の
際
に

ふ
と
漏
ら
し
た
「
こ
こ
に
い
る

と
、
イ
ワ
シ
や
ア
ジ
の
よ
う
な

小
魚
が
無
性
に
食
べ
た
く
な
る

こ
と
が
あ
る
ん
だ
」
の
一
言
に

苦
労
の
一
端
と
館
山
の
海
へ
の

想
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

２
０
１
１
年
秋
、
卒
後
50
周

年
祝
賀
会
に
寄
せ
た
一
文
に

「
60
年
安
保
の
年
が
最
終
学
年
、

国
会
へ
の
デ
モ
は
精
勤
。
樺
美

智
子
さ
ん
と
は
知
ら
ず
に
彼
女

を
担
ぎ
、
わ
が
方
の
医
務
班
へ
。

最
後
の
脈
を
取
っ
た
の
は
〇
〇

君
。
闘
争
仲
間
か
ら
自
殺
者
が

多
数
出
た
の
で
、
弔
い
合
戦
と

ば
か
り
に
自
殺
研
究
を
始
め
て

50
年
・
・
以
下
略
。」
文
末
に
、

「
熟
れ
た
る
を
よ
し
と
し
て
柿
ひ

と
つ
も
ぐ　

游
子
」
と
あ
り
ま

し
た
。
千
葉
大
学
医
学
部
の
俳

句
の
会
︹
や
は
ぎ
︺
に
属
し
、

游
子
と
号
し
て
い
た
こ
と
を
、

最
近
の
三
枝
一
雄
先
生
（
昭
34
）

吉き
っ

川か
わ

武た
け

彦ひ
こ

君
を
偲
ん
で

中　

田　

義　

隆
（
昭
36
）
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か
ら
の
葉
書
で
知
り
ま
し
た
。

そ
の
ク
ラ
ス
会
で
吉
川
君
と

久
し
ぶ
り
に
長
話
を
し
ま
し
た
。

彼
は
多
く
の
職
場
を
変
わ
っ
た

と
述
懐
し
て
い
ま
し
た
が
、
や

る
べ
き
こ
と
は
一
貫
し
て
い
る

こ
と
に
強
い
印
象
を
受
け
ま
し

た
。そ

れ
は
彼
の
い
う
と
こ
ろ
の
、

知
的
あ
る
い
は
精
神
的
障
害
の

あ
る
人
達
へ
の
「
肩
を
い
か
ら

せ
な
い
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
」
に
向
け
て
の
地
域
生
活
支

援
の
実
践
と
い
う
事
な
の
で
し

ょ
う
。
彼
の
活
動
の
範
囲
は
、

精
神
病
院
の
改
革
、
現
場
で
働

く
職
員
へ
の
教
育
・
指
導
・
相

談
、
対
象
と
な
る
人
た
ち
に
具

体
的
に
手
を
差
し
伸
べ
る
と
い

う
事
、
さ
ら
に
は
法
の
整
備
へ

の
尽
力
ま
で
と
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
参

加
者
４
０
０
人
を
越
え
る
「
お

別
れ
の
会
」
で
の
水
泳
の
水
府

流
、
国
立
精
研
・
厚
労
省
、
知

的
障
害
者
育
成
会
の
各
関
係
者

な
ど
多
く
の
人
達
の
ス
ピ
ー
チ

か
ら
も
活
動
の
幅
の
広
さ
が
伺

え
ま
し
た
。
中
で
も
、〝
知
的
障

害
の
あ
る
人
に
も
当
た
り
前
の

旅
の
楽
し
み
を
〟
を
目
的
に
国

内
外
の
青
年
の
旅
に
30
年
以
上

同
行
し
て
い
た
こ
と
も
知
り
驚

嘆
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

当
日
の
資
料
に
よ
る
と
、
著

書
は
１
７
９
、
か
か
わ
っ
た
白

書
は
精
神
薄
弱
者
問
題
白
書
、

発
達
障
害
白
書
、
厚
生
白
書
、

精
神
保
健
福
祉
白
書
と
あ
り
ま

す
。彼

は
２
０
１
２
年
春
に
瑞
宝

中
綬
章
を
受
章
し
て
い
ま
す
。

そ
の
挨
拶
の
一
部
を
紹
介
し
ま

す
。「
こ
の
度
の
褒
章
が
、
国
立

の
研
究
所
所
長
を
務
め
た
か
ら

と
い
う
の
で
は
な
く
精
神
障
害

者
の
み
な
ら
ず
知
的
障
害
者
や

認
知
症
高
齢
者
の
地
域
生
活
支

援
へ
の
関
わ
り
を
誉
め
て
い
た

だ
い
た
も
の
な
ら
ば
有
り
難
く

お
受
け
し
た
い
と
思
っ
た
次
第

で
す
。」（
２
０
１
２
年
９
月
11

日
発
行
ゐ
の
は
な
同
窓
会
報
第

１
６
１
号
よ
り
）
こ
こ
に
彼
の

姿
勢
が
集
約
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

当
日
は
、
千
葉
大
学
精
神
科

関
係
で
出
席
し
た
佐
藤
壹
三
元

教
授
（
昭
21
）、
宮
代
（
旧
姓
浜

村
）
道
子
さ
ん
（
昭
36
）、
小
野

幸
雄
君
（
昭
37
）、
熊
田
正
義
君

（
昭
38
）
と
共
に
あ
り
し
日
の
吉

川
君
を
偲
び
ま
し
た
。

「
梅
の
香
を
纏
ひ　

卒
然
と

　

游
子
去
る
」　

こ
れ
は
「
や
は

ぎ
会
」
の
句
友
で
１
年
後
輩
の

小
野
幸
雄
君
の
献
句
で
す
。

吉
川
武
彦
君
は
千
葉
大
学
医

学
部
の
誇
る
べ
き
先
達
の
一
人

で
す
。
私
の
拙
文
で
そ
の
一
端

で
も
お
汲
み
取
り
頂
け
れ
ば
あ

り
が
た
く
存
じ
ま
す
。

宮
治
誠
先
生
（
千
葉
大
学
名

誉
教
授
、
元
真
菌
医
学
研
究
セ

ン
タ
ー
長
）
は
２
０
１
５
年
３

月
８
日
に
77
歳
で
永
眠
さ
れ
ま

し
た
。
宮
治
先
生
は
１
９
３
７

年
４
月
６
日
に
川
崎
市
に
生
ま

れ
、
川
崎
高
校
を
卒
業
。
１
９

６
３
年
３
月
に
千
葉
大
学
医
学

部
卒
業
、
日
本
鋼
管
病
院
イ
ン

タ
ー
ン
を
経
て
同
大
学
大
学
院

医
学
研
究
科
を
修
了
し
、
医
学

部
皮
膚
科
助
手
、
国
立
習
志
野

病
院
皮
膚
科
医
長
、
千
葉
大
学

腐
敗
研
究
所
助
手
、
生
物
活
性

研
究
所
助
教
授
を
歴
任
後
、
１

９
７
７
年
に
同
研
究
所
教
授
に

昇
任
さ
れ
ま
し
た
。
大
学
院
時

代
の
前
半
２
年
間
は
腐
敗
研
究

所
で
病
原
真
菌
の
研
究
を
さ
れ

ま
し
た
。
所
属
は
食
品
細
菌
を

専
門
と
す
る
腐
敗
研
究
部
で
し

た
が
、
主
任
教
授
の
藤
原
喜
久

夫
先
生
の
御
理
解
の
も
と
、
深

在
性
皮
膚
真
菌
症
の
原
因
菌
の

研
究
を
始
め
ま
し
た
。
な
ぜ
、

腐
敗
細
菌
を
専
攻
と
す
る
研
究

部
で
病
原
真
菌
の
研
究
を
一
人

で
始
め
た
の
で
す
か
、
と
お
尋

ね
し
た
所
、
宮
治
先
生
い
わ
く
、

医
学
部
卒
業
間
際
に
整
形
外
科

の
鈴
木
次
郎
教
授
に
「
君
は
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
ば
か
り
や
っ
て
い

て
勉
強
を
し
な
か
っ
た
が
、
運

動
部
の
学
生
は
卒
業
後
よ
く
勉

強
し
て
伸
び
る
者
が
い
る
、
君

も
頑
張
り
な
さ
い
」
と
言
わ
れ

た
こ
と
、
も
う
一
つ
は
千
葉
大

皮
膚
科
で
誰
も
手
を
つ
け
て
い

な
い
カ
ビ
（
真
菌
）
を
専
攻
す

る
と
言
え
ば
大
学
院
に
受
か
る

と
思
っ
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

学
部
で
は
単
位
を
落
と
さ
ぬ
程

度
の
勉
強
し
か
し
な
か
っ
た
の

で
、
大
学
院
時
代
は
一
所
懸
命

研
究
を
す
る
と
決
心
、
学
位
を

取
得
し
た
後
は
臨
床
に
戻
り
、

開
業
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
そ

う
で
す
。

当
時
の
千
葉
大
皮
膚
科
で
は

真
菌
の
培
養
検
査
は
な
さ
れ
て

お
ら
ず
、
表
在
性
真
菌
症
は
発

疹
部
の
苛
性
カ
リ
包
埋
標
本
の

顕
微
鏡
観
察
に
止
め
菌
種
は
特

定
さ
れ
ず
、
特
に
深
在
性
皮
膚

真
菌
症
の
診
断
は
病
名
す
ら
特

定
が
困
難
で
し
た
。
宮
治
先
生

は
先
ず
、
真
菌
症
の
疑
い
が
あ

れ
ば
、
片
端
か
ら
培
養
検
査
を

し
、
菌
種
を
調
べ
、
白
癬
、
皮

膚
カ
ン
ジ
ダ
症
、
ス
ポ
ロ
ト
リ

コ
ー
シ
ス
、
ク
ロ
モ
ミ
コ
ー
シ

ス
の
診
断
を
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

同
時
に
カ
ン
ジ
ダ
の
病
原
性
と

発
芽
管
形
成
能
の
関
係
、
慢
性

粘
膜
皮
膚
カ
ン
ジ
ダ
症
（
Ｃ
Ｍ

Ｃ
Ｃ
）
に
お
け
る
液
性
抗
体
の

著
明
な
上
昇
、
副
甲
状
腺
機
能

低
下
な
ど
後
に
先
天
的
な
細
胞

性
免
疫
能
不
全
と
Ｃ
Ｍ
Ｃ
Ｃ
の

関
係
を
示
す
先
駆
け
的
な
研
究

を
さ
れ
ま
し
た
。
大
学
院
修
了

後
は
ア
ス
ペ
ル
ギ
ル
ス
症
、
ク

リ
プ
ト
コ
ッ
ク
ス
症
、
深
在
性

皮
膚
真
菌
症
に
お
け
る
細
胞
性

免
疫
能
の
役
割
を
ヌ
ー
ド
マ
ウ

ス
の
実
験
感
染
に
よ
っ
て
明
ら

か
に
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
は
１

９
７
９
年
９
月
か
ら
１
年
間
、

米
国
の
疾
病
管
理
セ
ン
タ
ー

（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
に
文
部
省
長
期
在
外

研
究
員
と
し
て
滞
在
さ
れ
、
毒

性
の
強
い
バ
イ
オ
セ
イ
フ
テ
ィ

レ
ベ
ル
（
Ｂ
Ｓ
Ｌ
）
３
の
真
菌

に
よ
る
感
染
症
の
研
究
に
着
手

さ
れ
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
こ

れ
ら
の
感
染
症
は
海
外
で
は
風

土
病
と
し
て
発
生
し
、
日
本
に

は
常
在
し
な
い
の
で
、
輸
入
真

菌
症
と
総
称
し
た
の
は
宮
治
先

生
で
す
。
当
時
は
Ｂ
Ｓ
Ｌ
３
と

日
和
見
真
菌
の
専
門
家
は
極
め

て
限
ら
れ
て
い
た
の
で
、
全
国

か
ら
重
症
真
菌
症
の
診
断
相
談

を
受
け
、
分
離
株
の
種
同
定
を

引
き
受
け
ま
し
た
。
生
物
活
性

研
究
所
か
ら
改
組
さ
れ
た
真
菌

医
学
セ
ン
タ
ー
に
は
病
原
性
真

菌
が
集
積
さ
れ
、
国
内
で
は
唯

一
の
Ｂ
Ｓ
Ｌ
３
の
真
菌
を
保
存
、

研
究
す
る
拠
点
に
育
て
上
げ
、

種
々
の
菌
種
を
用
い
て
分
子
系

統
・
分
類
学
、
同
定
、
分
子
疫

学
研
究
へ
と
導
き
ま
し
た
。
先

生
は
国
際
交
流
に
も
力
を
注
ぎ
、

特
に
中
国
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
は

多
く
の
研
究
者
、
留
学
生
を
受

け
入
れ
、
病
原
真
菌
・
放
線
菌

の
共
同
研
究
を
遂
行
し
、
多
く

の
人
材
を
育
て
ま
し
た
。
そ
れ

に
伴
い
病
原
真
菌
・
放
線
菌
の

保
存
事
業
は
世
界
的
に
見
て
も

有
数
な
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
間
１
９
８
７
年
に
生
物
活

性
研
究
所
廃
止
か
ら
真
核
微
生

物
研
究
セ
ン
タ
ー
の
新
設
、
10

年
時
限
の
前
後
各
４
年
間
、
１

９
９
７
年
の
真
菌
医
学
研
究
セ

ン
タ
ー
へ
の
改
組
後
の
２
年
間

１
９
９
９
年
ま
で
セ
ン
タ
ー
長

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

日
本
菌
学
会
会
長
、
日
本
医

真
菌
学
会
編
集
委
員
長
な
ど
要

職
を
務
め
ら
れ
、
１
９
８
９
年

に
日
本
医
真
菌
学
会
賞
、
２
０

０
２
年
に
日
本
菌
学
会
教
育
文

化
賞
を
受
賞
。
ま
た
、
先
生
は

独
特
な
ス
タ
イ
ル
の
軽
妙
な
エ

ッ
セ
イ
を
も
の
さ
れ
、「
カ
ビ
博

士
奮
闘
記
」
で
講
談
社
出
版
文

化
賞
科
学
出
版
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

大
学
院
修
了
後
も
医
真
菌
学

研
究
に
邁
進
し
、
臨
床
医
に
な

る
と
い
う
当
初
目
的
は
２
０
０

３
年
３
月
停
年
退
官
後
に
先
延

ば
し
さ
れ
ま
し
た
が
、
川
崎
市

内
の
御
自
宅
で
開
業
を
果
た
さ

れ
ま
し
た
。
学
者
と
し
て
は
先

見
性
あ
る
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て

研
究
に
励
ま
れ
、
組
織
人
と
し

て
は
た
い
へ
ん
な
御
苦
労
を
さ

れ
ま
し
た
が
、
強
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
と
情
あ
る
調
整
力
で
乗

り
切
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
瑞
宝
中
綬
章
を
受
章

さ
れ
た
事
を
謹
ん
で
報
告
し
、

心
か
ら
御
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

 

合
掌

宮
治
誠
先
生
を
偲
ん
で

　

西　

村　

和　

子
（
昭
40
）

　

同
窓
会
員
の
ご
逝
去
に
際
し
、

弔
文
の
掲
載
を
ご
希
望
さ
れ
る
方

は
、
同
窓
会
本
部
へ
原
稿
を
お
送

り
下
さ
い
。



ゐ　の　は　な　同　窓　会　報（21） 研修プログラム   第170号
　

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

循
環
器
内
科
の
特
徴

当
科
は
〝
地
域
医
療
か
ら
最

先
端
研
究
ま
で
〟
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
個
性
豊
か
な
循
環
器
内
科

医
の
育
成
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、

医
学
部
の
役
割
と
さ
れ
る
臨

床
・
研
究
・
教
育
の
３
つ
の
分

野
を
個
々
の
適
性
に
合
わ
せ
て

分
業
し
、
い
ず
れ
か
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
と
な
る
べ
く
個
々
の
力

を
最
大
限
集
中
で
き
る
体
制
を

整
え
て
い
ま
す
。
臨
床
担
当
は

大
学
病
院
の
使
命
で
あ
る
高

度
・
最
先
端
医
療
を
中
心
に
行

い
、
研
究
担
当
が
最
先
端
の
研

究
を
全
世
界
に
発
信
し
、
教
育

担
当
が
学
生
・
研
修
医
の
教
育

を
充
実
さ
せ
て
お
り
、
世
界
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
教
室
を
形
成
す

べ
く
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

臨
床
担
当
に
つ
い
て
は
、
冠

動
脈
疾
患
治
療
部
、
不
整
脈
、

画
像
診
断
、
心
不
全
、
血
管
再

生
治
療
の
５
つ
の
グ
ル
ー
プ
が

存
在
し
ま
す
。
当
科
の
中
核
を

な
す
冠
動
脈
疾
患
治
療
部
で
は
、

主
に
急
性
心
筋
梗
塞
症
な
ど
の

虚
血
性
心
疾
患
を
対
象
と
し
た

心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
・
治
療

を
専
門
と
し
て
い
ま
す
。
小
林

欣
夫
教
授
就
任
後
に
同
検
査
・

治
療
件
数
は
飛
躍
的
に
増
加
し
、

平
成
25
年
度
の
経
皮
的
冠
動
脈

形
成
術
件
数
は
３
９
０
件
と
国

立
大
学
病
院
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
に
入
り
ま
す
。
同
部
門
ス
タ

ッ
フ
は
国
内
外
か
ら
ラ
イ
ブ
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
依
頼

さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
技
術
は
世

界
的
に
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

周
辺
施
設
か
ら
は
通
常
の
カ
テ

ー
テ
ル
治
療
で
は
対
処
が
困
難

な
慢
性
完
全
閉
塞
病
変
を
有
す

る
症
例
な
ど
も
数
多
く
ご
紹
介

頂
き
、
良
好
な
治
療
成
績
を
あ

げ
て
い
ま
す
。

不
整
脈
グ
ル
ー
プ
で
は
、
不

整
脈
疾
患
に
対
す
る
カ
テ
ー
テ

ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
治
療
や
、

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
・
植
え
込
み

型
除
細
動
器
等
を
用
い
た
デ
バ

イ
ス
治
療
、
薬
物
治
療
を
行
っ

て
い
ま
す
。
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
件
数
は
年
間
約

２
５
０
件
、
デ
バ
イ
ス
植
え
込

み
は
年
間
約
２
０
０
件
と
、
こ

ち
ら
も
国
立
大
学
病
院
に
お
い

て
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
入
り
ま
す
。

画
像
診
断
グ
ル
ー
プ
で
は
、

心
臓
超
音
波
を
中
心
に
、
質
の

高
い
Ｒ
Ｉ
も
数
多
く
行
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
は
施
行
可
能
施

設
が
限
ら
れ
る
心
臓
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
し
た
Ｐ
Ｅ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ

に
加
え
、
Ｃ
Ｔ
は
現
在
第
２
世

代
の
３
２
０
列
Ｃ
Ｔ
を
導
入
し
、

非
侵
襲
的
な
冠
動
脈
評
価
を
行

っ
て
い
ま
す
。

心
不
全
領
域
で
は
、
近
年
補

助
人
工
心
臓
の
臨
床
応
用
が
進

み
、
従
来
は
救
命
が
難
し
か
っ

た
重
症
心
不
全
の
治
療
が
注
目

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
当
科
の
臨

床
心
不
全
グ
ル
ー
プ
で
は
、
心

臓
外
科
と
協
力
し
て
、
心
移
植

治
療
を
見
据
え
た
県
内
で
も
屈

指
の
質
の
高
い
内
科
的
管
理
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

血
管
再
生
治
療
に
つ
い
て
は
、

閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
な
ど
の
重

症
の
下
肢
虚
血
性
疾
患
に
対
し
、

厚
生
労
働
省
か
ら
高
度
先
進
医

療
と
し
て
認
可
さ
れ
た
末
梢
血

単
核
球
細
胞
の
移
植
治
療
を
行

っ
て
お
り
、
当
科
で
は
既
に
の

べ
１
２
０
名
を
こ
え
る
数
多
く

の
治
療
実
績
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
各
臨
床
グ

ル
ー
プ
は
数
多
く
の
臨
床
研
究

も
行
っ
て
お
り
、
国
際
学
会
等

に
お
け
る
多
数
の
研
究
発
表
や

論
文
報
告
も
行
っ
て
い
ま
す
。

基
礎
研
究
グ
ル
ー
プ
で
は
心

不
全
の
病
態
解
明
や
新
規
治
療

薬
開
発
、
さ
ら
に
は
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
で
近
年
話
題
の
再
生
医
療
に

注
目
し
、
種
々
の
細
胞
ソ
ー
ス

を
用
い
た
移
植
医
療
や
、
内
因

性
の
心
筋
再
生
・
保
護
促
進
機

構
の
解
明
に
よ
る
心
筋
再
生
治

療
の
開
発
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
基
礎
研
究
を
広
く
臨

床
応
用
に
つ
な
げ
る
べ
く
、
前

述
の
血
管
再
生
治
療
の
よ
う
な

ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ

ー
チ
も
盛
ん
に
行
っ
て
い
ま
す
。

基
礎
研
究
グ
ル
ー
プ
の
大
学
院

生
の
研
究
内
容
は
世
界
一
流
の

科
学
雑
誌
（Nature, Nature 

M
ed, Nature Cell Biol

等
）

に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
業

績
は
国
内
外
で
高
く
評
価
さ
れ
、

多
く
の
学
会
等
で
受
賞
も
し
て

い
ま
す
。

当
科
に
お
け
る
研
修
プ
ラ
ン

平
成
23
年
４
月
よ
り
当
科
で

は
初
期
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
大

改
革
を
行
い
、
病
棟
研
修
と
臨

床
検
査
研
修
を
半
日
ず
つ
行
う

こ
と
を
原
則
と
し
ま
し
た
。
臨

床
検
査
研
修
で
は
、
心
エ
コ
ー
、

各
種
画
像
診
断
（
Ｃ
Ｔ
・
核
医

学
等
）、
不
整
脈
・
運
動
負
荷
、

心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
の
４
種
類
の

主
要
循
環
器
検
査
を
１
週
間
単

位
で
研
修
し
ま
す
。
例
え
ば
、

心
エ
コ
ー
担
当
の
週
で
は
、
午

前
中
は
毎
日
心
エ
コ
ー
研
修
で
、

午
後
は
病
棟
勤
務
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
従
来
の
初
期
研
修

は
病
棟
業
務
に
偏
重
し
が
ち
で

し
た
が
、
循
環
器
内
科
業
務
全

般
の
研
修
が
可
能
で
手
技
的
な

部
分
も
多
く
学
べ
る
と
大
変
好

評
で
す
。
さ
ら
に
、
当
科
で
は

初
期
研
修
医
に
積
極
的
に
学
会

発
表
す
る
こ
と
も
薦
め
て
お
り
、

当
科
を
ロ
ー
テ
ー
ト
し
た
研
修

医
の
多
く
が
日
本
循
環
器
学
会

地
方
会
で
症
例
報
告
を
行
っ
て

い
ま
す
。
本
年
３
月
に
開
催
さ

れ
た
千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病

院
全
体
の
研
修
報
告
会
で
は
、

当
科
症
例
を
報
告
し
た
研
修
医

の
先
生
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

臨
床
研
修
終
了
後
に
入
局
し

た
場
合
（
卒
後
３
年
〜
４
・
５

年
目
）
は
、
都
内
・
千
葉
県
内

関
連
施
設
で
の
循
環
器
内
科
医

と
し
て
の
専
門
研
修
を
行
い
ま

す
。
そ
の
後
は
、
博
士
課
程
へ

の
進
学
や
海
外
・
国
内
留
学
な

ど
の
コ
ー
ス
が
選
択
可
能
で
す
。

多
く
は
大
学
院
へ
進
学
後
、
各

自
希
望
の
テ
ー
マ
に
応
じ
て
、

前
述
の
各
臨
床
な
い
し
研
究
グ

ル
ー
プ
に
所
属
し
ま
す
。
大
学

院
へ
進
学
し
な
い
場
合
は
、
千

葉
大
学
附
属
病
院
の
医
員
（
研

究
生
）
と
な
り
ま
す
。
大
学
病

循
環
器
内
科
　

千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院　

循
環
器
内
科　

　
　
　

助
教　

髙　

岡　

浩　

之
（
平
14
）

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院　

循
環
器
内
科
学　

　
　
　

教
授　

小　

林　

欣　

夫
（
昭
63
）

院
に
帰
局
し
た
若
手
医
局
員
と
、

教
官
ク
ラ
ス
の
指
導
医
が
ペ
ア

で
病
棟
症
例
を
担
当
し
、
初
期

研
修
医
や
病
棟
実
習
中
の
学
生

の
指
導
を
行
い
ま
す
。
若
手
医

局
員
は
病
棟
症
例
を
担
当
す
る

傍
ら
、
自
ら
の
専
門
分
野
の
研

鑽
を
積
み
、
専
門
医
取
得
に
備

え
ま
す
。
大
学
院
生
は
こ
の
半

年
〜
約
１
年
間
の
病
棟
研
修
後

は
、
選
択
分
野
の
研
究
に
専
念

可
能
で
す
。
冠
動
脈
カ
テ
ー
テ

ル
治
療
、
不
整
脈
治
療
等
、
循

環
器
専
門
医
に
必
要
な
全
て
の

分
野
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
可
能

で
、
さ
ら
に
は
大
学
病
院
で
し

か
経
験
で
き
な
い
、
再
生
治
療

な
ど
の
高
度
先
進
治
療
を
担
う

こ
と
も
で
き
ま
す
。
大
学
病
院

に
は
こ
う
し
た
各
領
域
の
エ
キ

ス
パ
ー
ト
が
存
在
し
、
そ
の
指

導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

大
学
院
修
了
後
の
進
路
は
、

海
外
施
設
（
最
近
で
はCardio-

vascular Research Foun-
dation

やStanford

大
学
等
）

や
国
内
施
設
へ
留
学
す
る
、
大

学
に
残
り
さ
ら
に
研
鑽
を
積
む
、

ま
た
は
各
自
希
望
の
関
連
病
院

に
就
職
す
る
な
ど
本
人
の
意
思

を
尊
重
し
、
多
様
性
に
富
む
の

が
当
科
の
特
徴
で
す
。
教
官
の

多
く
は
海
外
留
学
を
経
験
し
て

お
り
、
各
専
門
領
域
に
お
け
る

世
界
屈
指
の
施
設
で
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
積
み
、
帰
国
後
は
そ
の

経
験
を
活
か
し
て
大
学
院
生
の

指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

当
科
に
は
女
性
医
師
が
以
前

か
ら
数
多
く
在
籍
し
、
現
在
海

外
留
学
中
、
留
学
経
験
者
、
さ

ら
に
現
役
の
女
性
教
官
が
主
要

学
会
の
評
議
員
と
し
て
活
躍
し

て
い
ま
す
。
女
性
医
師
の
出
産

や
育
児
な
ど
と
業
務
と
の
両
立

に
つ
い
て
は
医
局
全
体
が
気
を

配
り
、
希
望
の
勤
務
体
系
が
選

択
可
能
で
あ
り
、
多
様
な
形
で

臨
床
技
術
の
習
得
や
学
会
で
の

活
躍
が
可
能
で
す
。

当
科
は
前
述
の
よ
う
に
〝
地

域
医
療
か
ら
最
先
端
研
究
ま
で
〟

を
達
成
す
べ
く
、
臨
床
担
当
は

高
度
・
最
先
端
の
臨
床
を
、
研

究
担
当
は
最
先
端
の
研
究
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、〝
臨

床
を
主
に
や
り
た
い
〟、〝
研
究

を
し
た
い
〟
な
ど
、
個
人
の
希

望
に
沿
っ
た
様
々
な
キ
ャ
リ
ア

プ
ラ
ン
を
提
供
で
き
ま
す
。
将

来
的
に
も
多
く
の
関
連
施
設
か

ら
勤
務
内
容
を
理
解
し
た
上
で

勤
務
先
を
選
択
で
き
る
た
め
、

就
職
選
択
の
幅
を
確
保
で
き
ま

す
。
さ
ら
な
る
当
科
関
連
情
報

に
つ
き
ま
し
て
は
当
科
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
詳
細
に
記
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ぜ
ひ

ご
参
照
頂
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。
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君
津
中
央
病
院
は
千
葉
県
木

更
津
市
に
あ
る
公
立
病
院
で
す
。

病
床
数
６
６
１
床
、
40
科
あ
ま

り
の
外
来
を
運
営
し
、
医
師
・

歯
科
医
師
が
１
２
０
名
在
籍
し
、

約
30
名
の
初
期
研
修
医
と
共
に

診
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
地

域
の
基
幹
病
院
と
し
て
、
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
（
３
次
救
急
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
事
業
拠
点
病

院
）、
小
児
救
急
医
療
拠
点
病

院
、
地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ

ン
タ
ー
、
地
域
が
ん
診
療
拠
点

病
院
、
第
二
種
感
染
症
指
定
医

療
機
関
な
ど
の
認
定
、
指
定
を

受
け
て
い
ま
す
。
当
院
の
重
点

医
療
分
野
は
救
急
医
療
（
外
傷
、

冠
動
脈
疾
患
、
脳
血
管
障
害
を

は
じ
め
と
す
る
救
急
診
療
に
対

応
し
、
連
日
８
系
統
の
当
直
体

制
を
敷
き
他
に
オ
ン
コ
ー
ル
シ

ス
テ
ム
を
採
用
）、
が
ん
治
療

（
初
期
診
療
か
ら
終
末
期
医
療
ま

で
）、
お
よ
び
周
産
期
医
療
（
産

科
、
新
生
児
科
、
小
児
科
診
療
）

で
す
。

当
院
の
初
期
研
修
は
医
師
法

に
よ
る
旧
制
度
の
臨
床
研
修
施

設
指
定
病
院
に
始
ま
り
、
現
行

の
制
度
と
な
っ
て
か
ら
は
、
現

在
ま
で
当
院
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
他
、
千
葉
大
学
と
の
た
す

き
掛
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
続
け

て
い
ま
す
。
当
院
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
構
成
は
以
下
の
特
徴
を
持
ち

ま
す
。

１　

個
々
の
研
修
医
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

作
成
し
て
い
ま
す
。
必
修
、
選

択
必
修
、
選
択
科
目
の
全
般
の

診
療
科
選
択
や
研
修
順
序
に
つ

き
可
能
な
限
り
調
整
し
テ
イ
ラ

ー
メ
イ
ド
研
修
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

２　

豊
富
な
症
例
と
多
数
の
指

導
医
に
よ
る
充
実
し
た
研
修
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
26
年

度
は
一
日
平
均
入
院
数
５
５
０

名
、
外
来
数
１
１
０
０
名
を
診

療
し
て
い
ま
す
。

３　

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ケ
ア
、
救

急
医
療
研
修
の
充
実
を
図
っ
て

い
ま
す
。
地
域
医
療
と
し
て
本

院
よ
り
規
模
の
小
さ
い
分
院
な

ど
の
勤
務
や
、
本
院
で
の
研
修

科
の
副
直
お
よ
び
週
末
の
Ｅ
Ｒ

当
直
の
実
施
お
よ
び
選
択
科
目

と
し
て
の
総
合
診
療
科
の
研
修

を
行
っ
て
い
ま
す
。

４　

本
院
の
み
で
賄
え
な
い
部

門
、
す
な
わ
ち
精
神
科
（
２
箇

所
の
研
修
協
力
病
院
）、
腎
臓
内

科（
研
修
協
力
病
院
を
整
備
中
）、

地
域
医
療
（
富
津
市
の
分
院
に

加
え
２
次
医
療
圏
内
と
北
海
道

に
各
１
箇
所
の
研
修
協
力
病
院

を
整
備
中
）、
地
域
保
健
（
保
健

所
）
に
関
し
協
力
施
設
を
整
備

し
て
い
ま
す
。

当
院
の
千
葉
大
学
医
学
部
卒

業
者
は
79
名
で
以
下
の
通
り
で

す
。

緩
和
医
療
科
：
鈴
木
紀
彰
（
昭

50
、
病
院
長
）、
神
経
内
科
：
藤

沼
好
克
（
平
15
）、
片
桐
明
（
平

16
）、
循
環
器
科
：
氷
見
寿
治

（
昭
55
、
医
務
局
長
）、
山
本
雅

史
（
平
４
）、
松
戸
裕
治
（
平

６
）、
関
根
泰
（
平
８
）、
芳
生

旭
志
（
平
13
）、
外
池
範
正
（
平

14
）、
橋
本
理
（
平
24
）、
内
分

泌
代
謝
科
：
石
橋
亮
一（
平
19
）、

呼
吸
器
内
科
：
篠
﨑
俊
秀
（
昭

57
）、
寒
竹
政
司
（
平
14
）、
松

山
亘
（
平
22
）、
鹿
野
幸
平
（
平

24
）、
宮
坂
悠
惟
果
（
平
24
）、

消
化
器
内
科
：
福
山
悦
男
（
昭

36
、
企
業
長
）、
畦
元
亮
作
（
昭

58
）、
吉
田
有
（
平
３
）、
大
部

誠
道
（
平
７
）、
藤
本
竜
也
（
平

14
）、
近
藤
孝
行
（
平
18
）、
泉

水
美
有
紀
（
平
24
）、
小
児
科
：

諏
訪
部
信
一
（
平
３
）、
木
下
香

（
平
11
）、
髙
田
展
行
（
平
14
）、

新
生
児
科
：
大
曽
根
義
輝
（
昭

62
）、
富
田
美
佳
（
平
９
）、
佐
々

木
恒
（
平
11
）、
藤
田
真
祐
子

（
平
21
）、
外
科
：
海
保
隆
（
昭

57
）、
柳
澤
真
司
（
昭
60
）、
中

田
泰
幸
（
平
16
）、
川
口
留
以

（
平
22
）、
形
成
外
科
：
重
原
岳

雄
（
昭
58
）、
有
川
理
紗
（
平

20
）、
整
形
外
科
：
大
塚
誠
（
平

７
）、
蓮
江
文
男
（
平
９
）、
神

谷
光
史
郎
（
平
18
）、

脳
神
経
外
科
：
須
田
純
夫
（
昭

52
、
副
院
長
）、
岡
陽
一
（
昭

56
、
副
院
長
）、
田
島
洋
佑
（
平

17
）、
奥
山
翼
（
平
成
23
）、
呼

吸
器
外
科
：
飯
田
智
彦（
平
４
）、

豊
田
行
英
（
平
22
）、

心
臓
血
管
外
科
：
須
藤
義
夫（
昭

55
）、
池
内
博
紀
（
平
24
）、
小

児
外
科
：
大
野
幸
恵
（
平
17
）、

産
婦
人
科
：
小
林
治
（
昭
51
）、

平
敷
好
一
郎
（
平
９
）、
新
井
未

央
（
平
22
）、
糸
井
瑞
恵
（
平
23

国
保
直
営
総
合
病
院
　

君
津
中
央
病
院

病
院
長
・
千
葉
大
学
臨
床
教
授

鈴　

木　

紀　

彰
（
昭
50
）

年
）、
藤
田
久
子
（
平
24
）、
片

山
恵
里
（
平
25
）、
眼
科
：
浅
海

紀
子
（
平
７
）、
耳
鼻
咽
喉
科
：

枝
川
久
美
子
（
平
25
）、
麻
酔

科
：
山
岸
頌
子
（
平
22
）、
村
松

隆
宏
（
平
23
）、
救
急
・
集
中
治

療
科
：
北
村
伸
哉
（
平
成
元
）、

大
谷
俊
介
（
平
13
）、
大
村
拓

（
平
18
）、
総
合
診
療
科
：
寺
田

和
彦
（
平
17
）、
放
射
線
科
：
平

田
貴
（
昭
59
）、
大
佐
和
分
院
眼

科
：
佐
々
木
幸
三
（
平
６
）、
臨

床
研
修
医
：
伊
藤
祐
輝（
平
26
）、

今
本
拓
郎
（
平
26
）、
小
野
里
優

希
（
平
26
）、
加
藤
央
隼
（
平

26
）、
正
田
純
平
（
平
26
）、
平

沢
累
（
平
26
）、
細
川
郁
（
平

26
）、
山
田
英
幸
（
平
成
26
）、

山
本
寛
人
（
平
26
）、
飯
島
雄
太

（
平
27
）、
柴
田
裕
輔
（
平
27
）、

志
村
麗
（
平
27
）、
髙
橋
侑
里

（
平
27
）、
戸
ヶ
崎
賢
太
郎
（
平

27
）、
西
井
開
（
平
27
）

私
は
平
成
22
年
に
千
葉
大
学

を
卒
業
し
、
松
戸
市
立
病
院
で

２
年
間
初
期
臨
床
研
修
を
行
っ

た
後
、
同
病
院
内
科
で
１
年
間
、

横
浜
労
災
病
院
リ
ウ
マ
チ
科
・

膠
原
病
内
科
で
１
年
半
の
後
期

臨
床
研
修
を
行
い
、
２
０
１
４

年
10
月
よ
り
千
葉
大
学
医
学
部

附
属
病
院
ア
レ
ル
ギ
ー
・
膠
原

病
内
科
で
シ
ニ
ア
レ
ジ
デ
ン
ト

と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

大
学
病
院
の
魅
力
は
な
ん
と

い
っ
て
も
そ
の
症
例
の
豊
富
さ

に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
私

た
ち
の
扱
う
膠
原
病
は
有
病
率

が
数
万
か
ら
数
十
万
人
に
１
人

と
稀
な
疾
患
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

ま
た
、
単
に
症
例
数
が
少
な
い

と
い
う
だ
け
で
な
く
そ
の
臨
床

症
状
も
多
彩
で
あ
り
、
同
じ
疾

患
で
あ
っ
た
と
し
て
も
１
例
ご

と
に
そ
の
症
状
は
異
な
り
ま
す
。

私
が
こ
れ
ま
で
研
修
を
行
っ
た

病
院
で
も
多
く
の
症
例
を
経
験

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

大
学
病
院
で
は
さ
ら
に
多
く
の
、

そ
し
て
初
発
の
症
例
が
集
ま
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
大

学
病
院
に
勤
務
し
て
１
年
足
ら

ず
で
す
が
、
再
発
性
多
発
軟
骨

炎
（
日
本
に
お
け
る
患
者
数
は
、

４
０
０
〜
５
０
０
人
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
）
や
神
経
ベ
ー
チ

ェ
ッ
ト
病
の
初
発
例
な
ど
、
こ

れ
ま
で
経
験
す
る
こ
と
の
な
か

っ
た
疾
患
や
病
態
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。

私
が
ア
レ
ル
ギ
ー
・
膠
原
病

内
科
を
選
択
し
た
主
な
理
由
の

１
つ
は
、
全
身
を
診
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
点
に
あ
り
ま
す
。

膠
原
病
自
体
も
そ
れ
ぞ
れ
多
彩

研
修
医
だ
よ
り

後
期
研
修
に
臨
ん
で

千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院

ア
レ
ル
ギ
ー
・
膠
原
病
内
科

　

末　

廣　

健　

一
（
平
22
）
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な
症
状
を
呈
し
ま
す
し
、
不
明

熱
な
ど
診
断
に
苦
慮
す
る
症
例

や
感
染
症
な
ど
の
合
併
症
に
よ

る
入
院
も
あ
り
ま
す
。
各
科
の

協
力
を
得
て
診
断
、
治
療
を
行

う
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
が
、

大
学
病
院
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
科

が
高
い
専
門
性
を
有
し
て
お
り
、

コ
ン
サ
ル
ト
を
通
じ
て
自
分
自

身
の
知
識
も
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
が
で
き
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
・
膠
原
病
内
科

で
は
卒
業
後
５
〜
６
年
目
に
大

学
病
院
で
の
病
棟
業
務
を
担
当

し
ま
す
。
ベ
ッ
ド
数
は
15
床
で

入
局
者
は
毎
年
２
〜
３
人
な
の

で
、
１
人
あ
た
り
５
〜
８
人
程

度
の
患
者
を
受
け
持
つ
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
こ
に
初
期
研
修

の
先
生
や
他
科
か
ら
の
ロ
ー
テ

ー
ト
の
先
生
が
加
わ
り
診
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。
少
人
数
の
た

め
年
度
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
特
徴

が
出
や
す
い
よ
う
で
す
が
、
受

け
持
ち
患
者
の
決
定
や
あ
る
程

度
の
検
査
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど

は
病
棟
担
当
医
が
お
こ
な
っ
て

お
り
、
診
療
に
お
け
る
自
由
度

は
比
較
的
高
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
医
局
の
雰
囲
気

も
良
く
、
日
常
診
療
に
お
い
て

悩
み
や
疑
問
は
尽
き
ま
せ
ん
が
、

と
て
も
相
談
し
や
す
い
環
境
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ア
レ
ル
ギ

ー
・
膠
原
病
内
科
の
病
棟
は
東

棟
９
階
に
あ
り
、
腎
臓
内
科
や

皮
膚
科
、
形
成
外
科
と
の
混
合

病
棟
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に

腎
臓
内
科
や
皮
膚
科
に
は
お
世

話
に
な
る
場
面
が
多
く
、
そ
の

場
で
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
も
あ
り
、
恵
ま
れ
た
環
境
に

あ
る
と
思
い
ま
す
。

膠
原
病
と
い
う
と
な
ん
と
な

く
難
し
い
と
い
う
印
象
を
持
た

れ
が
ち
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に

大
学
病
院
で
の
研
修
は
得
る
も

の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
１
人
で

も
多
く
の
後
輩
が
膠
原
病
に
興

味
を
持
ち
、
千
葉
県
の
医
療
に

貢
献
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

ま
し
た
．
留
学
生
の
出
身
国
は
、

中
国
・
タ
イ
・
台
湾
・
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・

ネ
パ
ー
ル
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
マ

レ
ー
シ
ア
・
イ
ラ
ン
・
ア
メ
リ

カ
・
イ
ン
ド
・
ジ
ン
バ
ブ
エ
で

あ
り
、
お
国
訛
り
な
ら
ぬ
お
国

言
葉
（
自
国
語
）
で
の
話
に
花

が
咲
い
て
い
ま
し
た
．
ま
た
今

年
度
は
、
自
国
の
正
装
で
参
加

の
留
学
生
も
多
く
見
受
け
ら
れ
、

Festival

ら
し
い
華
や
か
な
雰

囲
気
と
な
り
ま
し
た
．
歓
談
の

間
に
も
、
織
田
成
人
教
授
（
医

学
部
）・M

ahm
ood Ashfaq

教
授
（
薬
学
部
）・
岡
田
忍
教
授

（
看
護
学
部
）
か
ら
の
ご
挨
拶

や
、
留
学
生
か
ら
の
感
謝
の
言

葉
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
よ
り
、
亥
鼻
地
区
の

留
学
生
担
当
教
員
（
戸
井
田
敏

彦
教
授
、
田
村
裕
准
教
授
、
野

崎
章
子
講
師
、菅
波
晃
子
助
教
）、

学
務
係
（
医
学
部
・
加
藤
美
由

紀
氏
、
薬
学
部
・
渡
邊
美
雪
氏
、

山
本
弦
氏
、
看
護
学
部
・
山
田

眞
規
子
氏
）、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
（
渋
谷

圭
美
氏
）
が
協
力
し
合
い
な
が

ら
実
施
し
、
お
陰
様
で
無
事
に

交
流
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
．
こ
れ
も
一
重
に
、
ゐ

の
は
な
同
窓
会
・
薬
学
部
後
援

会
・
看
護
学
部
同
窓
会
か
ら
の

多
大
な
る
ご
支
援
と
ダ
ン
ス
サ

ー
ク
ル
「
舞
部
」（
顧
問
・
田
中

裕
二
准
教
授
）
に
よ
る
ご
協
力

の
賜
物
と
思
っ
て
お
り
ま
す
．

学
内
情
報

平
成
27
年
７
月
17
日
（
金
）、

亥
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
に
集
う
留
学

生
・
教
職
員
等
の
交
流
を
深
め

る
た
め
に
創
設
さ
れ
、
毎
年
の

恒
例
行
事
と
な
り
ま
し
た
「
亥

鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
留
学
生
交
流

会
：International Student 

Festival in Inohana Cam-
pus

」
を
開
催
し
ま
し
た
。

交
流
会
は
、「
ゐ
の
は
な
同
窓

会
館
」
の
広
々
と
し
た
ホ
ー
ル

に
於
き
ま
し
て
、
白
澤
浩
教
授

（
医
学
部
）
の
開
会
の
辞
に
続

き
、
石
橋
正
己
教
授
（
薬
学

部
）・
宮
崎
美
砂
子
教
授
（
看
護

学
部
）・
見
城
悌
治
准
教
授
（
国

際
教
育
セ
ン
タ
ー
）
か
ら
挨
拶

の
言
葉
を
頂
い
た
後
、
ダ
ン
ス

サ
ー
ク
ル
「
舞
部
」
に
よ
る
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
幕

を
開
け
ま
し
た
。

記
念
撮
影
の
後
、
木
村
定
雄

名
誉
教
授
（
本
交
流
会
の
創
設

者
・
グ
ラ
ン
ド
フ
ェ
ロ
ー
）
の

乾
杯
の
か
け
声
に
よ
り
、
料
理

を
は
さ
ん
で
の
歓
談
が
始
ま
り

ゐ
の
は
な
同
窓
会
支
援

第
10
回　

亥
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
留
学
生
交
流
会

生
命
情
報
科
学　

菅
波　

晃　

子

田
村　
　
　

裕

細
胞
治
療
内
科
学　

横
手　

幸
太
郎

第10回亥鼻キャンパス留学生交流会　参加者集計
医学部 薬学部 看護学部 その他 計

学生（うち外国籍） 28（21） 24（16） 29（7） 2（2） 83（46）
教員（うち外国籍） 7 （2） 10 （3） 6（0） 1（0） 24 （5）
その他 17　　 8　　 1 　 26　　

計 52（23） 42（19） 36（7） 3（2） 133（51）

出身国 医学部 薬学部 看護学部 その他 計
中国 19 9 2 30
タイ 4 4
台湾 1 2 3
バングラディッシュ 1 2 3
インドネシア 2 2
ネパール 1 1 2
ミャンマー 2 2
マレーシア 1 1
イラン 1 1
アメリカ 1 1
インド 1 1
ジンバブエ 1 1

計 23 19 7 2 51

日
本
と
い
う
異
国
で
暮
ら
す
留

学
生
た
ち
に
と
っ
て
、
年
に
一

度
の
、
心
安
ら
ぐ
ひ
と
時
と
な

っ
た
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

米本　昭彦　氏（昭29）
古山　信明　氏（昭43）
田邊　政裕　氏（昭49）
野村　文夫　氏（昭50）

平成27年度総会において
選出された名誉会員ゐ

の
は
な
同
窓
会

 

へ
の
寄
付

四
一
七
会
（
昭
47
）

八
万
二
千
円

平
成
ゼ
ロ
ヨ
ン
会
（
平
4
）

 

一
万
円

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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は
じ
め
に
、
空
手
道
部
の
沿

革
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
ま

す
。
１
９
５
８
年
に
発
足
し
た

空
手
同
好
会
を
前
身
と
し
、
１

９
６
２
年
に
正
式
に
空
手
道
部

と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
１
９
６
９
年
に
部
員
数

の
減
少
に
伴
い
活
動
休
止
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後

１
９
７
５
年
に
空
手
道
部
と
し

て
再
建
さ
れ
一
時
期
部
員
不
足

に
悩
ま
さ
れ
る
時
期
も
あ
り
ま

し
た
が
２
０
１
５
年
６
月
現
在
、

空
手
道
部
は
医
学
部
11
名
、
薬

学
部
３
名
、
あ
わ
せ
て
14
名
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
少
し
ず
つ

で
は
あ
り
ま
す
が
に
ぎ
や
か
さ

を
増
し
て
い
ま
す
。
以
前
は
団

体
戦
に
出
場
す
る
人
数
さ
え
難

儀
し
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
こ

２
、
３
年
の
間
で
部
員
が
増
え

た
だ
け
で
な
く
西
千
葉
空
手
道

同
好
会
、
青
葉
看
護
専
門
学
校

空
手
道
部
や
、
千
葉
大
学
の
留

学
生
な
ど
様
々
な
人
た
ち
と
と

も
に
日
ご
ろ
の
練
習
に
励
む
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

次
に
最
近
の
活
動
に
つ
い
て

紹
介
い
た
し
ま
す
。
空
手
道
部

は
和
道
流
空
手
の
指
導
を
水
曜

日
に
遠
藤
正
行
師
範
か
ら
い
た

だ
き
、
月
、
金
曜
日
は
部
員
同

士
で
精
進
し
て
い
ま
す
。
遠
藤

師
範
の
指
導
か
ら
は
空
手
の

種
々
の
動
き
に
多
く
の
工
夫
が

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
組
手

の
よ
う
な
相
手
と
の
駆
け
引
き

の
面
白
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
夏
に
は
西
千
葉
の
空

手
道
同
好
会
と
と
も
に
合
同
練

習
と
し
て
藤
田
幸
雄
先
生
（
千

葉
大
学
教
育
学
部
教
授
）
か
ら

ご
指
導
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

リ
ズ
ム
を
使
っ
た
ス
テ
ッ
プ
練

習
や
音
楽
を
か
け
つ
づ
け
た
動

的
な
練
習
方
法
は
普
段
の
練
習

と
は
異
な
り
ま
す
が
体
育
学
に

裏
付
け
さ
れ
て
お
り
大
変
勉
強

亥
鼻
空
手
道
部　

医
学
部
2
年　

深
澤　

嘉
樹

課
外
活
動
団
体
だ
よ
り

に
な
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

東
日
本
医
科
学
生
総
合
体
育
大

会
で
は
団
体
戦
に
フ
ル
メ
ン
バ

ー
で
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
も
の
の
、
残
念
な
が
ら
個
人
、

団
体
と
も
に
め
ざ
ま
し
い
成
績

を
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
て
お
り

ま
せ
ん
。
今
後
部
員
一
同
よ
り

一
層
鍛
錬
に
励
む
つ
も
り
で
す
。

最
後
に
空
手
道
部
を
設
立
、

存
続
さ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
先
生
方
に
こ
の
場

を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
が
現
在
こ
の
よ
う
な
恵

ま
れ
た
環
境
で
練
習
が
で
き
る

の
は
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

空
手
道
部
役
員

主
将　

楽
満
紳
大
郎

副
将　

右
田
修
介

会
計　

岡
野
公
亮

ロ
ン
ド
ン
へ
は
日
本
か
ら
直

行
便
で
12
時
間
前
後
だ
が
、
泣

く
子
も
だ
ま
る
ヒ
ー
ス
ロ
ー
空

港
の
入
国
審
査
の
行
列
に
は
い

つ
も
な
が
ら
閉
口
す
る
。
今
年

３
月
に
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
か

ら
ロ
ン
ド
ン
シ
テ
ィ
ー
エ
ア
ポ

ー
ト
に
降
り
立
っ
た
が
、
ヒ
ー

ス
ロ
ー
空
港
と
は
全
く
異
な
り

何
ら
並
ぶ
こ
と
も
な
く
入
国
で

き
た
こ
と
に
は
驚
い
た
。
ロ
ン

ド
ン
は
英
国
首
都
だ
け
あ
っ
て
、

医
学
史
施
設
は
豊
富
で
あ
る
。

以
下
筆
者
自
体
訪
問
し
た
施
設

の
一
部
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。

王
立
内
科
医
協
会（The Royal 

College of Physicians

）は
地

下
鉄Great Portland Street

駅
北
に
位
置
し
、
ヘ
ン
リ
ー
８

世
の
狩
猟
場
で
あ
っ
たRegent

公
園
南
東
部
に
あ
る
。
ウ
ィ
リ

ア
ム
・
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
の
胸
像
が

展
示
さ
れ
た
玄
関
ロ
ビ
ー
を
通

り
過
ぎ
る
と
１
階
ホ
ー
ル
壁
面

に
は
英
国
で
活
躍
し
た
内
科
医

の
面
々
の
肖
像
画
が
架
け
ら
れ

て
い
る
。
２
階
の
回
廊
に
は
ハ

ー
ヴ
ェ
イ
関
連
の
品
々
が
展
示

さ
れ
て
お
り
、
循
環
器
を
志
す

先
生
方
に
は
必
見
の
施
設
で
あ

る
。
な
お
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
は
ロ
ン

ド
ン
の
聖
バ
ー
ソ
ロ
ミ
ュ
ー
病

院
で
医
学
を
学
び
、
イ
タ
リ
ア

の
パ
ド
ヴ
ァ
に
留
学
し
て
い
る
。

聖
バ
ー
ソ
ロ
ミ
ュ
ー
病
院
に
も

ハ
ー
ヴ
ェ
イ
も
含
め
医
学
史
関

連
の
展
示
物
を
一
般
開
放
し
た

博
物
館
が
あ
る
（
写
真
）。

一
方
地
下
鉄Holborn

駅
か

ら
歩
い
て
５
分
ほ
ど
南
に
は

Lincolnʼs Inn Fields

に
面
し

て
王
立
外
科
医
協
会
（The 

Royal College of Surgeons

）

が
あ
る
。
ヘ
ン
リ
ー
８
世
が
外

科
医
組
合
と
床
屋
協
会
を
統
合

し
、
１
５
４
０
年
に
床
屋
︲
外

科
医
組
合
が
結
成
さ
れ
た
こ
と

に
始
ま
る
。
１
階
大
ホ
ー
ル
周

囲
に
は
歴
代
の
英
国
外
科
医
の

肖
像
画
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
が
、

最
も
目
立
つ
中
央
に
は
外
科
医

リ
ス
タ
ー
卿
の
肖
像
画
が
架
け

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
外
科
医
ジ

ョ
ン
・
ハ
ン
タ
ー
の
収
集
し
た

膨
大
な
解
剖
標
本
も
、
政
府
が

援
助
し
て
収
集
管
理
さ
れ
現
在

の
ハ
ン
タ
ー
博
物
館
に
な
っ
て

い
る
。
本
人
の
意
思
を
無
視
し

て
作
成
さ
れ
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・

バ
ー
ン
の
巨
人
症
骨
格
標
本
も

こ
の
中
に
あ
る
。
な
お
３
階
に

は
医
療
関
係
者
な
ら
入
れ
る
ウ

ェ
ル
カ
ム
解
剖
病
理
博
物
館
が

あ
る
。London University 

College

医
学
生
の
解
剖
や
病
理

の
実
習
や
口
答
試
験
に
利
用
さ

れ
て
い
る
が
、
日
本
で
は
ア
ト

　

会
員
か
ら

欧
州
医
学
史
巡
り

│
ロ
ン
ド
ン
│

　

杉
田　

克
生
（
昭
54
）

ラ
ス
で
し
か

お
目
に
か
か

れ
な
い
稀
有

な
病
理
標
本

が
数
多
く
展

示
さ
れ
て
い

る
。
貴
重
な

実
物
病
理
標

本
を
保
存
展

示
す
る
こ
と
は
、
日
本
で
も
医

学
専
門
教
育
上
重
要
で
あ
る
。

同
様
の
意
味
で
は
、Kingʼs 

College London

の
ゴ
ー
ド
ン

病
理
博
物
館
へ
の
訪
問
も
お
勧

め
す
る
。
特
に
そ
の
教
育
病
院

で
あ
る
ガ
イ
病
院
関
係
者
で
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
名
の
由
来

と
も
な
っ
て
い
る
ト
ー
マ
ス
・

ア
ジ
ソ
ン
、
ト
ー
マ
ス
・
ホ
ジ

キ
ン
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ブ
ラ
イ

ト
ン
ら
が
報
告
し
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
病
理
標
本
は
一
見
の
価
値
が

あ
る
。
そ
の
一
部
は
拙
著
（
日

本
醫
事
新
報2013, No4651, 

p76-78

）
に
紹
介
し
た
。

紙
面
の
関
係
で
詳
し
く
は
紹

介
で
き
な
い
が
、
他
に
も
科
学

博
物
館
内
ウ
ェ
ル
カ
ム
医
史
学

博
物
館
、
旧
セ
ン
ト
・
ト
ー
マ

ス
病
院
手
術
講
堂
、
セ
ン
ト
・

マ
リ
ー
病
院
内
フ
レ
ミ
ン
グ
実

験
室
跡
、
ソ
ー
ホ
ー
地
区
内
ジ

ョ
ン
・
ス
ノ
ー
の
コ
レ
ラ
井
戸

跡
、
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
公
園
内
ジ

ェ
ン
ナ
ー
銅
像
な
ど
、
ロ
ン
ド

ン
は
医
学
史
上
見
ど
こ
ろ
満
載

の
都
市
で
あ
る
。

聖バーソロミュー病院博物館内の
ウィリアム・ハーヴェイ胸像
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医
学
部
を
卒
業
し
医
師
と
し

て
の
道
を
歩
ん
だ
先
に
は
、
一

体
、
何
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
よ
う
な
疑
問
に
対
す
る
答

え
と
し
て
、
好
例
と
な
る
書
の

よ
う
で
す
。
外
科
医
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
、
そ
の
道
の
経
験
か

ら
、
栄
養
・
食
事
の
果
た
す
効

能
に
絶
大
な
活
力
の
あ
る
こ
と

を
見
出
し
、
本
書
に
至
っ
て
い

る
の
で
す
。「
21
世
紀
版
の
生
活

留
意
点
と
指
針
」
を
目
指
し
た

指
南
書
と
し
て
完
成
さ
せ
た
の

で
す
。

で
は
、
本
書
を
手
に
と
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。
す
る
と
、
次

か
ら
次
へ
と
興
味
が
湧
い
て
く

る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ま
ず

考
え
さ
せ
る
こ
と
は
、
書
名
で

す
。
何
故
、
貝
原
益
軒
著
「
養

生
訓
」
と
同
じ
か
？
健
康
長
寿

の
源
が
、
食
を
含
む
生
活
の
ス

タ
イ
ル
に
あ
る
こ
と
を
見
抜
い

た
よ
う
で
す
が
、
果
た
し
て
そ

う
な
の
か
？
さ
ら
に
、
長
寿
食

を
探
し
あ
て
た
と
あ
る
が
、
ど

の
よ
う
に
し
て
そ
の
よ
う
な
結

論
に
至
っ
た
の
か
？
一
方
、
食

事
以
外
の
生
活
様
式
に
つ
い
て

事
細
か
に
啓
示
し
て
い
る
が
、

そ
の
根
拠
は
何
か
？
等
々
で
す
。

さ
て
、
本
書
で
強
調
し
て
い

る
も
う
一
点
を
紹
介
し
て
お
き

ま
す
。
そ
れ
は
、
日
本
の
医
学

教
育
に
お
け
る
栄
養
学
の
構
築

で
す
。
栄
養
学
イ
コ
ー
ル
代
謝

学
そ
の
も
の
の
み
と
誤
解
さ
れ

が
ち
で
す
が
、
そ
の
誤
解
は
、

本
書
に
よ
り
、
一
気
に
晴
れ
る

こ
と
間
違
い
な
し
で
す
。
そ
の

上
で
、
医
学
・
医
療
の
現
場
に

お
い
て
、
今
一
度
、
医
師
と
し

て
の
人
生
に
栄
養
を
与
え
て
み

る
と
い
う
の
は
、
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

こ
の
本
（
実
際
は
雑
誌
の
増

刊
号
の
形
を
と
っ
て
い
る
。

Ann Nutr M
etabol 2015;66

（Suppl4

）：1-116

）
は
日
本

で
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
治
療
の

根
本
が
い
か
に
怪
し
い
か
を
、

主
に
日
本
で
の
疫
学
調
査
と
２

０
１
２
年
度
版
の
動
脈
硬
化
学

会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
精
査
す

る
形
で
述
べ
た
も
の
で
、＊Free 

access

と
な
っ
て
い
る
。Free 
access

と
は
、
著
作
権
は
出
版

社
（Karger

社
）
が
持
っ
て
い

る
が
、
出
版
費
用
は
出
版
社
が

す
べ
て
負
担
す
る
方
法
で
、
現

在
は
や
り
の
著
者
が
出
版
費
用

を
負
担
す
るopen access

と

は
異
な
る
。

欧
米
の
出
版
社
か
ら
学
術
関

連
の
本
を
執
筆
依
頼
さ
れ
た
場

合
、
ほ
ぼ
例
外
な
く
原
稿
料
も

印
税
も
入
ら
な
い
。
そ
こ
で
、

本
が
出
版
さ
れ
る
と
き
は
広
く

世
に
出
回
る
よ
う
に
、
安
く
売

っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
う
こ
と

に
な
る
。
こ
の
本
も
２
万
円
前

後
す
る
は
ず
だ
っ
た
よ
う
で
、

先
生
方
が
気
軽
に
中
身
を
覗
く

こ
と
な
ど
あ
り
得
な
い
と
覚
悟

し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
最
後
の

段
階
に
な
っ
て
、Karger

社
の

役
員
が
こ
の
本
の
重
要
さ
を
認

識
し
、
破
格
のfree access

と

し
た
。
新
刊
の
本
一
冊
分
が
最

初
か
ら
ま
る
ま
るfree access

と
な
る
こ
と
な
ど
、
常
識
的
に

は
あ
り
得
な
い
。
し
か
も
、
製

薬
会
社
を
敵
に
回
す
可
能
性
が

大
き
い
内
容
の
本
を
出
版
す
る

と
な
る
と
、
中
堅
の
医
学
関
連

出
版
社
のKarger

社
と
し
て

は
、
か
な
り
の
覚
悟
が
必
要
だ

っ
た
は
ず
で
あ
る
。

内
容
は
、
一
言
で
い
え
ば
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
敵
で
は
な
く
、

味
方
だ
と
い
う
こ
と
。
日
本
で

は
、
一
つ
の
疫
学
調
査
を
除
け

ば
、
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
あ

る
い
は
Ｌ
Ｄ
Ｌ-

コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
）
が
高
い
方
が
、
総
死
亡

率
は
低
い
。
こ
の
関
係
は
、
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
低
下
す
る
ほ

ど
重
症
な
参
加
者
を
除
く
た
め
、

最
初
の
数
年
の
死
亡
者
を
除
い

て
も
成
り
立
つ
。
世
界
的
に
は

老
齢
者
で
見
る
限
り
、
こ
の
関

同
窓
会
員
著
書
の
紹
介

済
陽
高
穂（
昭
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係
は
い
か
な
る
地
域
で
も
成
立

す
る
。

他
に
も
、
家
族
性
高
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
血
症
（
Ｆ
Ｈ
）
が
全

て
を
解
く
鍵
で
あ
る
こ
と
、
そ

の
Ｆ
Ｈ
が
心
筋
梗
塞
を
起
こ
す

の
は
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
せ

い
で
は
な
く
、
別
の
原
因
が
あ

る
こ
と
（
凝
固
系
の
亢
進
、
あ

る
い
は
Ｌ
Ｄ
Ｌ
を
十
分
利
用
で

き
な
い
た
め
血
管
が
栄
養
不
足

を
起
こ
す
な
ど
）
が
問
題
で
あ

る
こ
と
な
ど
を
示
し
た
。
実
際
、

ヘ
テ
ロ
の
Ｆ
Ｈ
で
心
筋
梗
塞
を

起
こ
す
人
と
起
こ
さ
な
い
人
で

は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
に
差
は

な
い
。
し
か
も
こ
れ
は
天
井
効

果
な
ど
で
は
な
い
。
ホ
モ
タ
イ

プ
の
Ｆ
Ｈ
で
は
、
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
値
が
さ
ら
に
高
く
、
冠
動

脈
疾
患
に
よ
る
死
亡
率
も
さ
ら

に
高
い
か
ら
だ
。

動
脈
硬
化
学
会
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
つ
い
て
は
、
粘
り
強
く

精
密
に
調
査
し
た
。
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
出
て
く
る
重
要
な
日
本

の
研
究
を
詳
細
に
調
べ
る
と
、

論
文
の
中
に
不
合
理
な
点
が
多

数
見
つ
か
っ
た
。
動
脈
硬
化
学

会
が
参
考
文
献
と
し
て
挙
げ
た

文
献
に
つ
い
て
は
、
是
非
本
書

を
読
ん
で
頂
け
れ
ば
と
思
う
。

重
大
な
ス
タ
チ
ン
の
問
題
点
も

記
載
し
た
。
ス
タ
チ
ン
は
血
液

脳
関
門
を
通
過
す
る
の
で
あ
る
。

脳
は
外
界
か
ら
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
を
実
質
上
も
ら
わ
な
い
唯
一

の
臓
器
で
、
自
分
自
身
で
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
を
合
成
し
て
い
る
。

し
か
も
他
の
臓
器
の
約
10
倍
も

の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
つ
ま
っ

て
い
る
。
ス
タ
チ
ン
で
精
神
神

経
系
の
副
作
用
が
出
な
い
わ
け

が
な
い
。

各
章
に
はAbstract

が
つ
い

て
い
る
た
め
、
そ
こ
だ
け
で
も

お
読
み
頂
け
れ
ば
、
内
容
が
理

解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
徹
底
的
調
査
は
、
何
ら
か

の
思
想
や
団
体
の
思
惑
、
あ
る

い
は
い
か
な
る
利
益
相
反
と
も

無
縁
で
あ
る
。
筆
頭
著
者
は
、

昨
年
よ
り
講
演
料
、
取
材
協
力

費
等
す
ら
辞
退
し
て
い
る
。

最
後
に
、
こ
のKarger

と
い

う
ス
イ
ス
の
出
版
社
は
と
て
も

ユ
ニ
ー
ク
な
出
版
社
で
あ
る
。

今
に
至
る
ま
で
、
と
う
と
う
一

度
も
書
類
に
よ
る
契
約
書
を
交

わ
さ
な
か
っ
た
。
著
作
権
を
譲

渡
す
る
と
の
契
約
書
も
存
在
し

な
け
れ
ば
、
口
約
束
す
ら
な
い
。

全
て
、
紳
士
協
定
な
の
だ
。

Karger

社
の
お
か
げ
で
、
大
変

貴
重
な
別
世
界
を
体
験
さ
せ
て

頂
い
た
。
た
だ
感
謝
。

（
７
月
にKarger

社
よ
り
連

絡
が
あ
り
、Karger

社
の
論
文

中
で
今
ま
で
の
最
高
ア
ク
セ

ス
・
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数
を
記
録

し
た
と
の
こ
と
。
さ
ら
に
、
最

新
の
情
報
で
は
１
７
，０
０
０
と

な
り
、
桁
違
い
の
ア
ク
セ
ス
数

と
な
り
ま
し
た
。）
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認
知
症
高
齢
者
の
数
は
２
０

１
２
年
の
時
点
で
全
国
に
約
４

６
２
万
人
、今
後
10
年
間
で
１
・

５
倍
に
増
え
、
２
０
２
５
年
に

は
７
０
０
万
人
を
超
え
る
と
厚

生
労
働
省
は
推
計
し
て
い
る
。

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
う
ち
５

〜
６
人
に
１
人
と
、
認
知
症
は

ま
さ
に
コ
モ
ン
デ
ィ
ジ
ー
ズ
と

な
る
。
そ
の
こ
と
に
15
年
も
前

に
気
づ
い
た
大
場
敏
明
氏
が

「
わ
れ
わ
れ
町
医
者
こ
そ
が
、
日

本
の
認
知
症
問
題
を
解
決
す
る

鍵
を
握
っ
て
い
る
」
と
い
う
思

い
に
駆
ら
れ
、
認
知
症
ケ
ア
に

取
り
組
ん
で
き
た
先
進
的
活
動

を
紹
介
し
た
本
で
あ
る
。

医
療
だ
け
で
な
く
、
予
防
か

ら
生
活
支
援
、
介
護
な
ど
ま
で

包
含
し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

の
生
活
を
支
え
る
「
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
整
備
が
今

後
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
を
15
年
間
の
実
践
を
通
じ
、

大
場
氏
が
理
事
長
を
務
め
る
医

療
法
人
ア
カ
シ
ア
会
（
三
郷
市
）

は
、
す
で
に
形
に
し
て
き
た
。

ク
リ
ニ
ッ
ク
ふ
れ
あ
い
早
稲
田

を
中
核
と
し
、
９
種
類
も
の
幅

広
い
事
業
を
展
開
し
て
い
る
の

だ
。
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

や
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
、
高
齢
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
あ
た
り
ま
で
展
開
し

て
い
る
医
療
法
人
な
ら
、
さ
ほ

ど
珍
し
く
な
い
時
代
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
に
加
え
て
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業

所
、
障
害
福
祉
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
、
就
労
移
行
支
援
事
業
所
ま

で
展
開
し
て
い
る
。

プ
ロ
ロ
ー
グ
『
患
者
さ
ん
の

「
そ
の
人
ら
し
い
生
活
と
人
生
」

を
支
え
て
』
に
始
ま
り
、
第
１

章
『「
認
知
症
急
増
時
代
」
医
療

の
主
役
は
「
か
か
り
つ
け
医
」

に
』、
第
２
章
『「
地
域
包
括
ケ

ア
時
代
」
か
か
り
つ
け
医
が
取

り
組
む
認
知
症
医
療
』、
第
３
章

『
認
知
症
医
療
の
重
要
な
パ
ー
ト

ナ
ー
、
認
知
症
ケ
ア
』、
第
４
章

『
家
族
と
地
域
と
「
と
も
に
歩
む

ケ
ア
」
が
、
患
者
さ
ん
を
輝
か

せ
る
』
の
４
章
か
ら
な
る
。
そ

の
中
で
は
認
知
症
ケ
ア
に
は
医

療
だ
け
で
な
く
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
や
家
族
会
な
ど
多
様
な
資
源

が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
と

と
も
に
、
か
か
り
つ
け
医
も
要

大
場
敏
明（
昭
48
）、
高
杉
春
代　

著

と
も
に
歩
む
認
知
症
医
療
と
ケ
ア

現
代
書
林　

定
価　

一
、
三
〇
〇
円
（
税
別
）

近
藤　

克
則
（
昭
58
）

役
を
担
う
べ
き
で
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
「
も
の
忘
れ
外
来
」
の

開
設
、
認
知
症
の
人
が
「
行
っ

て
み
た
く
な
る
介
護
事
業
所
」

の
運
営
、
患
者
さ
ん
の
「
自
分

史
づ
く
り
」
な
ど
、
具
体
的
な

試
み
を
事
例
も
含
め
紹
介
し
て

い
る
。
地
域
包
括
ケ
ア
の
対
象

は
高
齢
者
、
或
い
は
医
療
と
狭

く
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多

い
が
、
若
年
の
障
害
者
や
家
族

介
護
者
ま
で
視
野
に
入
れ
た
本

来
の
「
地
域
包
括
ケ
ア
」
を
展

開
し
て
い
る
先
進
的
な
取
り
組

み
で
あ
る
。
共
著
者
で
あ
る
介

護
統
括
・
教
育
部
長
の
高
杉
春

代
氏
に
よ
る
認
知
症
ケ
ア
や
若

年
性
認
知
症
・
家
族
の
会
な
ど

の
活
動
、
家
族
と
地
域
と
「
と

も
に
歩
む
ケ
ア
」
か
ら
学
ぶ
こ

と
も
多
い
。

評
者
は
、
研
修
医
時
代
に
大

場
氏
の
薫
陶
を
受
け
、
そ
の
長

期
的
な
視
点
と
計
画
の
実
現
に

向
け
た
徹
底
的
な
粘
り
強
さ
に

敬
服
し
た
一
人
で
あ
る
。
本
書

を
手
に
し
て
、
評
者
が
研
究
の

道
に
転
じ
た
後
の
15
年
間
に
大

場
氏
が
本
領
を
発
揮
し
て
、
認

知
症
ケ
ア
の
領
域
で
展
開
し
て

き
た
取
り
組
み
の
徹
底
ぶ
り
に

改
め
て
敬
服
し
た
。
認
知
症
介

護
研
究
・
研
修
東
京
セ
ン
タ
ー

長
、
本
間
昭
先
生
も
推
薦
し
て

い
る
。
今
後
、
認
知
症
に
関
わ

る
多
く
の
人
に
手
に
と
っ
て
欲

し
い
本
で
あ
る
。

済
陽
高
穂（
昭
45
）
著

早
わ
か
り
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ブ
ッ
ク

今
あ
る
ガ
ン
が
消
え
て
い
く
食
事

マ
キ
ノ
出
版

定
価
一
、
四
五
〇
円
（
税
別
）

よ
そ
か
ら
千
葉
に
移
っ
て
来

た
人
た
ち
に
と
っ
て
、
千
葉
の

食
べ
物
と
い
う
と
、
落
花
生
く

ら
い
し
か
思
い
浮
か
ば
な
い
ら

し
い
。
筆
者
も
生
ま
れ
育
ち
と

も
、
東
京
の
山
の
手
で
は
あ
る

が
。千

葉
県
は
、
花
・
苗
木
・
畜

産
な
ど
を
含
め
た
農
産
物
の
産

出
額
で
、
北
海
道
・
茨
城
に
次

い
で
全
国
第
３
位
で
あ
る
（
平

成
24
年
度
）。
ね
ぎ
・
大
根
・
日

本
梨
・
ほ
う
れ
ん
草
・
枝
豆
・

蕪
・
さ
や
い
ん
げ
ん
・
春
菊
・

落
花
生
・
な
ば
な
・
パ
セ
リ
は

全
国
一
で
あ
る
。
２
位
に
挙
げ

ら
れ
る
の
が
、薩
摩
芋
・
人
参
・

西
瓜
・
と
う
も
ろ
こ
し
・
び
わ
・

し
し
と
う
・
空
豆
・
街
路
樹
の

苗
木
・
洋
蘭
（
切
花
）
が
あ
る
。

他
に
も
全
国
的
に
主
要
な
生

産
県
と
な
っ
て
い
る
品
目
に
は
、

マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
・
白
瓜
・
花

の
ス
ト
ッ
ク
・
金
魚
草
・
ひ
ま

わ
り
・
ペ
ゴ
ニ
ア
・
き
ん
せ
ん

か
・
水
仙
・
ア
イ
リ
ス
な
ど
が

あ
る
。

近
年
、
県
の
農
業
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
で
開
発
さ
れ
た
「
お

お
ま
さ
り
」
と
い
う
大
粒
の
落

花
生
が
あ
る
。
さ
ほ
ど
う
ま
く

は
な
い
。
千
葉
県
で
よ
り
も
静

岡
県
で
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
よ
う
で

あ
る
。
静
岡
県
民
の
な
か
に
、

静
岡
で
改
良
さ
れ
た
品
種
と
思

っ
て
い
る
人
が
い
た
。

蕪
は
東
庄
町
（
香
取
郡
）
の

も
の
が
良
質
で
知
ら
れ
て
い
る
。

土
質
が
良
く
な
い
と
良
い
も
の

が
育
た
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。千

葉
県
と
薩
摩
芋
の
関
係
は

由
緒
が
あ
る
。
享
保
年
間
（
１

７
１
６
〜
１
７
３
５
）、
日
本
橋

の
魚
問
屋
の
忰
青
木
昆
陽
の
建

言
に
従
い
、
飢
饉
対
策
と
し
て
、

町
奉
行
所
与
力
の
給
地
で
あ
る

幕
張
村
で
試
作
に
成
功
し
た
。

京
成
幕
張
駅
の
近
く
に
は
昆
陽

神
社
が
あ
り
、
道
路
を
は
さ
ん

で
向
か
い
に
「
甘
藷
試
作
の
地
」

の
碑
が
あ
る
。
昆
陽
は
蘭
学
の

千
葉
の
食
べ
物

石　

出　

猛　

史
（
昭
52
）

祖
と
さ
れ
て
い
る
。

び
わ
は
生
産
量
で
は
長
崎
に

譲
る
が
、
富
浦
、
富
山
、
館
山
、

鋸
南
で
採
れ
る
び
わ
は
、
国
内

ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
の
房
州
び
わ

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
大
粒

で
肉
厚
、
甘
味
も
強
い
良
質
の

も
の
で
あ
る
。
こ
の
地
方
で
栽

培
が
は
じ
め
ら
れ
た
の
は
、
宝

暦
元
年
（
１
７
５
１
）
と
い
わ

れ
て
い
る
。

メ
ロ
ン
は
全
国
８
位
（
平
成

21
年
度
）
だ
が
、
銚
子
の
ア
ム

ス
メ
ロ
ン
は
「
甘
16
金
印
」
と

い
う
ブ
ラ
ン
ド
名
で
出
荷
さ
れ

て
い
る
。

日
本
梨
は
東
葛
か
ら
印
旛
に

か
け
て
が
、
主
要
産
地
で
あ
る
。

松
戸
市
に
「
二
十
世
紀
が
丘
」

と
い
う
地
区
が
あ
る
。
二
十
世

紀
と
い
う
品
種
は
こ
こ
で
誕
生

し
た
。
現
在
も
品
種
改
良
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
近
年
は
フ
ナ

ッ
シ
ー
と
い
う
新
種
が
人
気
の

よ
う
で
あ
る
。
梨
の
木
の
寿
命

が
来
て
い
る
の
と
、
後
継
者
難

の
た
め
に
廃
業
す
る
梨
農
家
が

増
え
て
い
る
。
西
瓜
は
富
里
の

ス
イ
カ
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
が
有
名

で
あ
る
。

酪
農
関
係
で
は
、
鶏
卵
が
全

国
２
位
、
豚
３
位
、
生
乳
４
位
、

乳
牛
５
位
で
あ
る
。
南
房
総
市

丸
山
町
の
嶺
岡
に
は
、
平
安
時

代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
馬

牧
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
享
保

年
間
に
将
軍
徳
川
吉
宗
が
、
オ

ラ
ン
ダ
か
ら
白
牛
を
輸
入
し
て
、

こ
こ
で
酪
農
を
開
始
し
た
。
日

本
酪
農
発
祥
の
地
で
あ
る
。
現

在
は
県
の
乳
牛
試
験
場
が
置
か

れ
、
乳
牛
の
改
良
と
酪
農
の
普

及
に
あ
た
っ
て
い
る
。
今
も
白

牛
を
飼
育
し
て
い
る
。

養
豚
は
、
香
取
・
海
匝
・
山

武
地
方
に
集
中
し
て
い
る
。
県

で
は
純
粋
種
の
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー

種
を
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ポ
ー
ク

と
い
う
名
称
で
売
り
出
し
て
い

る
。近

年
野
生
の
鳥
獣
を
食
材
と

し
た
ジ
ビ
エ
料
理
が
話
題
に
な

る
が
、
江
戸
時
代
の
日
本
で
も

肉
食
は
さ
れ
て
い
た
。『
江
戸
繁

盛
記
』
に
よ
る
と
、
猪
・
鹿
・

狐
・
兎
・
か
わ
う
そ
・
狼
・
熊
・

か
も
し
か
な
ど
で
あ
る
。
大
多

喜
の
道
の
駅
で
猪
丼
を
提
供
し

て
い
た
。
値
段
も
高
く
な
く
結

構
美
味
で
あ
る
。
東
京
の
両
国

橋
近
く
に
あ
る
、
江
戸
時
代
か

ら
続
く
と
い
う
猪
料
理
屋
の
ぼ

た
ん
鍋
よ
り
も
食
べ
易
か
っ
た
。

土
気
の
ホ
キ
美
術
館
の
近
く
に

あ
る
イ
タ
リ
ア
料
理
店
で
は
猪

の
ス
テ
ー
キ
を
出
し
て
い
る
。

産
地
を
聞
い
た
ら
大
多
喜
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。

千
葉
県
は
農
業
大
国
で
あ
る
。

雑
文
雑
談
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日　

時
： 

平
成
27
年
４
月
15
日

（
水
）　

18
時
よ
り

場　

所
： 

東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

出
席
者
：

伊
藤
晴
夫
（
会
長
）

大
井
利
夫
（
副
会
長
）

済
陽
高
穂
（
副
会
長
）

鈴
木
信
夫
（
副
会
長
）

田
中　

光
（
会
計
監
事
）

税
所
宏
光
（
参
与
）

青
木　

謹　
　

伊
藤
達
雄

岡
本
和
久　
　

小
野
田
昌
一

加
部
恒
雄　
　

黒
木
春
郎

宍
倉
正
胤　
　

白
澤　

浩

鈴
木　

守　
　

田
邊
政
裕

角
田
隆
文　
　

幡
野
雅
彦

花
輪
孝
雄　
　

林
田
和
也

吉
川
広
和　
　

吉
原
俊
雄

﨑
尾
秀
彰　
　

中
田
義
隆

忍
頂
寺
紀
彰　

清
水
俊
行

中
村
眞
人　
　

高
橋
宏
和

 

（
敬
称
略
）

　

会
議
に
先
立
ち
、
新
理
事
候

補
の
先
生
等
か
ら
ご
挨
拶
を
い

た
だ
い
た
。

　

伊
藤
晴
夫
会
長
の
挨
拶
の
後
、

同
会
長
が
座
長
と
な
り
議
事
が

進
め
ら
れ
た
。

議
題

１
．
報
告
事
項

⑴
広
報
編
集
関
係

　

鈴
木
信
夫
副
会
長
よ
り
、
次

回
の
ゐ
の
は
な
同
窓
会
報
は
４

月
16
日
に
編
集
委
員
会
が
開
催

さ
れ
、
平
成
27
年
５
月
12
日
発

行
予
定
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。

２
．
協
議
事
項

⑴
名
誉
会
員
の
推
薦
に
つ
い
て

　

白
澤
浩
理
事
よ
り
、
資
料
に

基
づ
き
説
明
さ
れ
た
。
名
誉
会

員
推
薦
に
関
す
る
内
規
に
則
り

支
部
よ
り
２
名
、
大
学
よ
り
２

名
の
推
薦
者
を
候
補
と
し
て
総

会
に
諮
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

⑵
役
員
選
出
に
つ
い
て

　

白
澤
理
事
よ
り
役
員
交
代
に

つ
い
て
資
料
に
基
づ
き
①
会

長
：
済
陽
高
穂
、
②
副
会
長
：

吉
川
広
和
、
鈴
木
信
夫
、
吉
原

俊
雄
、
③
会
計
監
事
：
田
中
光
、

秋
葉
哲
生
、
④
参
与
：
大
井
利

夫
、
税
所
宏
光
、
を
候
補
者
と

し
て
総
会
に
推
薦
す
る
旨
提
案

さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。
大
濱
博

利
参
与
の
後
任
に
つ
い
て
は
千

葉
県
ゐ
の
は
な
会
か
ら
選
出
す

る
事
と
し
、
新
会
長
、
副
会
長

に
一
任
し
た
。
理
事
に
つ
い
て

は
、
①
茨
城
：
中
田
義
隆
（
昭

36
）、
②
静
岡
：
忍
頂
寺
紀
彰

（
昭
42
）、
鈴
木
昭
一
（
昭
43
）

③
栃
木
：
﨑
尾
秀
彰
（
昭
44
）、

④
信
州
：
栗
田
純
夫
（
昭
59
）、

⑤
大
学
：
三
木
隆
司
（
昭
63
）

を
候
補
者
と
し
て
理
事
会
（
総

会
と
併
催
）
に
推
薦
す
る
旨
提

案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
総
務
会
の
メ
ン
バ
ー

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
総
務

会
委
員
の
名
前
を
会
務
分
担
表

に
明
記
す
る
こ
と
と
し
、
事
業

部
の
将
来
検
討
委
員
会
の
責
任

者
は
黒
木
春
郎
理
事
に
依
頼
し

た
。

⑶
平
成
26
年
度
決
算

 1）
決
算
報
告

　

幡
野
雅
彦
理
事
よ
り
資
料
に

基
づ
き
以
下
の
通
り
説
明
が
あ

っ
た
。

　

収
入
に
つ
い
て
は
、
①
一
般

寄
附
金
と
し
て
47
年
卒
ク
ラ
ス

会
４
１
７
会
よ
り
８
２
，
０
０

０
円
の
寄
附
が
あ
っ
た
。 

②
会
報
の
広
告
掲
載
収
入
が
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
医
師
研
修
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
よ
り
１
年
間
の
広
告

掲
載
依
頼
が
あ
り
予
算
を
超
え

た
。
③
雑
入
は
３
年
に
１
度
発

行
す
る
ゐ
の
は
な
同
窓
会
名
簿

へ
の
広
告
掲
載
料
が
あ
っ
た
。

　

支
出
に
つ
い
て
は
、
①
人
件

費
は
フ
ル
タ
イ
ム
の
雇
用
を
見

送
っ
た
た
め
余
剰
。
②
雄
翔
寮

へ
の
図
書
寄
贈
は
学
生
か
ら
の

希
望
が
な
か
っ
た
た
め
に
今
年

度
は
見
送
っ
た
。
③
Ｉ
Ｔ
広
報

関
連
事
業
費
に
は
一
般
寄
附
個

人
よ
り
の
寄
附
８
２
，
０
０
０

円
を
支
出
の
一
部
に
充
当
。
④

建
設
資
金
に
つ
い
て
は
外
構
工

事
等
の
支
払
い
等
が
説
明
さ
れ
、

平
成
26
年
度
の
決
算
報
告
が
了

承
さ
れ
た
。

平
成
27
年
度 

第
１
回
常
任
理
事
会
議
事
要
旨
抜
粋

猪
之
鼻
奨
学
会
は
平
成
24
年

４
月
１
日
、
公
益
財
団
と
な
り

ま
し
た
。
千
葉
大
学
の
教
官
な

ど
に
よ
り
運
営
さ
れ
る
公
益
財

団
と
し
て
は
、
唯
一
の
も
の
で

す
。
で
は
、
こ
の
公
益
化
と
い

う
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味

を
持
つ
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
、
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

実
は
表
中
の
様
々
な
書
類
を
毎

年
６
月
末
ま
で
に
、
監
督
官
庁

で
あ
る
千
葉
県
へ
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
会
計

面
で
は
厳
密
な
会
計
上
の
法
規

に
基
づ
く
帳
簿
を
必
須
と
す
る

た
め
、
千
葉
県
と
高
橋
会
計
事

務
所
に
よ
る
指
導
を
仰
い
で
お

り
ま
す
。

そ
の
上
で
、
平
成
27
年
度
事

業
も
順
調
に
展
開
し
て
い
る
と

篤
志
の
力
を
支
え
る
公
益
化

公
益
財
団
法
人　

猪
之
鼻
奨
学
会

会
長　

鈴　

木　

信　

夫
（
昭
47
）

こ
ろ
で
す
。
５
月
１
日
付
猪
之

鼻
奨
学
会
会
報
第
19
号
を
１
２

５
０
０
部
発
行
し
、
ゐ
の
は
な

同
窓
会
報
第
１
６
９
号
と
と
も

に
皆
様
の
お
手
元
へ
も
配
送
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
奨
学
金
の

貸
与
を
６
月
に
１
名
、
ま
た
７

月
に
５
名
の
研
究
者
へ
助
成
金

を
支
払
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
事
業
や
本
財
団

の
運
営
に
諸
税
が
課
せ
ら
れ
る

こ
と
を
避
け
ら
れ
る
の
が
、
公

益
財
団
化
の
意
義
で
も
あ
り
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
た
め
の

諸
手
続
き
が
必
要
で
す
。
役
員
、

定
款
の
変
更
な
ど
法
務
局
へ
の

届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

一
方
、
四
角
枠
で
囲
ん
だ
お

知
ら
せ
の
よ
う
に
寄
附
金
の
所

得
控
除
が
叶
え
ら
れ
る
こ
と
と

も
な
っ
て
お
り
ま
す
。
日
本
に

お
け
る
多
く
の
団
体
が
公
益
化

を
放
棄
し
た
中
で
、
本
財
団
が

公
益
財
団
と
し
て
生
き
残
る
こ

と
と
し
た
所
以
は
、
こ
こ
に
あ

る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ど
う
か
こ

の
控
除
方
式
を
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

【表】　千葉県定期提出書類：事業報告申請書類一覧
法人の基本情報及び組織について 貸借対照表及びその附属明細書
組織（財団用） 損益計算書及びその附属明細書
役員等名簿 事業報告及びその附属明細書
役員等名簿（閲覧用） 監査報告（及び会計監査報告）
事業の一覧 収支相償の計算（５０%を繰り入れる場合）

財産目録 当該事業年度末日における公益目的取得財
産残額

公益目的事業について 当該事業年度中の公益目的増減差額の明細
事業報告等に係る提出書 滞納処分に係る国税及び地方税の納税証明書
運営組織及び事業活動の状況の概要等について 控除対象財産
公益目的事業比率の算定総括表 遊休財産額の保有制限の判定
公益目的事業比率算定に係る計算書 情報開示の適正性
公益目的保有財産配賦計算書 監督上の処分等の一覧
理事、監事及び評議員に対する報酬等の支
給の基準を記載した書類

他の団体の意思決定に関与することができ
る財産保有の有無

各事業に関連する費用額の配賦計算表（役
員報酬・給料手当）

ご寄付のお願いと寄付金の所得控除のお知らせ
　猪之鼻奨学会は、医学及び薬学の研究を奨励することを目的として、研
究事績の優秀な者に研究費の補助、そして学資の欠乏を告げた学生に学
資の貸与を行ないます。これらの事業を遂行するために、どうか皆さま
のご支援・ご協力を宜しくお願い申し上げます。
　一口5,000円ですが、ご都合により何口でも結構です。
　なお、その年に支出した特定寄附金の合計額より２千円差し引いた額
が年間所得から控除されます。（控除できる特定寄附金は、その年の総所
得金額等の40パーセント相当額が限度額になります。）
　今後とも、皆様方の一層のご指導ご支援を賜りますよう、よろしくお
願い申し上げます。
　ご寄附にご賛同いただける方は下記口座にお振込みください。
　　　　　千葉銀行　　本店営業部
　　　　　口座番号　　397281
　　　　　口座名　　　公益財団法人猪之鼻奨学会　会長　鈴木信夫

　または、事務局にご連絡いただければ、振込手数料が無料のゆうちょ
銀行の払込票を送付させていただきます。

公益財団法人猪之鼻奨学会　理事・評議員一同
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か
ら
の
要
望
が
な
か
っ
た
た
め

本
年
度
は
図
書
の
寄
贈
を
行
っ

て
い
な
い
こ
と
、
Ｉ
Ｔ
広
報
関

連
事
業
費
は
動
画
の
掲
載
が
多

か
っ
た
た
め
に
予
算
を
超
え
て

い
る
こ
と
等
の
報
告
が
あ
り
、

平
成
26
年
度
の
決
算
報
告
が
承

認
さ
れ
た
。

 2）
監
査
報
告

　

田
中
光
監
事
よ
り
、
監
査
報

告
が
あ
り
決
算
案
が
承
認
さ
れ

た
。

⑷
平
成
27
年
度
事
業
計
画
に
つ

い
て

①
鈴
木
副
会
長
よ
り
、
会
報
発

行
、
各
地
区
ゐ
の
は
な
会
へ
の

支
援
、
各
地
区
ゐ
の
は
な
会
と

本
部
間
と
の
交
流
、
研
究
教
育

助
成
、
Ｉ
Ｔ
広
報
関
連
事
業
、

同
窓
会
員
の
組
織
の
充
実
等
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

②
ゐ
の
は
な
同
窓
会
館
二
期
工

事
に
つ
い
て
田
邊
政
裕
理
事
よ

り
説
明
が
あ
り
、
二
期
工
事
案
、

資
金
計
画
案
に
つ
い
て
今
後
も

検
討
し
て
い
く
こ
と
が
述
べ
ら

れ
た
。

③
白
澤
理
事
よ
り
東
医
体
代
表

主
管
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

千
葉
大
学
が
36
年
ぶ
り
に
東
医

体
の
代
表
主
管
を
務
め
る
こ
と

と
な
り
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会
員

に
資
金
援
助
の
た
め
寄
附
を
募

る
こ
と
、
平
成
27
年
度
同
窓
会

の
予
算
に
東
医
体
準
備
金
と
し

て
計
上
し
て
い
る
こ
と
等
が
説

明
さ
れ
た
。

　

以
上
の
事
業
計
画
に
つ
い
て

承
認
さ
れ
た
。

⑸
平
成
27
年
度
予
算
案
に
つ
い

て
　

幡
野
理
事
よ
り
、
各
予
算
項

目
に
つ
い
て
以
下
の
と
お
り
説

明
が
あ
っ
た
。
収
入
に
つ
い
て

は
、
ほ
ぼ
前
年
と
同
じ
で
あ
る

が
、
会
報
関
連
の
広
告
収
入
を

減
額
、
同
窓
会
基
金
よ
り
同
窓

会
館
の
外
構
工
事
費
等
と
し
て

１
，
０
０
０
万
円
の
移
管
を
計

上
し
た
。
支
出
に
つ
い
て
は
、

会
報
会
誌
印
刷
費
・
郵
送
費
を

増
額
、
白
衣
式
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
制
作

代
を
増
額
す
る
こ
と
、
雄
翔
寮

支
援
を
本
年
度
は
行
わ
ず
、
新

た
に
国
際
交
流
支
援
費
を
設
け

学
生
が
海
外
へ
留
学
す
る
際
に

支
援
す
る
こ
と
と
し
た
。
留
学

生
交
流
会
に
つ
い
て
は
他
学
部

か
ら
の
支
援
も
あ
り
今
年
度
か

ら
減
額
す
る
こ
と
、
Ｉ
Ｔ
広
報

関
連
事
業
費
は
数
年
予
算
を
超

え
て
い
る
た
め
増
額
す
る
こ
と
、

積
立
金
と
し
て
東
医
体
の
準
備

金
を
計
上
す
る
こ
と
等
が
説
明

さ
れ
、
平
成
27
年
度
予
算
が
承

認
さ
れ
た
。

⑹
役
員
の
選
出
に
つ
い
て

　

白
澤
理
事
よ
り
、
現
役
員
の

任
期
（
２
年
）
満
了
に
伴
う
新

役
員
の
選
出
に
つ
い
て
会
則
等

の
説
明
が
あ
っ
た
。

①
会
長
・
副
会
長
・
参
与
・
会

計
監
事

　

会
則
第
８
、
９
、
14
条
に
則

り
、
会
長
：
済
陽
高
穂
氏
、
副

会
長
：
吉
川
広
和
氏
・
鈴
木
信

夫
氏
・
吉
原
俊
雄
氏
、
参
与
：

大
濱
博
利
氏
・
大
井
利
夫
氏
・

税
所
宏
光
氏
、
会
計
監
事
：
田

中
光
氏
・
秋
葉
哲
生
氏
の
役
員

が
承
認
さ
れ
た
。

②
理
事

　

会
則
第
12
条
に
則
り
、
中
田

義
隆
氏
、
忍
頂
寺
紀
彰
氏
、
鈴

木
昭
一
氏
、
﨑
尾
秀
彰
氏
、
栗

田
純
夫
氏
、
三
木
隆
司
氏
の
理

事
選
出
が
承
認
さ
れ
た
。

③
常
任
理
事

　

会
則
第
８
条
に
則
り
、
総
会

を
理
事
会
併
催
と
し
た
う
え
で
、

中
田
義
隆
氏
、
忍
頂
寺
紀
彰
氏
、

﨑
尾
秀
彰
氏
、
栗
田
純
夫
氏
、

三
木
隆
司
氏
の
常
任
理
事
選
出

が
承
認
さ
れ
た
。

④
評
議
員

　

会
則
15
条
に
則
り
、
評
議
員

が
承
認
さ
れ
た
。

⑺
そ
の
他

・
亥
鼻
祭
実
行
委
員
の
学
生
よ

り
亥
鼻
祭
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
亥
鼻
祭
へ
の
支
援
依
頼
が

あ
っ
た
。

・
済
陽
高
穂
氏
よ
り
新
会
長
と

し
て
挨
拶
い
た
だ
い
た
。

　

伊
藤
会
長
の
辞
に
よ
り
、
閉

会
と
な
っ
た
。

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究

院
・
医
学
部
附
属
病
院
の
現
況

報
告

　

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究

院
長　

中
山
俊
憲
氏
、
千
葉
大

学
医
学
部
附
属
病
院
長　

山
本

修
一
氏
よ
り
千
葉
大
学
大
学
院

は
外
構
工
事
等
未
執
行
分
と
し

て
１
千
万
円
を
計
上
。
⑦
東
医

体
の
準
備
金
と
し
て
１
２
０
万

円
を
計
上
。

⑹
ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
選
考
結

果
　

田
邊
理
事
よ
り
、
資
料
に
基

づ
き
功
労
賞
、
社
会
貢
献
賞
の

候
補
者
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ

っ
た
。
推
挙
さ
れ
た
候
補
者
に

つ
い
て
選
考
委
員
会
に
て
検
討

し
た
結
果
、
功
労
賞
に
北
川
定

謙
氏
（
昭
31
）、
社
会
貢
献
賞
に

松
永
正
訓
氏
（
昭
62
）
が
候
補

者
と
し
て
推
薦
さ
れ
た
旨
の
報

告
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。

⑺
総
会
議
題
等
に
つ
い
て

　

済
陽
高
穂
副
会
長
よ
り
、
資

料
に
基
づ
き
、
平
成
27
年
度
ゐ

の
は
な
同
窓
会
総
会
は
、
東
京

ゐ
の
は
な
会
の
担
当
で
平
成
27

年
６
月
13
日
に
銀
座
ア
ス
タ
ー

お
茶
の
水
賓
館
に
て
開
催
す
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
総
会
後

に
千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院

長
か
ら
病
院
の
現
況
報
告
、
ゐ

の
は
な
同
窓
会
特
別
賞
の
表
彰

等
を
行
う
予
定
で
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
説
明
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会
総
会

は
昨
年
よ
り
毎
年
６
月
第
２
土

曜
日
の
開
催
と
決
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
た
。

⑻
将
来
検
討
委
員
会

　

将
来
検
討
委
員
会
委
員
高
橋

宏
和
氏
よ
り
資
料
に
基
づ
き
説

明
が
あ
っ
た
。
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
の
送
付
、
Ｈ
Ｐ
作
成
、
バ
ナ

 2）
会
計
監
査

　

田
中
光
監
事
よ
り
監
査
の
結

果
、
会
計
処
理
が
適
正
で
あ
る

旨
、
資
料
の
と
お
り
報
告
さ
れ

た
。

⑷
平
成
27
年
度
事
業
計
画

　

白
澤
理
事
よ
り
資
料
に
基
づ

き
事
業
計
画
が
説
明
さ
れ
た
。

田
邊
政
裕
理
事
よ
り
、
ゐ
の
は

な
同
窓
会
館
二
期
工
事
の
資
金

計
画
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

今
後
も
継
続
し
て
検
討
す
る
こ

と
と
し
た
。
白
澤
理
事
よ
り
第

59
回
東
医
体
資
金
援
助
に
つ
い

て
同
窓
会
か
ら
の
支
援
、
ま
た

Ｏ
Ｂ
に
も
寄
附
依
頼
を
す
る
こ

と
が
説
明
さ
れ
、
了
承
さ
れ
た
。

⑸
平
成
27
年
度
予
算

　

幡
野
理
事
よ
り
資
料
に
基
づ

き
、
平
成
27
年
度
の
予
算
に
つ

い
て
以
下
の
通
り
説
明
が
あ
り

承
認
さ
れ
た
。

　

収
入
に
つ
い
て
は
、
①
寄
附

金
の
項
目
、
会
報
関
連
の
広
告

掲
載
分
は
予
算
額
を
減
額
。
②

基
金
よ
り
外
構
工
事
等
の
支
払

い
の
た
め
１
千
万
円
を
取
崩
す
。

　

支
出
に
つ
い
て
は
、①
会
報
・

会
誌
印
刷
費
、
郵
送
費
を
増
額
。 

②
白
衣
式
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
制
作
代
負

担
の
た
め
増
額
。
③
雄
翔
寮
支

援
に
代
わ
り
、
国
際
交
流
支
援

を
新
た
に
予
算
に
計
上
。
④
留

学
生
交
流
支
援
費
は
他
学
部
か

ら
の
支
援
も
あ
る
た
め
減
額
。 

⑤
Ｉ
Ｔ
・
広
報
関
連
事
業
費
は

数
年
に
わ
た
り
予
算
を
超
え
て

い
る
た
め
増
額
。
⑥
建
設
資
金

ー
な
ど
の
事
業
計
画
を
更
に
具

体
的
に
し
て
い
く
こ
と
が
提
案

さ
れ
た
。
拡
大
し
た
委
員
会
の

正
式
名
称
を
検
討
す
る
こ
と
、

そ
の
委
員
会
の
活
動
費
や
権
限

に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
と

し
た
。

⑼
そ
の
他

　

田
邊
理
事
よ
り
参
考
資
料
に

よ
り
ゐ
の
は
な
同
窓
会
入
会
申

日　

時
： 

平
成
27
年
６
月
13
日

（
土
）
16
時
よ
り

場　

所
： 

銀
座
ア
ス
タ
ー
お
茶

の
水
賓
館

出
席
者
：
59
名

委
任
状
：
５
６
８
名

　

伊
藤
晴
夫
会
長
の
辞
、
白
澤

浩
理
事
の
司
会
に
よ
り
開
会
と

な
り
、
ま
ず
物
故
者
に
黙
祷
を

捧
げ
た
。
伊
藤
会
長
の
挨
拶
の

後
、
同
会
長
が
議
長
に
選
出
さ

れ
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

議　

事

⑴
名
誉
会
員
の
推
薦
に
つ
い
て

　

白
澤
理
事
よ
り
、
内
規
に
基

づ
き
推
挙
さ
れ
た
４
名
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。

（
23
面
に
掲
載
）

⑵
年
次
活
動
に
つ
い
て
（
報
告

事
項
）

 1）
庶
務
部
報
告

　

鈴
木
信
夫
副
会
長
よ
り
、
平

平
成
27
年
度 

ゐ
の
は
な
同
窓
会
総
会
議
事
要
旨

成
26
年
度
の
各
会
議
開
催
や
各

支
部
と
の
交
流
等
に
つ
い
て
報

告
さ
れ
た
。

 2）
事
業
部
報
告

　

同
副
会
長
よ
り
、
同
窓
会
賞

の
授
与
、
同
窓
会
報
の
発
行
、

同
窓
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

等
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

⑶
平
成
26
年
度
決
算
に
つ
い
て

 1）
決
算
報
告

　

幡
野
雅
彦
理
事
よ
り
、
決
算

内
容
に
つ
い
て
以
下
の
と
お
り

説
明
が
あ
っ
た
。
収
入
に
つ
い

て
は
、
会
費
収
入
、
事
業
収
入

は
ほ
ぼ
予
算
ど
お
り
で
あ
る
が
、

会
報
広
告
収
入
が
増
額
と
な
り
、

雑
収
入
で
は
３
年
に
１
度
発
行

の
名
簿
の
広
告
掲
載
に
よ
る
収

入
が
あ
っ
た
。
支
出
に
つ
い
て

は
ほ
ぼ
予
定
通
り
執
行
さ
れ
て

い
る
が
、
会
報
印
刷
費
、
郵
送

費
が
頁
数
の
増
加
に
よ
り
予
算

を
超
え
て
い
る
こ
と
、
大
学
学

事
奨
励
の
雄
翔
寮
支
援
は
学
生

込
書
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

本
年
度
の
入
学
生
、
卒
業
生
よ

り
入
会
申
込
書
の
提
出
を
依
頼

し
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会
員
と
し

て
の
自
覚
を
促
す
よ
う
に
し
た
。

ゐ
の
は
な
同
窓
会
名
簿
に
も
学

生
会
員
を
掲
載
す
る
よ
う
に
進

め
て
い
く
こ
と
等
の
説
明
が
あ

っ
た
。
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款 27年度予算 26年度予算

収入の部 （註1） 事業収入 会員総合補償制度集金事務費 5,500,000 5,500,000
（註2） 同窓会基金より取り崩し 基金より同窓会館建設費に充当 10,000,000 30,000,000

支出の部 （註3） 総 務 費 会議費 3,200,000 3,200,000
人件費 7,000,000 7,000,000
その他 2,600,000 2,600,000

（註4） 事 業 費 会報・会誌 5,200,000 5,000,000
学事奨励　・ゐのはな賞 550,000 550,000
　　　　　・ゐのはな美術展 200,000 200,000
　　　　　・猪之鼻奨学会 400,000 400,000
各種助成　・附属図書館 800,000 800,000
　　　　　・白衣式 600,000 500,000
　　　　　・雄翔寮図書 100,000
　　　　　・国際交流支援 100,000
　　　　　・留学生 100,000 200,000
　　　　　・白菊会 200,000 200,000
　　　　　・支部 3,400,000 3,400,000
　　　　　・同窓サポートプロジェクト 600,000 600000
　　　　　・IT関連事業費 1,200,000 1,000,000
同窓会館建設費 10,000,000 30,000,000
その他 670,000 670,000

（註5） 積 立 金 東医体準備金 1,200,000

註1〜4：収入、支出の主要細目等

収入の部 款項目 予算額（円） 決算額（円） 対予算額（円）
会 費 等 20,000,000 19,973,000 ─27,000
事業収入（註1） 5,500,000 5,754,434 254,434
他会計より受入 20,000 9,723 ─10,277
寄 付 金 900,000 1,102,000 202,000
基金より取崩し（註2） 30,000,000 13,363,261 ─16,636,739
雑 収 入 20,000 1,434,192 1,414,192
前年度繰越金受入 3,153,823 3,153,823

収入合計 59,593,823 44,790,433 ─14,803,390

支出の部 款項目 予算額（円） 決算額（円） 対予算額（円）
総 務 費（註3） 12,800,000 9,615,244 ─3,184,756
事 業 費（註4） 43,620,000 26,515,577 ─17,104,423
法人税等 1,400,000 1,294,100 ─105,900
予 備 費 1,673,823 0 ─1,673,823
積 立 金 100,000 100,000 0
次期繰越金 7,265,512 7,265,512

支出合計 59,593,823 44,790,433 ─14,803,390

収入の部 款項目 予算額（円）
会 費 等 20,000,000
事業収入（註1） 5,500,000
他会計より受入 20,000
寄 付 金 500,000
基金より取崩し（註2） 10,000,000
雑 収 入 20,000
（当期収入計） 36,040,000
前年度繰越金受入 7,265,512

収入合計 43,305,512

支出の部 款項目 予算額（円）
総 務 費（註3） 12,800,000
事 業 費（註4） 24,020,000
法人税等 1,400,000
予 備 費 3,785,512
積 立 金 100,000
東医体準備金（註5） 1,200,000
次期繰越金

支出合計 43,305,512

平成27年度予算 平成26年度決算報告

医
学
研
究
院
・
医
学
部
附
属
病

院
の
現
況
に
つ
い
て
ご
報
告
い

た
だ
い
た
。

ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
表
彰
式

　

田
邊
理
事
の
司
会
に
よ
り
、

功
労
賞
（
北
川
定
謙
氏
）
社
会

貢
献
賞
（
松
永
正
訓
氏
）
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
た
。
伊
藤
会
長

よ
り
表
彰
盾
と
副
賞
が
授
与
さ

れ
た
。

ゐ
の
は
な
同
窓
会
受
賞
者
挨
拶

　

功
労
賞
受
賞
者　

北
川
定
謙

氏
、
社
会
貢
献
賞
受
賞
者　

松

永
正
訓
氏
が
挨
拶
さ
れ
た
。

ゐ
の
は
な
同
窓
会
特
別
賞
表
彰

　

済
陽
副
会
長
よ
り
、
故
黒
山

宏
志
氏
へ
の
長
年
に
わ
た
る
支

援
を
顕
彰
し
、
藤
塚
光
慶
氏
、

黒
田
重
史
氏
、
住
吉
徹
是
氏
に

感
謝
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ

た
。

記
念
講
演

　

伊
藤
会
長
の
司
会
に
よ
り
、

稲
葉
憲
之
氏
（
獨
協
医
科
大
学

長
）
が
「
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

母
子
感
染
対
策
の
推
移
と
更
な

る
工
夫
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ

た
。

懇
親
会

　

済
陽
副
会
長
の
司
会
に
よ
り

開
会
さ
れ
た
。
伊
藤
会
長
の
挨

拶
に
続
き
、
田
中
光
氏
の
乾
杯

ご
発
声
、
叙
勲
者
、
名
誉
会
員
、

いのはな通信メーリングリスト　登録のご案内
平成20年度以降の医学部卒業生　平成23年 4 月以降に附属病院にて初期研修を開始された方へ

　千葉大学医学部附属病院総合医療教育研修センターでは、千葉大学大学院医学研究院・医学部附属病院からの情報を確
実に皆さんにお知らせするために、いのはな通信メーリングリストを構築・運用しています。
　いのはな通信メーリングリストでは、各診療科からの医局説明会、後期研修医の募集、各種勉強会、セミナーの案内が
掲載される等、積極的な利用がされています。登録可能な方々は、平成20年度以降の医学部卒業生、平成23年 4 月以降に
附属病院にて初期研修を開始された方々となっております。新たに登録を希望される方や登録アドレスの変更の場合は、
氏名、現職、卒業・初期研修開始年度とともに、メールアドレス（携帯電話のメールアドレス可）を下記連絡先までご通
知ください。なお、お送りいただいた情報は個人情報となりますので、千葉大学医学部附属病院総合医療教育研修センタ
ー教育・研修データ管理部門（IR部門）で管理し、上記の目的以外には使用いたしません。また、各科の先生方で新たに
配信を希望される場合は、別途その旨IR部門までお問い合わせください。

連絡先
千葉大学医学部附属病院総合医療教育研修センター教育・研修データ管理部門（IR部門）
電話：043-226-2699　内線6199
E-mail：leonvelasco@chiba-u.jp（担当：ベラスコ・レオン）

地
区
ゐ
の
は
な
会
会
長
等
か
ら

ご
挨
拶
を
頂
い
た
。
歓
談
の
時

を
過
ご
し
、
閉
会
と
な
っ
た
。



ゐ　の　は　な　同　窓　会　報第170号   オンライン会報 （30）

オンライン会報案内 
http://www.inohana.jp/online/index.html

インターネット上の情報版、オンライン会報もご覧ください。ヤフーやグーグルなどからは、以下の総合目次をトップ項目
として閲覧可能です。

求人・求職欄では、会員所属病院あるいは会員経営の病院における医師の募集を広告しております。

■求人・求職　 ■病院紹介欄での掲載動画も併せてご覧ください

・病院紹介
・求人・求職
・同窓会員経営の病院・医院・診療所の紹介
・生涯学習講座
・インタビュー
・国際交流
・都道府県医師対策

・オンライン書庫
・話題
・同窓会
・クラス会・他大学等
・キャンパス便り
・「ほっとひといき」ちば通信（千葉日報）
・協賛企業からのお知らせ

オンライン会報　総合目次
Windowsで動画をご覧になる場合はInternet Explorerを推奨します。
Macintoshで動画をご覧になる場合はプラグインソフト「Flip4Mac」をインストールしてください。
>>ダウンロード　　>>インストール方法
ただし「＊Mac/スマホ対応＊」があるものは、プラグイン無しでご覧になれます。

医者の将来は、最初の10
年間できまる
高橋　誠（社会保険船橋
中央病院・病院長）

［2009.5.27掲載］

■同窓会欄での掲載動画も併せてご覧ください
ゐのはな同窓会報『ゐの
はな』学生編集長時代の
想い出
菊地紀夫（昭和49年卒）

［2013.8.19掲載］

地域と知に未来を紡ぐ
独立行政法人地域医療機能推進機構
船橋中央病院
院長　髙橋　誠
医師募集内容（PDF55KB）

［2015.02.10掲載］

▼ WEBサイト

地域包括医療（ケア）を継承し、更に
発展させる役割を担って
国保匝瑳市民病院

（写真左より）
事業管理者・病院長　菊地紀夫
事務局長　山内保則
内科科長　海野広道
独立行政法人国立病院機構千葉医療センター
研修医　八木久子
医師募集内容（PDF13KB）

［2013.8.7掲載］

▼ WEBサイト

医療・介護を通じて「あんしん」と
「まごころ」を届けます
東京さくら病院
管理者・院長　東海林　豊
事務長　氏　建人
・東京さくら病院　
医師募集内容（PDF60KB）
・東京さくらメディカルケアセンター　

医師募集内容（PDF66KB）
［2014.10.16掲載］

▼ WEBサイト

▼ WEBサイト

おしらせ
同窓会員が千葉県内で経営する 
病院・医院・診療所については、
オンライン会報および千葉日報と
の両メディアでの連動による紹介
が可能です。
詳細につきましては、同窓会事務
局までお問合せ下さい。
Tel：043-202-3750
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千葉日報　平成27年6月19日号より転載──安田敏行先生（昭52）

オンライン会報では会員が経営する医院・診療所の紹介もしております。

オンライン会報で掲載された千葉県内の医院・診療所については、千葉日報紙でも紹介されます。

NEW
循環器内科を活気づける薬学力
ひらのメディカルクリニック
院長　平野智久

［2015.6.17掲載］
＊Mac/スマホ対応＊

思春期医療の発展をめざして
船橋ベイサイド小児科
院長　佐藤武幸

［2015.5.20掲載］
＊Mac/スマホ対応＊

■同窓会員経営の病院・医院・診療所の紹介

頼りになります　街のお医者さん（千葉日報紙掲載）

名称 院長等 タイトル 掲載年月日

1 神経内科津田沼 服部孝道所長（昭42） 身近な疾患、時間かけ問診 2012.9.10

2 さくさべ坂通り診療所 大岩孝司院長（昭47） がんのホームドクター 2012.10.13

3 社会保険船橋中央病院 高橋誠院長（昭46） 4C軸に地域医療支える 2012.11.23

4 うたせメディカルクリニック 渡辺滋院長（昭47） 循環器疾患はおまかせ 2013.2.26

5 船橋市立医療センター 高原善治院長（昭49） 高度急性期医療に特化 2013.3.14

6 あきば伝統医学クリニック 秋葉哲生院長（昭50） 漢方治療の専門医院 2013.6.7

7 （医社）三友会三枝病院 三枝一雄理事長（昭32） 人間愛を基盤に診療 2013.6.17

8 済生会習志野病院 山森秀夫院長（昭47） 高度専門医療と救急医療 2013.6.21

9 （医社）豊心会中野内科クリニック 中野義澄院長（昭45） 神経難病患者を在宅診療 2013.7.6

10 （医社）嗣業の会外房こどもクリニック 黒木春郎院長（昭59） 発達途上の悩みも対応・支援 2013.8.20

11 （医社）蘭綬会佐野医院 佐野千寿子院長（昭50） 病児保育で働く母親を支援 2013.9.7

12 （医社）以仁会稲毛サティクリニック 河内文雄院長（昭50） 医療現場に、たゆまぬ改革を 2013.10.10

13 （医社）緑星会どうたれ内科診療所 堂垂伸治院長（昭60） 患者にやさしい街づくりを 2013.10.31

14 桜並木診療医院 浅野誠院長（昭48） 臨床医療40年の経験と知識を生かす 2015.2.12

＊本企画は、原則ゐのはな同窓会HPオンライン会報に公開後、千葉日報に掲載される記事です。
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今
夏
は
猛
暑
日
が
続
き
、
う
だ
る
よ
う
な

暑
さ
の
毎
日
で
し
た
。
と
は
い
え
８
０
，
０

０
０
坪
に
お
よ
ぶ
亥
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

昨
年
竣
工
し
た
ゐ
の
は
な
同
窓
会
館
、
改
修

が
終
了
し
た
ゐ
の
は
な
記
念
講
堂
、
本
年
７

月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
外
来
診
療
棟
を
は
じ
め

と
す
る
附
属
病
院
の
ビ
ル
群
に
、
さ
ら
に
趣

あ
る
医
学
部
本
館
や
多
く
の
建
物
が
深
い
緑

の
中
に
建
ち
並
び
、
落
ち
着
い
た
美
し
い
景

観
を
呈
し
て
お
り
ま
す
。

　

お
手
元
に
ゐ
の
は
な
同
窓
会
報
第
１
７
０

号
を
お
届
け
い
た
し
ま
し
た
が
、
今
回
も
充

実
し
た
内
容
と
な
り
ま
し
た
。
４
期
８
年
間

に
わ
た
り
同
窓
会
長
を
お
務
め
に
な
り
ま
し

た
伊
藤
晴
夫
先
生
（
昭
39
）
が
退
任
さ
れ
、

済
陽
高
穂
先
生
（
昭
45
）
に
同
窓
会
長
が
引

き
継
が
れ
ま
し
た
。
伊
藤
先
生
に
は
本
同
窓

会
報
の
内
容
充
実
に
お
力
を
注
が
れ
、
全
面

的
カ
ラ
ー
化
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
報
の
充
実
を

実
現
さ
れ
ま
し
た
。
済
陽
先
生
に
は
本
会
報

を
引
き
続
き
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
大
学
学
長
や
教
授
へ
の
就
任
の
ご

挨
拶
を
み
ま
す
と
、
同
窓
会
会
員
が
さ
ま
ざ

ま
な
と
こ
ろ
で
大
変
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
の

が
実
感
さ
れ
ま
す
。
受
章
の
ご
挨
拶
で
は
、

旭
日
大
綬
章
の
唐
澤
祥
人
先
生
、
旭
日
双
光

章
の
青
木
謹
先
生
、
嶺
井
進
先
生
、
瑞
宝
小

綬
章
の
鳥
羽
剛
先
生
、
竹
森
利
忠
先
生
よ
り

ご
寄
稿
を
戴
き
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
業
績
の

証
で
あ
り
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

と
く
に
青
木
先
生
に
は
ゐ
の
は
な
同
窓
会
報

の
編
集
委
員
の
お
一
人
と
し
て
日
頃
ご
指
導

い
た
だ
い
て
お
り
、
編
集
委
員
一
同
大
変
誇

ら
し
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
各
地
の
ゐ
の
は

な
会
だ
よ
り
、
ク
ラ
ス
会
の
報
告
で
は
出
席

者
の
カ
ラ
ー
写
真
と
お
名
前
を
で
き
る
か
ぎ

り
記
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
機
会
を
生
か
し
、
各
地
の
ゐ
の
は
な
会

や
ク
ラ
ス
会
活
動
が
さ
ら
に
活
発
と
な
る
こ

と
を
希
望
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
編
集
委
員
一
同
、
ゐ
の
は
な

同
窓
会
報
の
内
容
を
充
実
す
べ
く
力
を
尽
く

し
て
参
り
ま
す
。
同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
は
、

記
事
の
ご
投
稿
、
同
窓
会
報
に
関
す
る
率
直

な
ご
提
言
等
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
ご
ざ

い
ま
す
。
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千葉医学雑誌91巻3号　2015年6月
症　　例
　有茎空腸を用いて再々建した食道癌術後挙上結腸壊死の1例
 天海博之　河野世章　阿久津泰典　上里昌也　星野　敢　松原久裕
　乳腺基質産生癌にびまん性浸潤像を示す管状癌を伴った1例

松崎弘志　清水辰一郎　唐司則之　吉原ちさと　佐塚哲太郎
金田陽子　小林拓史　横山将也　大塚亮太　栁原章寿

吉岡隆文　山本悠司　佐藤やよい　宮崎彰成
夏目俊之　田中　元　丸山尚嗣　宮澤幸正

　直腸原発リンパ上皮腫様癌の1切除例
佐塚哲太郎　菅本祐司　福長　徹　田﨑健太郎　太田拓実

竹下修由　浦濱竜馬　會田直弘　浅井　陽　石岡茂樹
江口正信　木村正幸　松原久裕

　上行結腸への直接浸潤を伴う原発性虫垂癌の1例
豊住武司　大平　学　宮内英聡　上里昌也　藤城　健
石井清香　浦濱竜馬　水藤　広　星野　敢　松原久裕

話　　題
　ドイツ・ベルリンにおける千葉大学グローバル化拠点形成に向けて

森　千里　柏原　誠　戸髙恵美子　鈴木　都　中岡宏子
学　　会
　第1232回千葉医学会例会・千葉大学大学院医学研究院
　　先端応用外科学平成23年度例会
　第1302回千葉医学会例会・第14回呼吸器内科例会（第28回呼吸器内科同門会）
　第1303回千葉医学会例会・第32回神経内科教室例会
OAP要旨
　 脊椎カリエス後高度後弯変形に対しpedicle subtraction osteotomyによる

矯正手術治療を行った1例
鈴木雅博　折田純久　西能　健　稲毛一秀　久保田剛　志賀康浩

山内かづ代　江口　和　青木保親　中村順一　井上　玄　宮城正行
佐久間詳浩　及川泰宏　中田幸夫　豊根知明　高橋和久　大鳥精司

編集後記 金田篤志
CHIBA MEDICAL JOURNAL Open Access Paper
Case Report
　 Successful surgical correction of post-tubercular kyphosis by pedicle subtraction 

osteotomy: a case report
Masahiro Suzuki, Sumihisa Orita, Takeshi Sainoh, Kazuhide Inage, Go Kubota 

Yasuhiro Shiga, Kazuyo Yamauchi, Yawara Eguchi, Yasuchika Aoki
Junichi Nakamura, Gen Inoue, Masayuki Miyagi, Yoshihiro Sakuma

Yasuhiro Oikawa, Yukio Nakata,Tomoaki Toyone
Kazuhisa Takahashi and Seiji Ohtori

第91回千葉医学会学術大会

千葉医学雑誌91巻4号　2015年8月
最終講義
　近未来医療
　　─医療情報学が医生物学を造る・超高齢社会時代の
　　　医療パラダイムシフト─ 高林克日己
　精子と卵子の出会いのために
　　─基礎研究から不妊症診断と治療への挑戦─ 年森清隆
　心筋イオンチャネルと不整脈の研究 中谷晴昭
　私の歩んだ道─新しき検査診断学を求めて 野村文夫
原　　著
　千葉県における認知行動療法の実態：質問紙調査
 原口　正　清水栄司　中里道子　小堀　修　伊豫雅臣
学　　会
　第1292回千葉医学会例会・第4回臨床研修報告会
　第1299回千葉医学会例会・総合安全衛生管理機構
　　研究発表プログラム（第3回桜美会）
雑　　報
　がん治療における実地診療と臨床試験の間
 関根郁夫　飯笹俊彦　鍋谷圭宏　永瀬浩喜　山口武人
OAP要旨
　ステロイド性大腿骨頭壊死症のMRIに関するシステマティックリビュー
　─30年の進歩─
 中村順一　大鳥精司　折田純久　宮本周一　輪湖　靖　三浦道明　高橋和久
編集後記 小林欣夫
CHIBA MEDICAL JOURNAL Open Access Paper
Review Article
　Systematic review of magnetic resonance imaging in corticosteroid-associated 
　osteonecrosis of the femoral head：30 years of advances

Junichi Nakamura, Seiji Ohtori, Sumihisa Orita, Shuichi Miyamoto
Yasushi Wako, Michiaki Miura and Kazuhisa Takahashi
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